
































オタクガール、悪役令嬢に転生する。
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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『新刊落ちました』

「いやぁー、びっくりしたね！　まさか、今まで一度も原稿落としたことのない蔵ざ王おう大だい輔すけ先生が、春コミ合わせの新刊を落とすなんて！」

「でもさぁ、おかげで『新刊落ちて御ご免めんなさいコピー本』が買えたし！」

「ほんと！　レアだよね！　しかもしっかり京きよう×都みやしてるし！」

「この『やめろって、そんなことしてたら原稿描けないだろう、春コミ新刊落ちたらどうするっ』とか、最高よね！」

　確か昨日はイベント帰りにファミレスに行った。高校からの親しん友ゆうみっきゅんと、イベントの戦せん利り品ひんについて熱く語っていたはずだ。




　何が起きた！

　今いるのは、オタ度ゼロの乙女おとめチックな見知らぬ豪ごう奢しやな部屋。

　鏡かがみに映うつっているのは、金ボタン付きブレザーとプリーツスカートに身を包んだ縦ロールのＪ女子Ｋ高生。

　疑ぎ問もん符ふを浮かべると、鏡の中の縦ロールも首を傾かしげる。

　待て、やめてくれ、私の行動の真ま似ねをするのは！　まるで、鏡に映っている縦ロールが私みたいじゃないか！

「まさか……ね？」

　口を動かすと、鏡の中の縦ロールの口も動く。

　やだ。何これ。誕生日を祝いわったドッキリ？　高校生に若返ってうれしいなーとか？　美人になってうれしいなとか？

　いや、でも縦ロールはないでしょう。縦ロールは。

　そんな私の頭の上にひらりと一枚の紙が落ちてきた。




　戸と川がわ芭は琉る（故こ）へ

　超人気の乙女ゲーム『私し立りつ学がく園えん花はな乱らん舞ぶ』の世界へ転てん生せいさせてあげたよ。嬉うれしいよね？

　悪あく役やく令れい嬢じようとして高校三年間、破は滅めつフラグを回かい避ひするだけで、その後は楽しい人生が待ってるよ！　楽らく勝しようでしょ？


ＢＹ神様






　落ちてきた紙を持つ手が震ふるえる。

「な、な、な、なんですってぇ～～～～～！！！！！！」
















　名前の後ろの（故）って、私、死んだの？

「嬉しいよね？」ってなんだ！　嬉しいわけあるかーっ！　いくら超人気のゲームっつったって、やったことないっての！

　オタクを十じつ把ぱ一ひと絡からげにすんなよ！　私は、逆ハー乙女ゲーには興きよう味みないんだよ！

　オタク暦れき十五年。ＢＬオンリーなんだから！　（ドヤッ）

　友情根こん性じよう物ものをＢＬフィルターで見るのが何より楽しいんだ！　（キリッ）

「楽勝でしょ」って、楽勝なわけあるかい！　まったく知識ないんだよ？

　どんなイベントがあって、何がフラグになるか分かんないのに、どうやって破滅フラグを回避しろっていうのよ！

　ラノベ知識によれば、悪役令嬢に転生っていうと、ヒロインをいじめて破滅パターンだよね？　攻略対象との仲を邪じや魔ましていじめるんだよね？

　……ってことは、ヒロインと攻略対象に近づかなければいいわけだ！

「三年間引きこもっちゃえばいいんじゃない？」

　なんだ、楽勝じゃん！

「あああ───っ！」

　だめじゃん！　いっくら破滅フラグを回避したって、高校も出てない引きこもり女子のその後の人生どうなるの？

　就しゆう職しよく進学全ぜん滅めつじゃん。自ら人生の破滅に向かってどうすんだ！

　それに、万が一破滅を逃のがれられずに、破は産さん一いつ家か離り散さんとかになっても、中ちゆう卒そつ女子はアルバイト探すのだって大変だよ。同どう人じん誌し一冊買えない人生になるなんて……。

「ありえない……」

　引きこもりはだめだ……とりあえず、今できることからしよう。

　まずは、悪役令嬢っぽさを演出しているこの縦ロール。こいつを成せい敗ばいしてやる！

　悪役令嬢から一番遠い髪型ってなんだろう？

　ツインテール……はツンデレ娘むすめで口が悪そうだ。ポニーテールで髪の毛を引っ張ると、目が吊つりあがって意い地じ悪わるそうになる。お団だん子ご頭あたまは、この髪のボリュームじゃきびしい。

　そ、そうだ、あれだ！

　完成した髪形を鏡に映してチェックしていると、ドア越ごしに声がかかった。

「璃り々り亜あ、準備はできたかい？　入るよ」

　うおっ、この声は『バスケの王子様』に出てくる、しっかり者キャプテン〝藤とう堂どう寺じ都みやこ〟にそっくり！　も、もしかして、この乙女ゲーのキャラクターの声せい優ゆうと同じとか？

　ドアを開けて入ってきたのは、イケメンである。

　私が身につけているブレザーと同じデザインの制服を着ていることから、同じ高校だと思われる。

　理知的な目鼻に、さらさらの髪を邪魔にならない程度の長さに切りそろえている。眼鏡めがねこそかけていないが、真ま面じ目めな風ふう紀き委い員いんか生徒会長といった雰ふん囲い気きを持つ男だ。

　って、誰？

　破滅フラグイベントが分からないのも困るが、そもそも、家族や友人、自分自身についてもまったく知識なしってどーしろっていうのよ！

　あれか？　記き憶おく喪そう失しつのふりでもしろってか？　……病院、やだなぁ……。

　えーい！　オタクとして長年培つちかわれた想像力でなんとかしてやろうじゃないの！

　ここは、私の部屋だよね？　璃々亜って呼ばれたから、それが私の名前でいいよね？

　都キャプテン声のイケメンは、親しげに名前を呼んで部屋に入ってきた同じ高校生。

　普通に考えれば家族だよね。イレギュラーで従い兄と弟こと同居とか、気き心ごころ知れた幼おさな馴な染じみってパターンもあるけど……。

「お兄様？」

　イケメンは、ハッとしたように小さく頭を振った。って、私が考えてる間にイケメンさんは硬こう直ちよくしてたようだ。なんで？

「まだ髪をセットしていないのかい？」

　お、ビンゴだ。どうやら兄で合っていて、呼び方も「お兄ちゃん」や「兄あに上うえ」ではなく「お兄様」で正解だったみたいだ！　悪役令嬢分かりやすいな！

「えーっと、髪のセットは終わりましたけど……」

「え？　巻かないのかい？　急がないと入学式に遅おくれるよ」

　ふおっ、もしかして縦ロールを崩くずしたから、準備が終わっていないと思われた？　それ見て硬直？　そりゃ、入学式に遅ち刻こくはないよな。

「似合いませんか？」

　後ろ一本結びはさすがにないだろうと、一本みつあみを左肩から前に出して見せている。

　高校生だし、みつあみも許されるよね？

　そうそう、高校生なので、無む駄だなメイクも落としてやった。

　いや、高校生だからとか関係ない。前ぜん世せでもメイクは必要最小限しかしてなかった。厚あつ盛もりメイクはまつげが重たくてかなわんのじゃよ！

「いや、似合うよ。だけど、心配だよ。こんなにかわいくしていたら、変な虫が付くんじゃないかと……」

「お兄様？」

　確かに、メイクを落としちゃったら悪役令嬢らしからぬ、優しそうなちょっとかわいらしい顔になったが……。

　兄のようにテレビ画面でもめったに見られないほどのキラキライケメンに「こんなにかわいい」と言われるほどの容よう姿しではないと思うんだよね。

　はっ！　もしかして兄はシスコンキャラか？　で、私がブラコン？

　必要以上にキラキライケメン兄は、攻略キャラの一人に違いない！

　シスコン＆ブラコンが高じて、ヒロインとの仲を邪魔することになり破滅ルート……とか？　こっ　怖こわ！

「大丈夫です、お兄様、私も高校生になったからには、お兄様離ばなれしますから！」

　ヒロインとの仲を邪魔したりしません。ええ、しませんよ！

　逃げるように部屋を出て行く私の後ろから、兄の焦あせったような声が聞こえた。

「璃々亜！　兄離れって、どういうことだ？　璃々亜っ！」

　ふあー、『バスケの王子様』の都キャプテンの声で名前を呼んでもらえるなんて贅ぜい沢たくだなぁ～。前世の名前じゃないのが惜おしいところだが。

　逃げるように出て行ったが、名前を呼ばれて立ち止まる。

「私わたくし、お兄様に名前を呼んでいただくの、大好きです」

　これからも都キャプテンと同じ声で名前を呼んでほしくて思わず声に出して言う。

「り、璃々亜……大好き？」

　お兄様がぼんやりしてる。

　えーっと、ぼんやりしてないで、私の前を歩いてくれないかな？　よく考えたら、部屋を出てどこへ行けばいいのかも分からないのだ。階下へと続く階段と、扉とびらが八つは見える。どう考えても豪ごう邸ていだ！　普通はトイレの扉いれても、二階に四つか五つしか扉ないよね？

　案あんの定じよう、階段からエプロンドレスを着た、いかにもメイドという女性が姿を現あらわした。

　リアルメイドだとぉ！　金持ちか！　……って、金持ちだった。

「お嬢様、嘉よし久ひさ様がおみえになりました」

　嘉久？　誰だよ？

　メイドについて幅広の階段を降りると、広い玄関で、同じ制服を着たキラキラと視線が合う。

　少し幼おさなさを残しながらも実に聡そう明めいそうな顔をした男が〝嘉久様〟だろうか。

　お兄様に負けず劣おとらずキラキライケメンだ。少し目にかかる長めの前髪から覗のぞく切れ長の目が、驚おどろきの色を浮かべている。

「お前、誰だ？」

　まさに今、私が問いたいことを、目の前のキラキラが『京様の声』でおっしゃった。

　ああ、紛まぎれもなく『バスケの王子様』の主人公、デレ少なめで常に上から目線のツンツン男、西さい園おん京様と同じ声だ！

　ふうぉ───っ！

　神様、嬉しいわけないだろうとか言ってごめんなさいっ！

　この世界に転生させてくれてありがとうございますっ！

　京様の生声、生、生、生ぁぁぁっ……はぁ、はぁ……尊とうとし！

「あ、あなたこそ、誰ですの？」

　思わず、声が上ずる。

「その声、お前、璃々亜か？　いったい、どうしたんだ、その頭？」

　なんてことなの！　京様と同じ声で、私の名前を呼ぶなんて……！

「高校生になるんですから、イメージチェンジしただけですわ！　何か、問題でもありまして？」

「いや、問題は、ない。いや、ないが、お前……、けっこうかわいかったんだな」

　へ？

「嘉久！」

「敦あつ也や兄にい、分かってるよ」

　うわー、都キャプテンと京様の生会話！　さ、最高！

　脳内では、蔵王大輔先生画の京様が「わかってるよ」って言いながら制服ぬぎぬぎしてる。待て待て、何を分かったんだよっ！　なんでぬいでんの？

　ちょーっ、蔵王大輔先生！　つ、続きを描いてぜひ夏コミ新刊よろしくお願いしますっ！　はぁ、はぁ。

　ああ、だめ、やばい！　妄もう想そうが、妄想が！　止まらなくなりそう！

　だって、仕方ないじゃない！

　私のイチ推おしカップル、京様×都キャプテン、通称〝京きよう都と〟の生なま会かい話わなんだよ？

　リアルボイスなんだよ？

　どんな台詞せりふを聞いても、漏もれなく薄うすっぺらな本展開しちゃうってのっ！

「璃々亜、何、赤くなってるんだ？　まさか……」

「なんでもありませんわ、お兄様！」

　本気でやばい。もう少しで妄想の波に飲み込まれて我われを失うところだった。

「そうか。嘉久、上がってくれ。さぁ、璃々亜、朝食を食べよう」

　お兄様と嘉久と私の三人で、前世の実家のテーブルよりも大きなテーブルに着いた。

　メイドの給きゆう仕じしてくれた朝食を食べながら、少しでも疑問を解決しようと言葉を選んで質問する。

「高校生になることですし、今一度、関係を確かめておきたいのですが……」

　家族でもなく、お兄様のことを敦也兄と呼ぶ嘉久。朝食を当たり前のように一緒に食べるとか、いったい何者だ？

　親しん戚せきか？　幼馴染か？　はうっ、それとも、お兄様の恋人？

　なんてことなのっ！　京様声の嘉久と、都キャプテン声のお兄様が恋人同士なんて！　楽しすぎる！　ここは天国か！

　……って、違う、ここは乙女ゲームの世界だったよ！　ＢＬゲームじゃなかったよ……がっかり。聞いてる神様？　……がっかりだよっ！

　兄の恋人じゃないとすると……。ま、まさか、私の婚こん約やく者しやか？

　これだけイケメンなんだし、嘉久様とやらも、ヒロインの攻略対象だよね……。

　悪役令嬢って、婚約破は棄きされたうえに断だん罪ざいされて処しよ分ぶんされるとか王道パターン……。

　婚約者って一番危険な人間だ！

「な、なんだよ、関係を確かめるって？　もしかして、婚約者にでもなりたいのか？」

　ほっ。今の嘉久の言葉から察さつするに、婚約者というわけでもないらしい。

　しかも、お互いに婚約者はいないようだ。

「嘉久」

　都キャプテン……じゃなかった、お兄様の氷こおりのような声に、ひゅっと背筋が寒くなる。

「じょ、冗じよう談だんだよ。高校生になったからって、俺たちの関係が変わるようなことはないさ。ただの幼馴染だろう？」

「そうだ。多た忙ぼうな親が、食事くらいにぎやかにと気を使って一緒に食べるようになって久しいが……。璃々亜は嘉久と食事を取るのがいやになったのか？　兄である私と二人きりのほうが良いと言うのであれば……」

　なるほど。

　親同士が仲良しな幼馴染ね。寂さびしくないように一緒に食事を取るのが日常。

　っていうか、高校生にもなる幼馴染が、仲良くご飯一緒に食べるのって、仲良すぎじゃない？　ヒロインに誤ご解かいされて破滅なんて絶対ごめんだ！　もう一緒にご飯やめようぜ？　……とは思うけれど、一人で食べろと言うのも申し訳ないし……それに……。

　京様声と都キャプテン声の生会話は捨てがたい！　これからもご飯は一緒の方向で！

　はっ！　欲望に負けた！　だ、大丈夫……秘密にすれば、大丈夫に違いない……。

「あの、嘉久様、高校では必要以上に話をしないようにしませんこと？」

　嘉久とお兄様が驚きの表情を浮かべる。

　あれ？　そんなに驚くことかな？

　……もしかして、中学校ではすでに会話なかったとか？

　それとも、私が迷惑なくらい嘉久に纏まとわりついていたとか……。

「璃々亜、それってどういう意味だ？　俺が話しかけると何か問題でも？」

　いやぁん。京様が私の名前を冷たい声で呼んでる！

「嘉久、どういう意味だろうが、璃々亜の望みだ。必要以上に話しかけるなよ」

　お兄様は若じやつ干かんうれしそうな声を出す。やだ、都キャプテンってば、京様の冷たい声がうれしいなんて、Ｍ属性ね！　うおっと、妄想が。

　お兄様の言葉に、嘉久がますます不満げな顔をする。

「なんでだよ、彼氏でも欲しいのか？」

　嘉久の発言に、一気に気温が下がった。ええ、兄の眼がん力りきで。

「じょ、女じよ子し会かいにあこがれていますの。高校ではぜひ、お友達をたくさん作って女子会をしたいんですわ！」

　女子を強調してみた。これで「友達なら俺がいるじゃないか」って言えないだろう！

「ああ、そうか。そうか。彼氏とかそういうのじゃないのか……。確かに、同じ中学から進学した者は少ないからな。友達を作るのは大切なことだ」

　そうか、同中は少ないのか。それは好都合。ほぼ中学からの持ち上がりとか言われたら本気で記憶喪失設定にしなくちゃいけないところだったよ。

「って、なんでそれで璃々亜に話しかけちゃだめなんだよ！」

　くっ。まだ納なつ得とくしてないのか！　お前とかかわると、破滅フラグが立ちそうだからだよ！

「嘉久様はカッコイイので、困るのです。嘉久様が近くにいては、女生徒たちが緊きん張ちようして私とは話しにくいのですわ。私の友達作りの邪魔になります」

　あ、邪魔って言っちゃった。ちょっと言葉選び失敗しちゃったかな？

「カッコイイ？　そうか。そうか。それは仕方がないな」

　あ、別の言葉に食いついた。

「璃々亜、お前、俺のことカッコイイって思ってたんだな」

　すんごくうれしそうです。あんまりうれしそうなので、なんだかムカついたから、一言添そえることにする。

「お兄様ほどではありませんけど」

　あ、今度はお兄様がすっごくうれしそうな顔になった。嘉久にドヤ顔してる。

　しまった。お兄様はシスコン属性だった……。

　しかし……。いつもツンツン京様が都キャプテンにドヤ顔されてからかわれている図というのも、都×京な感じでいいですな。うむ。実にいい。おっと、よだれが。腐ふ。
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　鳳ほう凰おう学園入学式。

　やはり乙女ゲーの定番というのか、校門も校舎もごてごて飾かざりのついたいかにも名門お嬢様お坊ぼつちゃまが通う学校という感じだ。一言で言えば「学費、高そう」。

　正門の西側には送迎車用のロータリーがある。

　か、金持ちすげー。黒塗りのでっかい車が次々やってきては高校生を吐き出し去っていく。ま、私もその一人なんだけどさ。

「では、お約束通りここからは別行動で」

　嘉久が寂しそうな顔をするが、知らん。破滅フラグ要員のお前とは距離を置く！

　……明日、いや帰りから一緒の車で登下校もやめたほうがいいかもしれない。ロータリーで乗り降りしてたら、絶対すぐに噂うわさが広まる。

　お兄様とは正門まで並んで歩く。

「璃々亜、すまない。一緒にいてやりたいが、生徒会に顔を出さねばならないんだ」

　生徒会……。やはりか！

　こうなってくると、他の生徒会役員も攻略対象キラキライケメンである可能性は高いな。

「一人で大丈夫か？」

「大丈夫ですわ、お兄様。今日から高校生なんですもの」

　安心させようとにっこり笑うと、お兄様はうっと息を止め、そして額に手を当てた。

「いつもの璃々亜ならここまで心配しなくても良かったのに……いいかい、璃々亜、知らない人に話しかけられても無む視しするんだよ？」

　なんだそりゃ。

　高校の入学式っつったら、知らない人だらけでしょ。無視したら友達できないっていうか、悪い噂が立って、悪役令嬢まっしぐらだっつぅの！　攻略対象になりそうなキラキラ要員は無視するとしても、それ以外にはフレンドリーになるよ！

　っていうか、もしかしていつもの璃々亜って縦ロールのこと？　縦ロールが人を寄せ付けなかったってこと？

「こんなことなら、不本意だが、虫むし除よけに嘉久を付けておくんだった……今からでも」

「お兄様、生徒会に遅れては問題ですわ！　私に恥はじをかかせるおつもりですの？　入学式ですから、お兄様の活かつ躍やくする姿を楽しみにしておりますのよ？」

　心にもないことがぺらぺらと口から出てくる。

　もー、目立つ目立つ。キラキラお兄様と二人で校門に立っていると、人の視線がびしびしと……。目立ちたくないんだってば！　攻略対象とかかわりたくないんだってば。

　こんな風にお兄様と居たら、

「生徒会長、おはようございます。そちらの方は？」

　んぎゃっ！　何か、いやな予感……。

「ああ、徹とおる。おはよう」

　生徒会長と呼ばれて返事をしたのは、お兄様だった。

　そうか。やはり生徒会長だったか……。

「璃々亜、生徒会書しよ記きをしている剣けん崎ざき徹だ」

　兄が、しなくてもいいのに、私を紹介するもんだから、仕方なく声のした方を振り返る。

　攻略対象破滅要員の可能性大の生徒会メンバーとは関わりたくないんだって！

　ぐあっ！

　少し長めの薄い茶色の細い毛はさらさらだ。日本人っぽくない色は染めているのか地毛なのか。少し西洋風の顔つきなので外国の血が入っているのかもしれない。右耳には、赤く丸いピアスが一つと、シルバーのイヤーカフを二つ付けている。

　目じりが少し下がった優しい目元。薄い唇くちびるはすごくきれいなピンクをしていて……。チャラいその容姿はまさに！　東あずまクン……。

『バスケの王子様』で京様の幼馴染で悪友でもある東クンに剣崎徹はそっくりだ！

　京様と都キャプテンに次つぐカップリング人気は京様と東クンだ。通称「東とう京きよう」……。

　い、いやーん。さ、さ、三角関係！　生徒会室で京様をめぐって火花を散らす二人とか。うほほほほほっ！　腐っ。

「はじめまして、剣崎様。いつも兄がお世話になっております。妹の璃々亜と申します」

　妄想していたのをごまかすために、にっこり笑って優ゆう雅がに挨あい拶さつ……した、つもり、なんだけど……。

　剣崎様が驚いた顔をする。

「君から聞いていた話とずいぶん違うな。こんなかわいい妹さんだなんて言わなかったじゃないか！」

　あー、縦ロールのこと言ってるよね？　ごめんね。期待を裏うら切ぎって。

「手を出すなよ！」

　ぐふっ。都キャプテンが東クンに、京様には手を出すなですって！　きゃは──っ！

　腐女子なめんなぁ！　ＢＬ妄想自動変換機能付き脳を標ひよう準じゆん装そう備びしてるんだよっ！

　やばい、悶もだえ死ぬ。なんて楽しいんだろう！　みっきゅんに、みっきゅんに報告したい！　ああ、ああ、ああああ──っ！

　二人は、おっとこんな時間だと言いながら腐妄想を繰くり広げる私の元を去っていった。

　って、腐妄想してる場合じゃないわ！　攻略対象っぽい人にもう三人も遭そう遇ぐうしちゃったじゃない！　兄と嘉久と剣崎徹。破滅フラグ回避がんばらないと！




　クラス分けの紙の前では、いくつかの女子グループがきゃいのきゃいのと騒さわいでいる。

「わ、わたくし、三み笠かさ蔵ぐら様と同じクラスになれましたわ！」

「なんて羨うらやましい……三笠蔵様といえば、日本で一、二を争う大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し。家いえ柄がらもさることながら、頭もよくて見み目め麗うるわしいと評判ですもの」

　耳、ダンボ。

　三笠蔵様？　大財閥の御曹司のイケメン？

　ソレ、攻略対象ダヨネ？　近寄っちゃだめな人ダヨネ？

　うむ。いい情報を入手した。心の中にメモメモ。

「でも、貴方あなたは、高こう円えん寺じ様と同じクラスではなくて？」

「本当だわ！　〝孤こ高こうの皇こう帝てい〟高円寺様と同じクラス……。もし、隣となりの席になったら、私、授業に集中できませんわ！」

「何をおっしゃるの、同じ教室で、同じ空気を吸っていると考えるだけで私は授業どころではありませんわ！」

　おいおい、何しに高校来るつもりだ！

　ってか、孤高の皇帝ってなんだ。

　ぷぷぷっ。アニメの中とかの二つ名はいいけど、現実に聞くと滑こつ稽けいだな！

　まぁ、ここもゲームの中といえばそうなんだけど。今や私にとっては現実だからなぁ。

　ってか、孤高って、つまりボッチてことなんじゃないの？

　ボッチの皇帝高円寺様……。ぷぷっ。

　っと、心のメモに書いておかなくちゃ。三笠蔵の他に、高円寺とやらも要注意人物と。

「あら、あなたは白しら川かわ様と同じクラスなのね」

「白川様？　高円寺家と白川家は日本三大財閥には及ばないけれど、それに次ぐようなお家よね？　同じ年のご子息がいらっしゃったかしら？」

「くすくすっ。あなたは殿との方がたにしか興味がないのねぇ。白川様といえば、〝孤高の女じよ帝てい〟と呼ばれるお方ですわよ。ご覧らんになれば分かるわ」

　孤高の女帝？　ぷっ。孤高の皇帝も笑えるが、それと対になる人物までいるとか。

　厨ちゆう二にだろ、厨二！　上流階級厨二病発はつ症しようしすぎだ！

「えーっと、私は何組かな？」

　この高校は、一学年五クラスあるようだ。五組から順に見ていくことにする。

　自分の名前を探すのはもちろんのこと、要注意人物である三笠蔵様と高円寺様と白川様の名前も探す。

　五組に早さつ速そく「三笠蔵」の名前を発見。

「三笠蔵丈じよう之の新しん……さ、ま？」

　なんつぅか、古こ風ふうな名前だよね？　私の名前はない。ほっ。要注意人物回避。

　三組に、あった。「高円寺」の名前を発見。孤高の皇帝とやらは、三組ですか。

「あぐぅっ！」

　やばっ。変な声出た！

　高円寺……、高円寺嘉久だとぉ！

　嘉久って、朝食一緒に食べた、あのキラキラじゃないだろうな？

「きゃぁ～高円寺様よぉ！」

「ああん。今日も麗しいですわ！」

　女生徒のきゃぴきゃぴ声に、振り返って、高円寺様とやらの顔を見る。

「こ、孤高の皇帝……、……」

　わ、笑いをかみ殺すのが……。だめだ、また変な声でるぅ！

「ぎゃぶふぅっ」

　目の前にいた人が、なんの声だと驚いて振り返る。ご、ごめん。驚かせた。

　ツンッと無表情に前を向いて歩く幼馴染高円寺嘉久の姿がそこにあった。

　かっこいいけど、かっこつけてんのは笑えるつぅの！　孤高の皇帝とか呼ばれてやんの。わははっ。ボッチの皇帝、ボッチの皇帝嘉久！

　っていうか、ごめん。ボッチだって知ってたら、高校で話しかけるなとか言わなかったよ。家でもボッチ、学校でもボッチじゃぁ……。

　ヒロイン登場するまでは仲良くしてあげようかな？

　いやいや。情なさけは禁きん物もつ。大丈夫、きっとすぐにヒロインが現れるよ。あ、そもそも、孤独な心を埋めてくれたのがヒロインとか、そういうイベントの布ふ石せきだったりするかもしれないよね？　だから、下手な動きはしないほうがいいはず。

　おっと、クラスの確認に戻ろう。嘉久は三組と。私の名前はない。よかった。

　次は二組。

「白川様……」

　二組には孤高の女帝の名前が。

「白川璃々亜……」

　……、……、……、……、！　ぺぎゃぶぶぶ─────っ！

　こ、こ、孤高の、孤高の女帝って、あ、あたしのことなの？

　そ、そんな馬鹿な……。だって、私、悪役令嬢なんだよね？　悪役令嬢って、取り巻きたくさん引き連れてるんじゃないの？　孤高って、孤高って何？　ポッケからスマホを取り出し、辞書起き動どう！

【孤高】　俗ぞく世せ間けんから離れて、ひとり自分の志こころざしを守ること。ただひとり、他とかけ離れて高い境きよう地ちにいること（大だい辞じ林りんより引用）。

　何、私、いったい他と何が違ってたわけ？

　はっ！　まさか……。縦ロールか？

　ところでなんで、中学からのエスカレーターじゃないのに、私のこと知ってる人がいるわけ？　やだわっ！

　うううっ。クラス分けの紙を見るだけで、すんごく疲つかれました。癒いやされたいです。

「あの、あなたも二組ですか？」

　二組のクラスの紙の前でいつまでも立っていたら、声をかけられた。

　ふんわりマシュマロみたいな声。

　声の主に目をやると、肩までのふわふわ髪をした、すんごくかわいい子がいた。目がくりんくりんでキラキラしてるっ！

　プ、プードルだ！　ティーカッププードルがいるよ！

「ええ、二組ですわ」

　癒された！　癒されたよ！　そして、これからも癒されたいよ！

　めいっぱい笑顔で答えると、

「私も二組なんです。同じクラスですね！　よろしくお願いします！」

　プードルちゃんもふんわり微笑ほほえみ返してくれた！
















　ぎゃおぅっ、かわいいっす、かわいいっす。

　かわいい……。かわいすぎない？

　やだ、もしかしてこの子……、ヒロインなんじゃないの？　どうする私？

　混乱する頭の中を整理する間もなく、チャイムの音が響き、続いて「講こう堂どうに入ってください」とアナウンスが流れた。

　プードルちゃんと一緒に講堂へ入る。

「どこに座りますか？」

　席はとくに決まっていないようで、皆おもいおもいの場所へ腰こし掛かける。皆当然後ろを選ぶだろうと思っていたら、意外にも前の席の人気が高い。主に女生徒。

　最前列ではどちらが先に座ったかと揉もめているようにも見える。

　ぼーぜんとその様子を見て立ち止まった私に、プードルちゃんが謝あやまった。

「ご、ごめんなさい」

「え？」

「あの、お友達とか居ますよね？　一緒に座ろうなんて、ずうずうしすぎましたね……」

　友達って、いるのかな？　とりあえず、門をくぐってから誰にも声かけられてないし……。孤高の女帝だし……。きっと、ボッチだし……。

「いいえ、一緒に座っていただけるのでしたら、私も嬉しいですわ」

「本当？　よかった。うれしい。私、誰も知り合いがいなくて……それに、こんなにすごい学校だって知らなくて……」

　分かるわ。入学式っていえば、普通体育館だよね？　でも、この学校は講堂だよ？

「知らない？」

　急に転生しちゃった私はさておき、そんなことある？　もしや、同じ転生者？

「父親の仕事の都つ合ごうで東京に引っ越すことになって、東京の高校のことよく分からないまま、地方受験が可能な学校だから受けたら特とく待たい合格したので、それで……」

　ああ、これだけの学校なら、日本中から生徒来てるかもねぇ。地方での受験会場とかもありそうだ。っていうか、

「特待生ですの？」

　見た目が庇ひ護ご欲よくそそるかわいらしさ＋特待生＋庶しよ民みん……。

　こりゃヒロインだ。ヒロインに間違いない……と、思う。

「住んでいたところが田舎いなかで、勉強以外することがなかったから……」

　照てれたように笑う顔のかわいらしいこと！　頰ほおがほんのりピンクになって、思わずぎゅーってしたくなる初うい々ういしさ！

　お姉様と呼ばれたら、ころりと百ゆ合り世界の住人になってしまいそうだわ！

　ティーカッププードルの破壊力はすさまじいぜ！

「入学式を始めます…………」

　開会の挨拶が始まり、騒がしかった講堂が静まる。流石さすがに、お嬢様お坊ちゃまたちは、式しき典てん慣なれしているのか、無駄に騒ぐ人間はいないようだ。

　私たちも会話を止めて、壇だん上じようを見る。

　流れは普通。校長先生の挨拶だったり、祝しゆく辞じだったり。ただ、その祝辞や祝しゆく電でんのメンバーが普通じゃない。国会議員はもちろん、総そう理り大だい臣じんからも祝電が届いてるとか。大物芸能人からお祝いビデオが届いてるとか……。金持ち学校怖い！

　新入生代表の挨拶は、攻略対象かヒロインかと思っていたら、なんの特とく徴ちようもない子だった。

　そして、在校生代表として生徒会長の名前が呼ばれた。

　誰も声を上げたわけではないけれど、講堂内がざわざわし、熱気に包まれる。

「生徒会長の白川敦也です。入学おめでとうございます」

　お兄様が壇上に立つと、あちこちでため息が漏れる。すごい人気。

　私のお兄様なんだよ！　えっへん。

「ふわぁっ！」

　心の中でドヤッてると、隣で小さな声がした。

　驚いて声を上げそうになったのを、両手で口をふさいでとめているプードルちゃん。頰は上気し、薄いピンクから紅こう梅ばいのようになっている。クリクリでキラキラな目に、ウルウルまで追加されてる。うわー、この目で見上げられたら女の私でもノックアウトされるぞ。さあ、一言「お姉様」と呼ぶのです！　って、ダメダメ！　はあ、危ない。すさまじいな、ヒロイン。

　しかし、こんな表情を見せるってことは、お兄様ルートか？　恋に落ちたか？

　入学式が終わり、各クラスの教室へ移動する間、女生徒たちはお兄様の話題で持ちきりだった。ぐふっ。身内が褒ほめられるのって嬉しいもんだね。

　ニマニマしていると、プードルちゃんもそんな女子たちの話が聞こえたのか、

「生徒会長人気ですね」

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、きょとんとした顔をされる。

「私の、自じ慢まんのお兄様なの」

「本当ですか？」

「ええ、申し遅れました。私、白川璃々亜と申します」

「あ、私、鈴すず木き芽め維いです」

　鈴木！　ああ、なんということでしょう……。生前の親友みっきゅんと同じ苗みよう字じ！　すばらしい！

「芽維さんと呼んでもよろしいかしら？　私のことは、璃々亜と呼んでください」

　前世ではありえない、出会ってすぐに下の名前呼びを実行してやるっ！

　ボッチは嫌だ！　孤高の女帝なんて二つ名すぐに返上してやる！

「り、璃々亜様？」

　うおっ、様付けキター！　やだ、悪役令嬢みたいじゃないのんっ。

「芽維様と呼ばれたいのですか？」

「あ、いえ、あの、でも、いいんですか？」

　芽維さんは、目を動かしてちょろちょろと周囲を気にする。

　周りの生徒たちは、お互いに様付けで呼んでいる人も多い。まねしないとだめかなって思ってるのかな？

　中には呼び捨てだったり、愛あい称しようっぽいもので呼んでいる人もいるから大丈夫だよね？

「もちろんです。私たち、お友達になれますわよね？」

　にこっと笑ってみせた。

　でも、内心バクバクです。断られたらどうしようって……。孤高の女帝なんてやだーっ！

「はい。よろこんで」

　にこって笑ってくれる芽維ちゃんは、そりゃもうポケットに入れて持って帰りたいくらいのかわいさ！

　ぐおおおっ、お兄様と結ばれれば、お義ね姉え様になるわけですね！　にやりっ。

「えっと、その……」

　もじもじ芽維たん。

「メールアドレスとか……」

　おー！　それだ！　友達といえば、それ！

　シャッキーンと、ポケットからスマホを取り出し構かまえる。

　芽維たんも、桃色のカバーのスマホを手に持ち、操作を始めた。




　メアド交換しながら向かったので、教室に着いたのはほぼ最後だった。

　すでにほとんどの席が埋まっている。空いていたのは、廊ろう下か側の一番前と、その後ろとど真ん中の席だけだった。

　私は、クラスメイトとなるメンバーの顔をさっと見渡してから、一番前の席に座った。後ろに芽維たんが座る。

　荷物を置くと、机の下で小さくガッツポーズ。見た限り、攻略対象になりそうなキラキライケメンはいない。クラス内で破滅フラグイベントは起きなさそうだ！　ひゃほーい！

　最後に教室に入ってきた男子も、短く刈り上げた頭がいかにもスポーツマンっていう爽さわやか君だけど、キラキライケメンではない。

　ぶははっ。我が学園生活（教室内に限り）楽勝なり！

「鈴木？　お前、鈴木芽維か？」

「え？　田た中なかくん？」

　ぎょえぽぎゃおう──────っ！　お、お前ら、何私の後ろで立ち話してんだぁ！

　最後に入って来た、普フツメン田中！　お、お前、まさかの〝普メン枠わく〟攻略対象か？

　離れ離れになった幼馴染再会パターンとでもいうのか？

　怖い！　知らない乙女ゲーの世界、怖すぎる！

　みんな、私を破滅に追いやる刺し客かくに見える～～～～～～っっ。

　っていうか、一体何人くらい攻略対象がいるわけ？

　乙女ゲーとか全然プレイしたことないから一般的な数字すら分からないよ！

　芽維たんと話をしている田中くんを観察する。

　日に焼けた顔に、時々見える白い歯。どこまでも爽やかだ。バスケやバレーではない、屋外スポーツをしているに違いない。髪の毛を短くしていることから想像するに……。

　野球？

　教室の前のドアが開き、担任が入ってくると、皆きちっと正面を向いた。

　定年間近と思われる、小こ柄がらで人のよさそうな男性教きよう諭ゆは、簡単に自己紹介をした後、

「では、順に自己紹介をしてもらいましょう」

　と、窓側の一番後ろの席を指名した。後ろから前に行って、次の列後ろから前って順番。ってことで、私は芽維たんの後。っていうか、一番最後だわ。

　何言おうかな。名前と、出身中学でも言うのかな？　あと趣しゆ味みとか？

　ちょっと待て！　璃々亜である私の趣味ってなんだ？

　ま、まさか、ＢＬが三度の飯より好きです！　一押しカップルは「京×都」です！

　とか、自己紹介できるわけもない！

　っていうか、そもそも、このお嬢様お坊ちゃま軍団に対して「アニメ」や「漫まん画が」が好きですとすら言えるのか？

　……。運よく私は最後。他の人の自己紹介を参考に考えよう。

　ポニーテールの美しい女生徒が立ち上がった。

「私、皐さ月つき幸さち子こと申します。父は世せ田た谷がやで開かい業ぎよう医いをしております」

　一人目だというのに、緊張も見せずに堂々としたものだ。

「世田谷で皐月といえば、あの大病院の？」

「お祖じ父い様は確か医師会の会長でいらっしゃいますよね？」

　ひそひそと話し声が聞こえます。

「何かございましたら、なんなりとご相談くださいませ」

　と、締しめの言葉がはいる。ふむ。「お客様の中にお医者様はいらっしゃいませんかー？」的なときは皐月幸子を呼べってことだな。

「相さ模がみ洋よう平へいです。父は文ぶん筆ぴつ業ぎよう、母は音楽家です」

　シルバーフレームの眼鏡めがねを押し上げながら二人目の自己紹介。

「芥あくた川がわ賞しよう候こう補ほに何度もお名前があがる、あの作家だよ」

「じゃあ、母親はあの有名ピアニストか」

　また、ひそひそと話し声が聞こえます。皆、物知りだなぁ。

　次は、国会議員の娘、パイロット、飲食店チェーン社長、弁べん護ご士し、アナウンサー……、自動車関連会社副社長、裁さい判ばん官かん。

　田中くんは自じ衛えい官かんの息子らしい。階級的には海かい将しよう補ほだって。それ、偉えらいの？

　将がついてるから偉そうだけど、補がついてるから偉くなさそう。

　っていうか、なんで皆出身中学じゃなくって、親の職業言うわけ？　この学校のルールなの？

　さーっと、青ざめる。

　私、両親の職業知らない。璃々亜の親って何してんの？　言わなくてもいいかな？

　青ざめている間に、私の列の一番後ろの女生徒の番になった。座ざ敷しき童わらしを思わせるストレート黒髪ぱっつん切り頭をしている。

「阿あ部べ晴は瑠ると申します。父は、アパレル会社を経営しておりますわ」

　アパレル？　ファッション関係、あ、そっか。だから座敷童……じゃなくて、ぱっつんボブっていうモード系の髪型をしているんだ！　と思えば、妙みように鼻筋を強調したメイクとか、アレ、ファッションモデル風を意識してるのかな？

「アパレルって、彼女の家はあれだろ？　アパレル業界大手のウニプロを含む、多数のファッションブランドを傘さん下かに収めた持ち株会社だろ？」

　と、クラスメイトの噂話が聞こえる。

　ふおっ！　ウニプロって、名前が微び妙みように違うけど、前世では大変お世話になった、あのウニプロ？　どこのショッピングモールにも必ずと言っていいほど出店してる全国チェーンどころか、世界的企業の！

「あら、隠かくしていたつもりですが、バレてしまっていたのですわね！」

　隠してたのか。それをバラされて、さぞショックを……？　受けてない！　なぜだかニヤリと満足そうに笑っている……ように見えるメイクなのかな？

「このクラスで一番大きな企業なのでは」

「確か、中学の女子では学年で一番のお家柄でしたわね」

　ぼそぼそと噂が続いている。

　ちょ、やめたげて！　隠したい過去とかは誰にでもあるんだから！　中学のときの噂話まで持ち出すのはやめたげて！　ああ、どうしましょう。私の時「孤高の女帝」なんていうボッチ伝説を噂されてしまったら……あうううっ。

　アパレル会社社長の娘「阿部晴瑠」様が着席し、次の人が自己紹介を始めた。やっぱり両親の職業言ってる！

　うわー、やばいっ！　どうしよう、璃々亜の親の職業……マジで、何？

　あわあわしてる間に、芽維たんの順番になった。ぐあっ、次、私だ。どうしようっ。

「鈴木芽維です。父はサラリーマンです」

　芽維たんの自己紹介に教室が一瞬静まりかえった。

「サラリーマン？　どこの会社の？　役職は？」

　誰かの質問に、芽維たんは答えている。

　そ、そうだよね？　普通は父親の職業知ってるよね？　あううっ、どうしよう……。

「知りませんわ、そんな会社。どこの中小企業ですの？」

「係かかり長ちようですって、もしかして、私たちとは住む世界が違う方かしら？」

　お嬢様お坊ちゃまたちから、ヒロインへの定番「庶民のくせにこの学校によく通えますわね」が始まった。

　くすくすとあざけるような笑い声と、馬ば鹿かにした目が芽維たんに注そそがれる。

　青ざめる芽維たん。かわいそうだけど、ごめん、今は自分のほうが顔が青い自信がある。

　どーぉしよぉ───っ！　自己紹介できないぃぃ～！

　青い顔をしたまま、芽維たんは立ち尽くしている。

　教室は、まだ芽維たん庶民いじりが続いてざわついていた。そうだ！　この騒ぎに紛れてさっさと終わらせよう。

　芽維たんが座るのを待たずに立ち上がり、口を開いた。

「両親は両親で、私は私ですから、私自身のことをお話しさせていただきますわ」

　と、前置きする。知らないことなんて話せないからね！

「あらやだ、あなたのご両親もろくなお仕事されてないのですわね？」

「庶民が庶民同士仲良くしてるってことだろ」

　くすくすと今度は私に対して笑い声が起こる。

「人に言えないような相当恥はずかしい仕事なんだな」

　ムカッ。人に言えない恥ずかしい仕事ってなんだ？

　前世で私は従業員が十人にも満たない小さな会社でＯＬやってたけど、その仕事を恥ずかしいなんて思ったことないよ。

　そりゃ、給料は低いし、時々辞やめたいって思うこともあったけど、でも恥ずかしいなんて思ったこと一度もない。自分で働いて得た金で、誰にも迷惑かけずに趣味にお金かけてたんだよ。どこが恥ずかしい？

「仕事に貴き賤せんはないと教えられたことはございませんか？　自分で〝一円〟も稼かせいだことのないあなた方が、一生懸命家族のために働いてくださる人のことを悪く言う資格があると思いまして？」

　ちょっと低めの声が自分から出てびっくりする。

　しまった。つい働く大人目線で、高校入学したばっかのくそがきどもお説せつ教きようモードスイッチが……。

「そんなことも分からない自分を恥じたほうがよろしくてよ？」

　あ、やばい。なんか言葉遣いが悪役令嬢っぽい。だ、だって仕方がないじゃないかぁ～。お嬢様的口調がこれしか思い浮かばなかったんだもんっ。

「なんだとっ、俺が馬鹿だって言うのか！」

　激げつ昂こうした男子生徒が立ち上がった。確か、国会議員の息子。

　あー、ごめんごめん、怒らせようと思ったんじゃないから、落ち着け。

　他にも何人も、私を睨にらみつけてる。どうしよう。

「西さい郷ごう様、お座りなさい」

　男子生徒の斜ななめ後ろの席の女生徒がたしなめた。アパレル会社社長の娘だ。

　助けてくれたの？　ありがとう……って、めちゃ睨まれてる～！

　いや、気のせいだよね？　キツめのメイクでそう見えるだけだよね？

「ご両親を恥じていないならば、言えますわよね？」

　その言葉に、医師会会長の孫が続けた。

「そうですわ。立派なご両親のお仕事を教えていただけますか？」

　ちょっと、待って、それ、無理っ！

　さーっと青ざめた私に追い討ちをかけるように、アパレル娘が教室を見回しながら言う。

「皆様も、知りたいですわよね？」

　心配そうに私のことを見ている田中くんと、涙なみだ目めになっている芽維たん以外、みんなうなずいてる。

　何、この団だん結けつ力りよく！　怖っ！

　ってか、田中、おまえ、いいやつ。ともだちに、なる。

　家族で知っていることなんて、一緒に朝食を食べる時間もないくらい忙いそがしい両親と、二学年上に生徒会長の兄がいることくらいで……。

　はっ、そうだ！

「知りたければ、兄に聞いてくださればよろしいわ」

　丸投げぽいっ。

「は？　あなたのお兄様など、存じ上げませんわ」

「そうよ、それで逃げられるとでもお思い？」

　アパレル娘と医師会会長の孫がほぼ同時に立ち上がった。

「それは失礼いたしました。兄を知らない方がこの学園にいらっしゃると思わなかったものですから。先ほど入学式で生徒会長として挨拶していたのが兄の、白川敦也です。私は妹の白川璃々亜と申します」

「し、白川様っ！」

　アパレル娘が叫び声とともに、椅い子すに倒れこむようにして腰を下ろした。ガタンと椅子が大きな音を立てる。

　あれ？　腰が抜けてないですか？　大丈夫？　流石、攻略対象キラキラ兄パワーです。

「あ、あ、あ、あなたが……ま、まさか」

　医師会会長の孫が、ひざをがくがく震わせ、机に手をついて体を支えている。

　そこまで驚かせるようなこと言いましたか？

「孤高の、女帝……」

　ぶっ。

「え？　あの方が？」

「噂じゃ、髪型が……」

　ひそひそ声、聞こえてるよ！　縦ロール伝説、どこまで広まってんの！

「あー、自己紹介も終わったようだな。明日は、クラス委員や係を決める。では解散」

　って、先生、めちゃマイペースに、何事もなかったように締めましたね？

　帰り支度が終わった人達が我先にと、教室から出て行く。

　ああ、帰っちゃう！　急がないと！　逃がすものか！

　配布された資料そのほかをかばんに詰つめ込んで、アパレル娘のもとへ。

　呼びかけようとして、はたと首を傾げる。名前、なんだったっけ？

「し、白川様……」

　ありがたいことに、向こうが気がついてくれたので、にっこり笑って話しかけた。

「兄に両親の職業を尋たずねに行くのでしたら、ご一緒しますわよ？」

　っていうか、ご一緒させてくれ！　私が自分の親の職業を尋ねるわけにはいかないから、アパレル娘がお兄様に尋ねるのを聞いて知っておきたいんだ！

「あっ、わ、わたく、し、あの、申し訳ありませんでした！」

　何な故ぜかアパレル娘は、悔くやしそうに私を睨み付けながら、謝罪の言葉を口にし、かばんを両腕に抱えると、一いち目もく散さんに逃げていった。

　あら、逃げられた。急に学園のアイドル（たぶん）のお兄様に会いに行くなんて、心の準備ができなかったのかな？

　仕方がない。知りたそうだった人はまだいたよね。確か、医師会会長の孫の、えーっと、

「皐月様」

　よかった。名前思い出した。

　にっこり笑って、皐月さんを見たら、皐月さんは、じりじりと後ずさり。

「ご、ごきげんよう、白川様……」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして帰ってしまった。ああ、残念。時間がなかったのかな。

「あれだけ釘くぎを刺さしておけば、当分大丈夫そうだなぁ」

　え？　釘？　後ろに、田中くんがいました。釘ってなんだろう？

「あの、璃々亜さん……さっきは、かばってくれてありがとうございました」

　田中くんの隣に並んだ芽維たんが、ぺこんって音が聞こえるくらいお辞儀する。

　かばう？　はて？　なんのことだろう？

「これからも、友達でいてくださいますか？　私、今日のご恩は絶対忘れません！　いつかきっと恩おん返がえしします！」

　ん？　いったいなんのことやら？　でも、恩を感じてくれるのはいいことだ。

　もし、私が無実の罪で断罪されたとしても、かばってくださいますわよね？

「ずっと友達ですわ！　約束です！」

　芽維たんの手をとってぎゅっ。そうだ、田中くんとも友達になろうと思ってたんだ。視線を向けると、芽維たんが口を開いた。

「こちらは田中祥しよう真まくんです。小学校が同じだったの」

「四年生と五年生で同じクラスだったか？」

　芽維たんが、私にすら見せたことのないはにかんだ笑顔を田中くんに向けた。

　二人はお互いに近況などを楽しそうに話している。久しぶりに会ったわりに、すごく仲がいいよね？　ぐぐぐっ。やはり、田中、お前も攻略対象か！

　破滅フラグ回避のために、近寄らないほうがいいのか……。いや、でも同じクラスだし、すでに芽維たんと仲がいいみたいだから、避さけるのも不自然だよなぁ。

　と、なれば……。

「田中様、お友達になってくださいますか？」

　断罪イベントを起こされないくらい仲良しになる。

　断罪イベントを回避できるうえに、友達も増える！　うむ。完かん璧ぺきな計画だ。

「ああ、もちろん、よろしく。白川さん」

　田中くんは、スポーツマンらしく、白い歯を見せてニカッと笑った。

　教室に人がいなくなっていたので、私たちも帰ることにした。

「ご、ごきげんよう」

　芽維たん、嚙かんだ。




　廊下に出ると、女生徒に囲まれた嘉久の姿が見えた。距離を置いて遠とお巻まきに嘉久を見つめる女生徒の姿も見える。ちっ！　登校初日にして、あのモテようはいったいなんだ！　流石は攻略対象キャラと言うべきか……。

　それにしても、あれだけ女生徒からの視線を受けているんだから、帰りに一緒の車に乗り込むのを見られたら大変だな。

　ってなわけで、一人でロータリーへ移動。待っていた車に先に乗り込む。

　運転手さんに一度学校の周りを一回りしてから再びロータリーへ戻ってもらう。車の後部座席の窓は中が見えないので別の車だと思ってもらえるよね。

　って、兄と嘉久が一緒に乗り込んだら、私と嘉久も知り合いだってバレバレじゃないのっ！

「明日からは、車も嘉久様とご一緒しないほうがよろしいみたいですわ」

　お兄様と嘉久が車に乗り込んでから言葉を発した。

「え？　どういうことだよ！」

　嘉久の驚いた声に、あらかじめ用意しておいた言い訳を口にする。

「今日、お兄様の名前を聞いただけで、腰を抜かしたクラスメイトがいらっしゃったんです。お兄様に一緒に会いに行きましょうと誘さそったのですが、緊張のあまり、真っ青になってしまったんですわ。それくらい、クラスメイトにとっては、お兄様はカリスマ的存在なのだと実感しました」

「顔を青く？」

　お兄様が、私の話に不思議そうな顔をするが、無視して先を続ける。

「嘉久様も、女生徒からすでにそういう対象になっていらっしゃるようですから……。前にも言いましたが、嘉久様と一緒では、私の友達作りに支し障しようをきたします」

　私の主張を覆くつがえそうと、嘉久が早口で言葉を挟はさんでくる。

「いや、敦也兄は特別だろう。生徒会長だし。校内では接触してないし、登下校ぐらい一緒でも問題ないさ」

　問題あるって！

「いいえ、嘉久様は誰よりもカッコイイです」

　私の言葉に、兄と嘉久が対照的な顔をする。

「璃々亜が俺のことそう思ってくれているのか？」

「璃々亜にとって、嘉久は兄よりもかっこいいのか？」

　うお、シスコン兄、めんどくさい。

「正確に言えば、一学年で、私が知っている限りです」

　ガクッとうなだれる嘉久。笑みを浮かべるお兄様。

「と、に、か、く、です、そんな嘉久様に近づきたい女生徒はたくさんいます。嘉久様に近づくために、私と友達になろうとする方がいることを想像してみてください」

　私の言葉に、お兄様と嘉久は一瞬黙だまり、すぐに口を開いた。

「私の璃々亜を嘉久に近づくために利用するというのか……」

「友達ごっこね。そりゃうんざりだな」

　二人とも察しがよくて助かる。

「「よし、わかった」」

　二人が声をそろえた。

「嘉久、お前転校決定」

「俺が璃々亜を守ってやるから安心しろ」

　はぎゅっ！　お兄様、過か激げき！　嘉久、お前何にもわかってない！

「嘉久様、近づかないように、私お願いしていますわよね？　それが無理なら、お兄様の言うように転校……」

　はっと息をのむ。

　転校……。そうよ！　このゲームのタイトルは『私立学園花乱舞』。

　私立学園で巻き起こる恋れん愛あい模も様ようってことだけは確実だよね。ってことはだ……。

「私、公立高校に転校いたします！」

　こうして、私は無事に三年間を悪役令嬢として過ごすこともなく、破滅を回避したのです。


【完】



「嘉久」

　ふわぁぁ～ん。

　都キャプテンのブリザードボイス！　じゃない、お兄様でした。

「わ、分かったよ。登下校および校内で璃々亜と接触しなければいいんだろ？」

　くっ。転校作戦は失敗に終わったか。

　しゅんと肩を落とした後、嘉久が上うわ目め遣づかいで、お兄様を見た。

「家では今まで通りでいいんだよな？」

　ぐっ！　何、この都キャプテンにおねだりする京様ボイス！　ちょ、録ろく音おん、録音！

　誰か～！　録音機器を持ってまいれ！

　今の言葉を頭の中で幾度も反はん芻すうする。ああ、もちろん脳内映像は、京×都。

　今回は犬系京様描写の得意なサークルギガトランプの宝たから田だ里り人ひと先生画の京様です。

　はあ、はあ、はあ。鼻はな血ぢ、鼻血が出る！　腐。
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　家に着くと、およそ四十五度のお辞儀でメイドが出迎えてくれた。

「お帰りなさいませ、敦也様、璃々亜様。ご主人様よりメッセージを預あずかっております」

「父からメッセージ？」

　お兄様は、メイドから受け取った紙をすぐに開いて声を出して読み上げた。

「璃々亜、入学おめでとう。璃々亜の晴れ姿を見られないでとても残念だったよ。来月には日本に帰るから、お祝いをしよう。父」

　両親の仕事を探るチャーンス！

「お兄様、お父様は今どこで何をしていたのでしたかしら？」

　不自然じゃないよね？　大丈夫だよね？

「ああ、今は母はは上うえとヨーロッパを回っている。今日はミュンヘンあたりにいるはずだ。珍めずらしいね、璃々亜が父ちち上うえの仕事に興味を示すなんて」

「えっ？」

　急に尋ねるとか、やっぱりまずかったか？　言い訳、言い訳、えーっと……。

「わ、私の入学式なのに日本にいないのが残念？」

　しまった。疑問形にしちゃったよ。

「璃々亜……」

　お兄様が、そっと私の頭に手を置いた。そして、遠えん慮りよがちにゆっくりと撫なでた。

「今まで言葉には出さなかったけれど、寂しかったんだね……。これからは、璃々亜が寂しくないように、もっと一緒にいよう」

　ギョエー！　まさかのシスコン加か速そく宣言！　とんだ流れ弾だまだぜ！

「あ、いえ、さ、寂しくないですよ？　あんなに忙しいお父様が、わざわざお祝いをしてくださると言うのですから」

　あはは。乾かわいた笑いを残し、あわてて階段を駆かけ上がる。私の部屋って、確か奥から三番目の扉、だったよね？

　部屋の中に入り部屋着を探す。ジャージ、ジャージ、ジャージ……。ジャージがありませんっ！　だが、それはまだいい。問題は……。

「テレビがない！」

　オタ品がないのは仕方がないよ？　同人誌とかＢＬ小説とか漫画とかアニメのＤＶＤとかゲームとか、フィギュアとか等身大抱き枕とか、ポスターとか、ドラマＣＤとか……。

　だが、テレビがないというのはどういうことだ？

　十二畳もある部屋には、ドレッサーと勉強机とベッドと、百科事典やぬいぐるみなどが並んだ本ほん棚だなしかない。なんということだ……。テレビがない理由はなんだ？

　食事中もずっとテレビのことばかり考えていたら……。

「どうした、璃々亜？」

「テレビが」

「え？」

　突然話しかけられ、思わず思考が口から漏れ出した。いきなりテレビとか、驚くよね。

　もしこの世界にテレビがなかったらなぞの言葉なわけだし。

「ああ、何か気になる番組でもあるのかい？　食事が終わったら、一緒にシアタールームへ行こう」

　シアタールームか！　金持ちめ！

　私は自室でテレビが見たいの！　自室で深夜アニメを見させてくれっ！

　気がついたら、午後はたっぷりお兄様の映画鑑かん賞しように付き合わされていた。

　モノクロのフランス映画。さっぱりわからなかったよ。フランス語聞いても分からないし、字幕は英語だった。どーなってんだ、この世界！

「面白かったね。『Le livre que vous m'avez donne etait le soutien de ma vie. Non, l'existence vous a appeles m'a maintenu en vie』と言う場面はよかった」

　ブッ。お兄様の口からフランス語が……。何、このチート兄……。

「あふれんばかりの兄妹愛……。本当にすばらしい作品だった」

　トウトウと兄妹きようだい愛のすばらしさを語りだす兄。やべぇ、映画の余よ韻いんでシスコンパワー増大中だ。適当にうなずいて、さっさと部屋に戻る。

　だが、収しゆう穫かくはあった。シアタールームに有料チャンネルのテレビ番組表が載のっている本があったのだ。

　ＢＳ放送ＣＳ放送はもとより、各種ケーブルテレビなどの有料チャンネルと契けい約やくしているらしい。しかもフルチャンネルコース。

　ビバ、金持ち！　だって、それって、アニメ専門チャンネルも含むってことでしょ？

　ぐふっ。ぐふぐふっ。お兄様が寝ね静しずまったら、シアタールームに忍びこんで……。

　この世界ってどんな番組があるんだろう？　ああ、番組表を見てみればよかった。

　前世と同じ番組はやってるんだろうか？　大体、この世界はどういう分類なんだろう？

　異世界？　平行世界？　それとも完全にバーチャル？　データの中みたいな？

　神様の手紙には『私立学園花乱舞』というゲームの世界へ転生とあったけど……。

　ゲームの舞台は、学校が中心だけど、現代日本のはずだ。

　他のゲームの知識で判断するに、デートイベントなんかで、日本の名所をめぐったりもしている。カフェに入ってお茶をすることもある。時にはお気に入りの番組で意い気き投とう合ごうすることもある。

　学園内部の設定や、登場人物の設定は作られているが、他の部分については、皆が常識的に知ってる日本をそのまま出している。

　富ふ士じ山さんは富士山としてあるし、大おお阪さかではたこ焼きがおいしいのだ。ゲームでは描えがかれていない部分はいったいどうなっているのか……？　ゲームクリエイターが設定しなかった部分、それは自動的に日本と同じだったりするんだろうか？




「お嬢様、ご夕食の時間となりましたが、準備はお済すみですか？」

　ノックの音にハッと身を起こす。というか、夕食の準備って？

「璃々亜、着替えは済んだかい？」

　き、着替え？　夕食食べるためにドレスチェンジとか……金持ちめんどくさくない？

「お兄様、何を着ようか迷ってしまって……」

「入学祝いの食事会だが、嘉久の家だから普ふ段だん着ぎで構わないよ」

　ふ、普段着？　って、あのクローゼットのどの辺が璃々亜の普段着なのか分からないんだよっ！　明らかなドレスは分かるけど、部屋着と普段着とオシャレ着の線引きが分からない！　前世なら、ジャージと◯ニクロとしまむ◯で分かりやすかったのにっ！

「璃々亜は何を着ても似合うよ」

　くっ。そうじゃないんだよぅ！　そんな言葉が聞きたいんじゃないっ！

「お兄様に選んでいただきたいんです」

　にこっ。

　兄、即そつ行こうクローゼットへ。シスコン怖い。……いや、便利。

　お兄様は、薄水色のシャツに、深いグリーンのベストとスラックス姿。私は、スカートがふわりと広がった花はな柄がらのワンピースになった。

　玄関を出たら車が待っているかと思えば、なかった。そのまま門を出て、向かいの立派な門をくぐる。……近っ。門から門まで徒歩二十四歩。

　そして、門をくぐってから、玄関まで……遠とおっ！　どんだけ敷しき地ち広いんだっ！

「迷めい惑わくなくらい広いお庭ですね……」

　ため息まじりの独ひとり言ごとを、しっかり兄に聞かれ。笑われた。

「そうだね。京きよう都とにあるうちの本宅の庭も広すぎて、璃々亜は小さいころよく迷子になっていたからね。確かに広すぎるのは迷惑かもしれないね」

　昔を懐なつかしんで嬉しそうに笑う兄。え？　本宅??

　嘉久の家……いや、お屋敷は門構えも庭も、純じゆん和わ風ふうだったが、家は洋風だった。

　家の中に通されてから、洋風じゃないと気がついた。これ、擬ぎ洋よう風ふう建築だ。

　和洋折せつ衷ちゆうというか、明治初期から大正くらいに建てられた建築物に似てる。階段の手すりの木の黒光りとか、ずいぶん年ねん季きが入ってそうだけど……。もしかして、明治何年とかに建てられた由ゆい緒しよ正ただしき豪邸？

　おいおい、嘉久、お前ん家、金持ちだな。流石、乙女ゲーム攻略対象キャラだけのことはある。現代日本じゃなきゃ、間違いなく侯こう爵しやくや公こう爵しやくレベルだよねぇ。

「敦也兄、璃々亜、いらっしゃい」

　食堂に通されると、嘉久がグレーのスーツ姿で出迎えた。

　うわー、自宅で食事を取るのにスーツとか、金持ちも大変だなぁ……なんてことを考えながら嘉久の姿を上から下まで観察していると。

「璃々亜、その服とっても似合ってるな。俺のため？」

　いいえ、夕食のためです。と、正直に言うわけにもいかないので、

「お兄様が、私のために選んでくださいました」

　と事実を述べる。兄がドヤ顔を嘉久に見せている。

　あ、嘉久の眉まゆが寄った。

「お祖父様が用意してくれた、入学祝いはこっちだよ」

　嘉久に案内されたのは、舞台付きの純和風の部屋だった。

　舞台？　老舗しにせ旅りよ館かんの宴えん会かい場か！　まぁ、広さもまさにそれくらいある。柔じゆう道どうの大会くらい軽く開けそうだ。

　舞台奥には「嘉久、璃々亜、高校入学おめでとう」と立派な垂たれ幕まくがかかっている。

　そして、舞台から一メートルほど離れた場所にお膳ぜんが三つと座ざ布ぶ団とん三枚。

　お品書きがある。

　先付【数の子、菜の花】前菜【蟹かに味み噌そ豆どう腐ふ金きん箔ぱくのせ、海え老びの包み玉子……】から始まり、造つく里り、吸い物、焼き物、揚げ物、煮物、蒸し物、替え鉢ばち、酢すの物もの、飯はん物もの、香こうの物もの、冷れい果かにそれぞれ二品～四品の料理名が並ぶ。

　ぐあ～！　すごいっ！　と、お品書きを凝ぎよう視ししていた私の耳に、突然バイオリンの音が飛び込んできた。驚いて顔を上げると、舞台の上で真っ青なドレスを着た女性がバイオリンを弾ひいていた。生なま演えん奏そうだ！

　弾いているのは、誰もが一度は聞いたことのあるテンポの速いクラシック。

　小学校の掃そう除じの時間に毎日毎日聞いていた曲だ！

　え？　小学校の掃除の時間に聞いていた曲？

　前世の日本と同じだ。これは、ゲーム設定で作られた部分じゃなく、自動的に日本と同じになった部分ってことだよね？　……それって、いったいどこからどこまで？

　もしかして、このゲームの中には、他にも自動的に同じになっている部分があるってこと？　……私が愛してやまない……。ＢＬ同人誌たちもあったりするってこと？

「ふあー、なんだか、どきどきしてきました」

　ＢＬ同人誌を手に取る想像をしただけで、胸が熱くなって、思わずため息まじりに口を開いてしまった。

「そうだね、世界的なヴァイオリニストが目の前で演奏しているんだ……」

　と、まるっきり違う方向で兄がため息をつきました。

　あ、ごめん、聞いてなかったよ、演奏。

　三曲が終わって、ヴァイオリニストは退場していった。

「すごかったな。つい聞き入って、食事に手がつかないな」

　嘉久が、皆のお膳の上を見て笑った。

「さぁ、食べましょう？」

　しばらく三人で黙もく々もくと箸はしを進める。皿が空になったころ、タイミング良く次の皿と交換された。ふおっ。どれもおいしそう！

「そういえば嘉久、入学式だから流石に今日はいつものアレ、やってなかったな」

　いつものアレ？

「ああ、株かぶか。やめた」

「やめた？　中学のときは、株取引のため授業以外の時間はタブレットを片時も離はなさなかったお前が？」

　なぬ？　嘉久は、中学生なのに株とかやってたの？　すげー。

「あー、結構大変だったな。授業中も、株価が気になって勉強が手につかない日もあったし、休み時間が移動教室で時間を取られるとイライラしたしな」

　分かるわ。株にはまった前世の同どう僚りよう、暇ひまさえあれば株価チェックしまくってて、落ち着きなかったもんなぁ。

　孤高の皇帝……。

　まさか、休み時間をすべて株取引に費ついやしていたから、誰とも話をしなかったのか？

　だから、孤高の皇帝なのか？

「今思えば、学ぶことは多かったが、犠ぎ牲せいにしたものも多かった」

　今思えばって、中学時代なんてまだ数週間前の話だよね？

「犠牲ってなんのことですの？」

　大おお損ぞんか？　いくら損したんだ？

「友人らしい友人ができなかったからな。高校では、璃々亜に負けないくらい友人を作って、男子会しようと思う」

　だ、だ、だ、男子会って……、ＢＬ会～～～～～っ？

　うん。違うよね。っていうか、三次元ＢＬに興味はありませんけどね！

　で、でも、京様ボイスで「男子会」とか口にするなんて、やばいくらい妄想が止まらなくなっちゃうんですけど！　はふはふはふっ。腐。

「まさか、私が女子会をすると言ったので、真似ようとしていらっしゃる？」

　私の言葉に、嘉久がちょっとだけ視線を斜め上に上げた。図星？

「ま、真似とかじゃないぞ？　璃々亜だけ友達作ろうとか、ずるいなんて思ってないからな？」

　……。はい、完全に真似ですね。

　生ぬるい目で嘉久を見れば、嘉久は悔しそうな顔で声を張る。

「偶ぐう然ぜんだからな！　ちょうど春休みに目標を達成したから株をやめるだけだ！」

「株に、目標ですか？」

　大損したからやめるんじゃなく？

「ああ、初しよ期き投とう資し金額の百倍が目標だったからな」

　百倍？　一万円なら百万円ってことだよね？　十万円なら一千万円。百万円なら一億円だよ！　坊っちゃんだし、もしや、スタートが百万円なんて、そんなこと、ないよね？

　え？　やだ、億単位のお金とか、そんな異世界の話してないよね？

「確か、親に無理言って、一千万でスタートしたんだよな？　じゃあ、十億になったってことか。流石だな、嘉久」

　お兄様の言葉に、目玉が飛び出すかと思った。

　へ？　じゅ、じゅ、じゅ、十億？　ナ、ニ、ソ、レ？

「春休みだったからつい海外株式にまで手を出して、最終的には三十八億。流石に睡眠時間が足りなくてちょっとキツカッタな」

　海外取引と日本の取引かけ持ちしてデイトレードなんてやってたら、そりゃ寝る時間もなくなるわ！　三十八億とか、そりゃすごいお金だけど、でも、でも、中学三年間友達も作らず睡眠時間削ってって……。

「そこまでして、お金が欲しかったのですか？　成長期の睡眠時間がどれほど大切か、分かっていらっしゃるんですか？」

　ちょっと怒ったような声が出て、自分でもびっくり。

「ご、……ごめん」

　あ、嘉久が謝った。いやだわ、私、そんなに迫はく力りよくある言い方したかな？　そりゃ、ちょっと怒ってたりもするけど。

「璃々亜、私もアプリ開発に熱中して徹てつ夜やをしてしまうことが……」

　何故このタイミングで、兄は自分の不ふ摂せつ生せいを報告する？

「お兄様、お体を大切にしてくださいませ」

　ぎっと睨み付けちゃったじゃないの。それなのに、なぜか兄は嬉しそうに、

「璃々亜、心配させてすまなかった。これからは気をつけるよ」

　と、おっしゃった。

　兄よ……。妹に心配されるのが嬉しいのか……。頼むからわざと心配させるようなことしてくれるなよ？

　次に日本舞ぶ踊ようが披ひ露ろうされた。食べる、手品を見る、食べる、ハープの演奏聴きく、食べる、デザートおいしい、おかわりして、嘉久の家での入学祝いの夕食が終わった。

　家に帰って、すんごいいい香りの入浴剤入りのお風ふ呂ろに入った。もちろん、普通の家庭用の二倍くらいの湯船。残念ながらライオンの口からお湯が出たりはしなかった。

　でもって、パジャマじゃなくて、ネグリジェ。ネグリジェなんて、初体験です。足元スースーする。冬は寒そう。

　おいしいもの食べて、いいお湯に入った後といえば、テレビでアニメを見ようか、ＢＬゲームをしようか、ＢＬ妄想元漫画を読もうか、ＢＬ小説を……って、何にもないし！　何すればいいのっ！

　あ、色々とこの先のこと考えないといけないんだった…………。

　璃々亜になって一日目。最後はサクッと記憶がない。考え事始めると寝落ちるよね？
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　目覚まし時計が朝五時半にセットされてた。

　早い、なんで、こんなに早いの？

　置きぬけでボーっとする私の目には、白と淡あわいピンクでコーディネートされた乙女おとめチックな部屋が映うつる。

　ああ、夢じゃなかったんだ。戸と川がわ芭は琉るだった私は死んで、白しら川かわ璃り々り亜あの私になったんだ。

　ベッドから降おり、カーテンを開ける。

　空は白しらみ始めた時間。まだ少し薄うす暗ぐらい。東の空には、ビルの隙すき間まから朝日が覗のぞく。

　はー、朝日なんて見たの、何年ぶりだろう……。

　よし！　今日も破は滅めつフラグ回かい避ひのためにがんばるぞ！

　洗顔、着替え、髪を一本みつあみにする。準備完了。まだ六時前。

　え？　あれ？　璃々亜はあと一時間何してたの？　勉強？

「勉強───っ!?」

　ずいぶん前すぎて、全然覚えてないよっ！

　やばいっ、たぶん入学直後って実力テストみたいなのあるよね？

　昨日もらった真ま新あたらしい教科書を勉強机に並べた時、中学の教科書はなかった。本ほん棚だなはぬいぐるみと……あ、あった、ぬいぐるみの後ろに高校受験なんたらって参考書が数冊。

「わっ……」

　手にとってびっくり。すごい書き込みの量。

　やだ、璃々亜ってば努ど力りよく家か……。努力を人に見られたくないから、ぬいぐるみの奥に隠かくしてたのね？　昨日からは私が璃々亜を引き継ついだんだけど、今までの璃々亜の努力を私が無にするわけにはいかない。っていうか、急に成績下がったら怪あやしまれるよね？

　国語は、うん、大丈夫。伊だ達てに小説読み漁あさってない。

　数学。……やばい、半分くらいしか分からない。で、でも璃々亜の書き込みも七割くらいの正解率だから不得意らしい。なんとか追いつかなくちゃ。

　社会は、おお、歴史だ。楽しいな！　腐ふ女じよ子しのハートをがっちりキャッチした『刀とう剣けん乱らん麻ま』とかＢＬと関係が深い！　新しん撰せん組ぐみや陰おん陽みよう師じなど歴史を題材としたＢＬ漫まん画がも多くてな。左さ京きよう綾あや乃の先生の名作の聖しよう徳とく太たい子し漫画があってな、それが一度に十人の……、いや、これ以上は言えぬ。てなわけで、歴史は問題なし。

　地理も、これまた都道府県を擬ぎ人じん化かした『ペタリアン』という、腐女子にはうますぎる作品のおかげで得意。世界地理も、同じように擬人化したアニメでかなり勉強した。公民分野はねぇ、流石さすがに社会人も何年目？　っていい大人は常識的に知ってることばかり。細こまかい数字だけは覚えなおさないとだめっぽいけど。議席数とか。

　英語、会社でもＴＯＥＩＣとかＴＯＥＦＬとか何年かに一度受けさせられてたから、ボケてはいない。……。得意じゃないけど。

　理科は……。うん、問題は数学と理科ね。




　今日は、嘉よし久ひさとは別々の車に乗って登校した。一時間目はホームルームだ。

「プリントに各委員の仕事が簡単に書いてある。分からないことは聞いてくれ。皆、一つは委員をしてもらう」

　担任が配布したプリントに目を向ける。

　クラス委員、風ふう紀き委員、図と書しよ委員……と、色々な委員が並んでいる。

　委員会か……。クラス委員はないな。生徒会執しつ行こう部ぶとの連絡役なんて、そんな危険な仕事をするわけにはいかない！

　攻略対象が少なくとも二名はいる生徒会だよ？　兄と剣けん崎ざき徹とおる。全力で避さけたいからね！　それ以外なら……よし。図書委員にしよう。本好きだし。

「じゃぁ早さつ速そくクラス委員から決めるぞ。立りつ候こう補ほいないか？」

　先生がパンッと一回手を打って教きよう卓たくの前に立ち、教室を眺ながめる。

　シーンと教室中が静まり返っている。あ、これ、誰もやりたくないパターンだ。

　一番前の席だから、後ろの様子が分からないんだけど、思い切って左斜ななめ後ろに首を回してみる。

　うええっ！　な、な、何？　クラスメイトが、ちらちらと私を見てる。

　なんで、まさか、私がクラス委員をすればいいじゃんって、無む言ごんの圧力？

　っていうか、クラスのほぼ全員の目が私に向いてるんだけど。なーぜーっ？

「白川、どうだ？」

　って、先生までも、何な故ぜ私を名な指ざしする！　あ、あれか？　兄が生徒会長だからか？

　じょ、じょ、冗じよう談だんじゃないっ！

「私わたくしには、クラスのまとめ役はとても務つとまりそうにありませんので、他の方にお願いしてくださいませ」

　引きつる笑顔で、先生に断りの返事をする。

「他の人か……。白川は誰がいいと思う？」

　誰って……。なんで私に聞くかなー。昨日ちょっと自己紹介しただけのクラスメイトのことなんて知らないって。

　あ、でも、あれかな？　兄と相性がよさそうな人間を選べってこと？

　そりゃ、ヒロイン芽め維いたんでしょう！

　ううん、でもだめだめ！　クラス委員なんてしたら、忙いそがしくて休み時間とか一緒にいられなくなっちゃう！　そうしたら、私……休み時間にボッチになっちゃうじゃないのぉ！　あ、後は、えーっと……。ぐあっ、だめだ、まだ名前とか全然覚えてない。あと覚えたのは、田た中なかくんと、それから……。

「皐さ月つき様……」

　そうそう、確か医者の娘むすめの皐月さん。よかった、一人でも名前覚えていて。

「あ、あ、」

　私に名前を呼ばれて硬こう直ちよくする皐月さん。

　担任が「皐月、クラス委員お願いできるか？」と尋たずねると、皐月さんは小さな声で「はい」とうなずいた。

　そういえば、皐月さんはお兄様のファンじゃなかったっけ？　兄のことを知って、足をガクガク震ふるわせてたものね。生徒会執行部と接せつ触しよくする機会も多いクラス委員になれて、良かったじゃない？　グッジョブ私！

　あれ？　でも、教卓の前に立った皐月さんの顔が青いのは何故？　もしかして人前で話をするの苦手だった？　自己紹介のときはそうでもなかったよね？

　ぼそぼそと「では、男子のクラス委員を希望する人は」と取り仕切り出したが、手を挙あげる人はいない。皐月さんは、ただもう、どうしていいのかわからないというような悲ひ愴そうな顔で教卓の前に立っている。

　申し訳ないことをしちゃったなぁ……。よし、一肌脱ぐか！

「皐月様、紙に、第三希望までの委員を書いて集めてはいかがですか？　男子のクラス委員に推すい薦せんする方の名前も書いていただけば、すべて決まると思いませんこと？」

　皐月さんは、頭が外はずれちゃうんじゃないのってくらい首をがくがくと上下に動かした。

　そんなに人前で緊きん張ちようしてて、大丈夫？
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「芽維さんはなんの委員になったんですの？」

　チャイムが鳴り後ろを振り返る。

「私、応おう援えん委員になりました。どれにしようか迷ったんだけど、いろいろな委員のお手伝いができるのが楽しそうで」

　にっこり笑う芽維たん、天使！　応援委員？　そんなのあったっけ？

「田中くんは、何になった？」

　芽維たんが自然と田中くんに声をかける。仲いいなぁ。攻略対象として一歩リード？

「体育委員ではありませんこと？」

　自信満々に私が予想を言った。

「図書委員になった」

「ああ、田中くん、読書好きだったもんね！」

　あんぐり。

「なんだ？　その意外そうな顔は……まぁ、慣なれてるけどな。運動部は本を読まないと思われてるからなぁ」

　ポリポリと頭の後ろをかく田中くん。

　本当に意外だった……。まさか、こんなところに落とし穴が。

　攻略対象の可能性のある人間と同じ委員になるなんて……。

「璃々亜さんは何になったんですか？」

「図書委員……」

「おお、そっか。よろしくな！」

　きらりと白い歯を見せて手を差し出す田中くん。分かりました。こうなれば……。

「正せい々せい堂どう々どうとお相手いたしますわ！」

　破滅フラグを回避できるかできないか、真剣勝負です！　田中くんの手を力強く握にぎる。

「正々堂々、うん、いい言葉だ。正々堂々と、図書委員をがんばろうな！」

　にかっ。白い歯キラッ。

「えっと、正々堂々ですか？」

　芽維たんがわたわたしてる。

　え？　何かおかしなことありましたか？

「あ、あの、白川様……」

「はい？」

　声をかけられ振り返ると皐月さんが居た。

　相変わらず青い顔して小こ刻きざみに震えてる。なんの用だろう？

　はっ、もしかして、委員長に推薦しちゃったことに文もん句くを言いに？　……。そ、そうだよね。皐月さんにとってはいい迷めい惑わくだったんだよね？　これは、潔いさぎよく謝あやまるしかないっ！

「も、申し訳ございませんでしたっ！」

「はい、申し訳ありま……え？　何故、謝るのですか？」

　謝るべきなのはこっちだよね？

「昨日は、大変失礼をいたしまして……。あの、〝孤こ高こうの女じよ帝てい〟白川様のご高こう名めいはかねがね伺うかがっておりましたが、その、まさか……」

　えーっと。なんでわざわざ二つ名を付けて呼ぶんでしょう……。

　っていうか、高名ってなんだ？　いったい、どんな噂うわさが立っていたんだようっ。

　小刻みに震える皐月さん。そもそも、昨日、皐月さん何したっけ？

　えーっと、私が生徒会長の妹だと知らなかったってことと、親の職業言わなかったことに突っ込みを入れたことくらいだよね？

　どっちに対して謝ってるんだろう？

　親の職業を言えと迫られたのは確かに困ったけどさ。未だに、教えろと言われると困るけどさ……。どうやって親の職業を調べたらいいのか、誰か教えてください……。

　この先親の話題が出ないように、なんとかできないかなぁ……。二年生のクラス替えした後の自己紹介タイムを考えるとお腹が痛くなりそうです。

「皐月様はご両親が自じ慢まんなのですね。ご両親を大切に思い、尊そん敬けいしていることはすばらしいと思います」

　じゃなきゃ、女子高生がわざわざ親の話なんてしないもんねぇ、普通は。

「ですが、私たちは高校生になりました。ご両親を自慢するのではなく、私たち自身が自慢できるものを身につけなければならないと思いませんか？」

　にこっと笑って、皐月さんの肩にそっと手を添そえた。

「私も、人に自慢できるようなことは何もありません。ですから、人に恥はじない高校生活を送り、すばらしい高校生活だったと胸を張って自慢できるようになりたいんですの」

　思えば……前ぜん世せでは、高校入学とともにＢＬ道へと突き進んだ。

　勉強は片手間、部活は帰宅部。友情恋愛そっちのけ。青春とはなんぞ？　それはＢＬにあり！　って高校生活だった。

　とても、胸を張って高校時代を語れやしない……。せめて、普通の高校生活を送ろう。そうしたら、自分よくやった！　って自慢できるよね？

「璃々亜さん、すごいっ！　私も、何も自慢できるようなことないけど、少しだけ得意な勉強をもっと頑がん張ばるね。それから、いっぱいいっぱい思い出を作って、高校生活を楽しみたいなって……」

　芽維たん！　芽維たんが目をキラキラさせて私を見ています。

　うおっ、ヒロイン補ほ正せいか！　キラキラエフェクトが見えるような気がするっ。

「一緒に、思い出を作りましょうね！」

　芽維たんと手を取り合う。そして、その勢いのまま、皐月さんに顔を向ける。

「皐月さん、クラスメイトとなったのも何かの縁えんです。仲良くしてくださいますわよね？」

　にこっと笑うと、皐月さんがびっくりしたように肩を揺ゆらした。

「あの、許してくださるのですか？」

　うーん、だから、何を？

「謝るのは私のほうですわ。クラス委員、本当は嫌いやなのではなくて？　私が名前を出したばかりに……押し付けるような形になってしまって、申し訳ありませんでしたわ……」

　皐月さんが、じわっと目じりに涙なみだを溜ためている。

「ありがとうございます……」

　えーっと、泣くほど感動すること言ったかなぁ？　それとも……皐月さんも中学でボッチだったとか？　それで仲良くしてと言われて嬉うれしいとか？

　ハッ！　高名って、まさか、ボッチとしての高名？　ソンナバカナ！

「白川様……私、皐月幸さち子こは白川様のような心広き真しんのレディになれるよう、粉ふん骨こつ砕さい身しん努力いたします」

　ん？　真のレディ？　誰が？

「それから、鈴すず木き芽維様、昨日は侮ぶ辱じよくするような発言をして申し訳ありませんでした。白川様の言葉に目が覚さめましたわ。いつまでも親の庇ひ護ご下かにいるわけではありませんものね。私たちは、自分自身を磨みがいていかなければいけないのですね……」

　ありゃ、庶しよ民みんいじめメンバーが一人減ったようです。私も悪あく役やく令れい嬢じよう役下りてるけど、ヒロインと攻略対象とのいろんなイベント潰つぶれてない？　大丈夫？

「特とく待たい生せいということですが、英語では負けませんわよ！」

「はい、私も頑張ります！」

　なんか、青春っぽいやりとりが二人の間で発生してます。

　皐月幸子は、黒くて真っ直すぐな髪を高い位置で結んでいる。ポニーテールは、動くたびに躍やく動どう感かんある動きをして、目を引く。

　芽維たんのように、目を見み張はるような可愛さはないけれど、十分美び少しよう女じよの粋わくにある。ちょっときつめの見た目と性格……。だけど、恥じいることを知り、自分の非ひを認めたならば改あらためる潔さがある。

　ヒロインは、芽維たんだと思い込んでいたんだけど……。もしかしたら、皐月幸子という可能性もあるんじゃないの？　ポニーテールヒロイン……。ありじゃない？

　しかも、攻略対象候補である、田中くんとクラスメイトで、クラス委員として生徒会役員との接点もできた。

　うううっ。芽維たんがヒロインだった場合は、とにかく友達として信用を勝ち取り、無実の罪で断だん罪ざいを受けた場合かばってもらって破滅フラグ回避のつもりだった……。

　何か説せつ教きようめいたこと言っちゃったし。皐月さんに対しては、すでに悪役令嬢的な感じになってない？

　あわあわっ。やだぁ、もう、神様のばかっ！

　やったことない乙女ゲームに転生させるなら、せめて取とり扱あつかい説明書……いや、そうでなくてもイメージイラストの一枚でも付けてくれよ！

　攻略対象どころかヒロインが誰かさえ分からないって！

　もしかしたら、芽維たんでもなく皐月さんでもなく、教室の隅すみで本を読んでる眼鏡めがね少女がヒロインかもしれないよね！　眼鏡を取ったら実は美少女系ヒロイン……。

　いや、その前で、お菓か子しをバリバリ食べている太めという表現では言い表せない体型の子がヒロインかもしれない。瘦やせたら美人系ヒロイン。

　いいや、いいや、もしかすると目の前の田中くんでさえ、怪け我がをして野球部を退たい部ぶ。傷しよう心しんの彼の慰なぐさめとなったのは違う自分になること。そう、田中くんは実は男の娘こヒロイン。

　田中くんの顔を見る。じぃ───っ。

「白川、何？　僕の顔に何か付いてる？」

　スポーツマンらしいほどよく筋きん肉にく質しつな体。太い眉まゆに奥おく二重ぶたえの目、鼻筋くっきり大きな鼻と口角が上がった大きな口。少しエラがはった顔はよく日に焼けていて……。実に、男らしい顔をしている。

「似合わない……」

　思わずもれた呟つぶやきを田中くんが拾う。

「え？　似合わないって、まさか、僕に読書が似合わないとかまだ言う？」

「いいえ、違いますわ。田中くんに、女じよ装そうは似合わないなと思いまして……」

「は？　女装？　なんで、僕が女装しなくちゃならないんだよ！」

　うん。田中くんが男の娘ヒロイン説だけはないな。間違いない。

「璃々亜さん、なんか田中くんと楽しそうな話してるね！」

　芽維たんが、あわてる田中くんを見てにこにこしている。

「生徒会長でしたら絶ぜつ世せいの美女になるのでしょうが、確かに田中様の女装は無理がありそうですね」

　皐月さんも、田中くんの姿を観察してうなずいている。

「お兄様が、絶世の美女……」

　兄の顔を思い浮かべ、女装姿を想像する。

　うん、確かに、かわいくはならないだろうけど、絶世の美女にはなりそうだ。

「はっ、し、白川様、申し訳ありませんっ、あの、私としたことが、白川様のお兄様が女装なんて、大変失礼な発言を……」

「私は栗くり毛げのふわふわロングヘアが似合うと思うのですけれど、皐月さんはどんな髪型がお兄様に似合うと思いますか？」

「ふわふわロングも似合いそうですが、生徒会長の涼すずやかな瞳ひとみには、黒髪ストレートもお似合いかと……ああ、申し訳ございません、今のはなかったことに」

　ハッと謝罪する皐月さん。

「それ、いいですね！　ドレスは真しん紅くがいいかしら？」

「全身真紅も素す敵てきですわね。ですが、黒のレースをふんだんに使ったドレスに、真紅の薔ば薇らをアクセントで用いるのも捨てがたいかと……」

　再びハッとして、謝罪を口にしようとする皐月さん。

「くすっ」

　皐月さん、面おも白しろい子。

「あ、わ、わわ、白川様、お許しを……」

「いいえ、とても楽しいですわ。皐月さん、お友達になってくださる？」

　手を差し伸べると、皐月さんはびっくりしたような顔をしてから、

「はい、私でよろしければもちろんです。よろしくお願いいたします」

　と手を取ってくれた。

「あの！」

　芽維たんが軽く手を挙げる。あ、芽維たんも皐月さんと友達になりたいのね？

「生徒会長には、振ふり袖そでも似合うと思います！」

　ドヤ顔する芽維たん。かわゆすっ。

「「そうですわね！」」

　私と皐月さんは、芽維たんの発言に激はげしく同意した。

　うん。皐月さんとは気が合いそうです。

　大丈夫。たとえ皐月さんがヒロインだったとしても、乗り切れそうな気がします。

「なんで、女装の話なんてしてるんだ？」

　田中くんの突っ込みに、私たちは三人仲良く首を傾かしげた。
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　二時間目はクラスでの係決めだ。

　一時間目にクラス委員として選出された皐月さんと、シルバーフレーム眼鏡の相模さがみくんが前に出て進行する。

　皐月さんは、一時間目にはびくびくした様子で前に出ていたけれど、今はずいぶん落ち着いている。目が合ってうれしそうに微笑ほほえんでくれた。わーい。

　で、一番楽そうな落とし物係になれました。ラッキー。

　三時間目は、オリエンテーション。先生が配布プリントに沿そって順に説明していく。

　学園施し設せつや学園行事、校こう則そく、授業など。

「それから、明日は実力テストだ」

　うひゃっ。やっぱりあるんだ、実力テスト……。

「出題範はん囲いは中学までの学習内容となる。五教科にプラスして一般常識テストがある」

　は？　一般常識？

「先生、一般常識とはどういうことですか？」

　生徒の一人が手を挙げて質問する。就しゆう職しよく試験にある、あの、一般常識？

「高校生として知っておくべき常識的な事こと柄がらだ。まぁ、一般常識のテストは成績には入らないのであまり気にする必要はない。ただ、どれだけ自分が世せ間けん的てきに非常識なのか自覚してもらうためのテストだと思えばいい」

　冷や汗。前世の常識と、こちらの世界の常識がもしも大きく違っていたら……。

　例えば貨か幣へい価値や貨幣単位。

　前世と同じ「円」でいいのか。それとも、ゲーム内通貨があって、「ギル」とか「ゴールド」とか「ルピー」みたいに単位が違うとか。

　ど、どうしよう。一般常識テストで変なこと書いちゃったら……。

「まぁ、毎年一般常識のテストは散さん々ざんだからな。常識知らずな部分を高校生活で学ぶことが大事だ」

　皆が散々なら大丈夫かな？　変なこと書いても……。ちょっと変な世間知らずのお嬢様で済すむかな？

　四時間目は校内施設見学。

　そりゃもう、開いた口が塞ふさがらないほど豪ごう華かでした。以上で、本日の授業終了。

　兄は生徒会の仕事。嘉久とは別行動。というわけで、一人で家に帰り昼食を摂とった。

　昼食後は、兄が用意してくれていた過去何年か分の実力テスト問題を使って四時間ほど勉強。過去問の傾けい向こうから、理科の運動は捨てた。圧力と密度は一度理解できれば大丈夫。他はうろ覚えでもマークシートなのでＯＫ。問題は数学だな。

　時計の針が六時を回ったころ兄が帰宅。嘉久を待って、三人で夕食。

　今日は一般家庭よりも少しだけ立派な程度の夕飯だった。

「嘉久は何委員になったんだ？」

「クラス委員を引き受けた。株かぶも卒業して時間ができたからな」

　俵たわら型がたのハンバーグは、ナイフを入れるとじゅわーっと澄すんだ肉にく汁じゆうがこれでもかと言わんばかりにあふれ出す。

「そうか、じゃあ顔を合わせる機会も多いな」

　大きめにミンチした牛肉は、ほどよい歯ごたえがありつつも、肉のうまみを口の中に広げた後はすっと溶けるように喉のどの奥へ消えていく。

「敦あつ也や兄にい、今悪い顔しなかったか？　都つ合ごうよくこき使おうと思ってないか？」

　ステーキで食べても十分美味しいお肉を惜おしげもなく使った最上級のハンバーグ。

「璃々亜は何委員になったんだ？」

　もぐもぐ。うおっ、しまった。白いワンピースに肉汁がタレテシマッタ……。今度から、夕食は色の濃こい服にしよう。

「おい、璃々亜、食ってばかりいないで返事しろよ」

　うっさい！　お前らこそ、これほど美味しい食事、冷める前に黙だまって食え！

　ぎっと睨にらんでやろうと思ったら、二人とも皿の上は順調に減っている。

　あ、あれ？　あれだけ会話をしながらも、服も汚さず食事ができるとか？

　きょとんとして小首を傾げる。

　ガシャンッ！

　嘉久が手に持っていたナイフを取り落とし、先についていたハンバーグがぽんっとはねて、真っ白なテーブルクロスに着地した。

「しょ、食事中にそんな顔するなっ」

　え？　粗そ相そうをしたのは嘉久なのに、逆ぎやく切ぎれされました。

「そうだ、嘉久との食事中にそんな顔をしてはいけない」

　うっすら頰ほおを染めた兄にも、たしなめられました。

　な、な、な、私が何をしたと？　食事中にしてはいけない顔があるってこと？　上流階級の食事マナーは難むずかしい。

「図書委員になりました」

　話題を変えてごまかそう。

「お兄様は？」

「生徒会役員は、自動的にクラス委員だよ」

「そうなんですか？　生徒会のお仕事大変そうですわね」

　今日も生徒たちは午前中で帰ってきたというのに、兄は夕飯ぎりぎりに帰ってきた。

「今、一年生の歓かん迎げい会かいの準備をしているんだが、参考までに一年生として意見を聞かせてくれないか？」

　一年生の歓迎会なんてあるんだ。あ、配られた年間予定表とかまだ見てないや。

「どちらがいいかな？　ネズニーランドか、ネズニーシー」

　え？　ネズニーランド？　ネズニーシー？

「えっと、それはもしや、千ち葉ば県けんにあるのに東とう京きようネズニーランドと名前がついていたりする施設ですか？」

「もちろんそうだよ。浦うら安やすにあるネズニーだよ」

　うわー、前世ではディから始まるあのテーマパークをさしてることは間違いないな。ネズニーねぇ。場所とかランドとシーがあることとか、名前以外は同じなんだ。東京や千葉や浦安って地名は普通に同じだし……。

　あれ？　もしかして、版はん権けんじゃなくて、なんていうんだ、商しよう標ひよう？　なんかそういうのに引っかかるものはゲーム内で別の言葉に換かえてる？

　それにしても……。歓迎会でディじゃない、ネズニーに行けるんだ！　嬉しいなぁ！

「璃々亜はどっちに行きたい？」

「どっちも捨てがたいですわ……いっそ、両方じゃだめですの？」

　流石に一日じゃ回りきれないから、それは無理だろうけど……。生徒ごとに好きなほうを選んでいけば問題ないよね？　そうすれば、友達と「どっちに行く？」と話をして盛り上がれるし。

　友達と！　大事なのでもう一度。〝友達と！〟ふふふ。ボッチじゃありませんからね！

「予算的に、二つを貸し切るのは難しいんだ」

　は？

「か、か、か、貸し切り？」

　ネズニーに行くためのバスの話？

「しかし、璃々亜が両方行きたいというのであれば、時間を分けて二時間ずつ貸し切りにできるか交こう渉しようしてみるか……」

　あんぐり。

「か、貸し切りって」

　まさか、あのディじゃない、ネズミーランドを貸し切るってこと？

　か、金持ち学校半はん端ぱねぇ───っ！　予算って新入生の歓迎会に一体いくら使う気だ！

「お兄様、昨年はどうだったのですか？」

「ああ、昨年は確か午前九時から四時間ネズニーシーを貸し切ったよ。その前の年はネズニーランドだったかな。三年くらい前は丸一日貸し切っていたらしいんだが、あまり生徒たちの評判がよくなくて四時間になった」

「評判がよくない？」

　夢の国を貸し切るなんてまさに夢のようなことなのに、なんの不満があるんだ！

　並ばなくても乗れるアトラクションの数々。うん、いいねぇ！

　幽ゆう霊れいが出るマンションに、私と芽維たん二人きり……こ、怖こわいっ！

　人ひと垣がきを分けなくても特等席で見られるパレード。誰もいない場所に愛あい想そをふりまき去っていく一団を見送る……さ、寂さびしい！

　独ひとり占じめして一緒に写真を撮り放題のキャラクターたち。写真を撮り終わったら放置され、手持ち無ぶ沙さ汰たでたたずむキャラクター……あ、哀あい愁しゆう！

　並ぶのはいやだけど、閑かん散さんとしたアミューズメントパークって楽しさ半減じゃない？

「お兄様、ネズニーランドで、アトラクション優先フリーパスのようなものは発行していただけませんの？　貸し切りじゃなくても構かまいません。並ばずにアトラクションに乗れれば十分楽しめるかと」

　夢のようだわぁ、並ばなくていいなんて！　一つのアトラクションに二時間、食事の列は一時間、お土産みやげレジに三十分、トイレさえも二十分待ちとか……。

　あれ、一種の拷ごう問もんです。夢を餌えさにした巧こう妙みような拷問……は、言いすぎか。

　待ち時間にＢＬネタさえあれば、ぜーんぜん苦痛じゃないんだよね。うふふ。

　みっきゅんとＢＬ話しながら行ったネズ……じゃない、ディの方、楽しかったなぁ。幽霊マンション妄想とか最高だった。京きよう×都みやのあとをこっそりストーキングする東あずまクンとか……なぜか、鏡かがみに映った別の顔が東クンとか。いつのまに、二人の間に！　京×都は、幽霊そっちのけで暗がりでいちゃいちゃしそうだったから、その邪じや魔まをしに怨おん霊りようとなり魂たましいを飛ばし……腐。

　あれ？　並ぶのも苦痛じゃなければ、別に優先パスもいらないよねぇ。っていうかむしろ、並んでいる時間に、クラスメイトとの親交を深められるんじゃない？

「貸し切りにしないと、すごい人だと思うが、それでも楽しめるだろうか？」

「大丈夫ですわ！　人が多いからこそ楽しめることも世の中にはありますもの。たとえば、プロ野球の試合。球場を貸し切って一人で見るよりも、何万人も入った満員のスタンドで応援したほうが絶対に楽しいと思いますわ」

　私の言葉に、嘉久がうなずく。

「分かる気がするぞ。一人で食べる食事よりも、敦也兄と璃々亜と一緒に食べる食事が楽しいと、そういうことだな？」

　微び妙みように違う。だが、満まん面めんの笑えみの嘉久に突っ込む勇気はない。

「それに、人ごみならではのこともありますわ。『迷子になるといけないから』と手を繫つないだりできますし」

　うん。恋愛に人ごみは欠かかせない。満員電車で守るように壁かべドン体勢とか！　花火大会で、人に押されて体からだ密みつ着ちやくとか！

　ああ、こいついい匂においするって匂いかぎ放題。だって、人ごみなんだもん。距離とれないんだもん。

　男同士手を繫いでいたって、人ごみで手元なんて見えないんだよ？　ぐふふふっ。人ごみ万歳！　ビバ人ごみ！　わははははっ。腐。

「分かった。璃々亜、貸し切りはやめよう」

　キリッと表情を引き締しめ、兄が手を出した。

「学校では近づかない約束だったな。学校では」

　フンッと鼻を鳴らして、嘉久が手を出した。

「そういえば、女子同士手を繫ぐのが流は行やってましたね」

　芽維たんと、仲良しこよし、手を繫いで歩くのも楽しみです！　うふふふっ。

　ん？　いつの間にか、兄と嘉久が腕うで相ず撲もうしてます。まだ、食事中ですよ？

「んぐっ……ううっ」

「くぅっ……う」

　ちょ、ちょ、ちょーっ、京様がぁ！　都キャプテンがぁ！　な、な、なんて声出してるんですか！　（喜）
















　腕相撲しているのを見ないで声だけ聞いていると、もー、何してんのか、口に出して言えない妄もう想そうが……。腐。

　夕食後、兄に数学を教えてもらいました。

　兄にテスト順位を聞いたら、前回は八位だったそうです。全国模も試しの順位が。すごっ。
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　次の日、教室に入ると皐月たんと芽維たんが教卓付近で仲良くお話ししていた。

「芽維様、英語は負けませんわよ！」

「皐月さん、英語はあまり自信がありませんが、全力でがんばりますね！」

「昨日は、勉強はなさいましたか？」

　自分の席にいても、二人の会話がしっかり聞こえてきた。

　勉強している人ほど「してないよー、全然」って言う質問なので、正確な返事など期待できないけど、芽維たんはどれくらい勉強したのか気になる！

「んー、一応、入試対策テキストを色々見直したくらいかなぁ……」

「あら？　困りますわねぇ」

　皐月たんと芽維たんの会話に、もう一人割り込んだ。新しい友達が増えたのか？

　慌あわてて顔を上げると、座ざ敷しき童わらし……じゃない、モード系モデル風メイクのアパレル会社社長の娘、名前は忘れたさんがいた。

「勉強しか取とり柄えのない特待生には、必死に勉強していただかないと困りますわ」

　え？　なんでアパレル娘が困るの？

「特待生ということは、学費免めん除じよでしょう？　私たちの学費や寄き付ふ金きんで学園生活を送らせてもらっている立場なんですわよ？　それなのに、サボっていただいては困りますわ。ねぇ、皆様」

　いや、芽維たんサボらないでしょ。特待生って、その立場を維い持じするための成績のラインもあるはずだからさ。それをクリアすればいいじゃん。別にアパレル娘が困ることじゃないじゃん。

「確かにそうですわね。勉強という義ぎ務むを果はたしてこそ、恩おん恵けいを受けられるのですもの。恩恵だけ受けて義務を果たさないのであれば、奨しよう学がく金きん泥どろ棒ぼうのようなものですわね！」

「あら、失礼ですわよ、奨学金泥棒なんて。ねぇ特待生さん。せいぜい無む銭せん飲いん食しよくですわよね？」

　言われた芽維たんの顔は青く、目には涙がにじんでいる。

「もし、テストでみっともない点をお取りになったら、どう責任を取るおつもりかしら？」

「この制服も、上うわ靴ぐつも、カバンも、全て支給品でしたわよね？」

　アパレル娘が、芽維たんの制服の裾すそをつまんだ。

「特待生としての義務を果たせなかったら、返品していただきましょうか？」

　取り巻きがくすくすと笑いながら、次々にはやし立てるように口を開く。

「いやだわ、ただでさえ庶民くさくてたまらないのに、制服を脱いでしまったらもっとみすぼらしくなりますわね」

「まだジャージが支給されていますから、それを着て登校なさったら？　それとも、素すっ裸ぱだかでいらっしゃる？」

　ドッとクラスから笑い声が上がった。

　こ、これが庶民いじめというやつか！

　悪役令嬢のままだったら、私がこれをするの？

　あー、こりゃ、断罪されても仕方ないかもなぁ。言葉も暴ぼう力りよくだからねぇ……。

「ふぅーん。じゃぁ、僕も阿あ部べさん以上の成績が修おさめられるように頑張らないとなぁ」

　田中くんが、芽維たんをかばうように間に入った。

「うち、寄付金をそんなに収おさめてないから。阿部さんが収めた寄付金の恩恵を少なからず受けてるからな。泥どろ棒ぼう呼ばわりされないように頑張らないと」

　百八十近くある長身の田中くんに見下ろすように睨まれ、アパレル娘と取り巻き二人が後あとずさる。

　うわー、ヒロインを庶民いじめから助け出すなんて、まさに田中くん、攻略対象の鏡！　カッコイイ！

　そこで、突然のことで言葉を発せずにいた皐月たんが、田中くんの援えん護ご射しや撃げきに出た。

「私も、阿部様以上に頑張らないといけませんわね。当然、阿部様は白川様よりもよい成績をおとりになるのでしょうね。でなければ、貴方も白川家の寄付金の恩恵を努力せずにかすめ取る詐さ欺ぎ師しになってしまいますものね？　そう思いませんこと、璃々亜様」

　ぶほっ。

　話を振られた。ちょっと待って、寄付金で学園生活が潤うるおっているのは確かだけど……。でも、それは学園生活を快適に楽しく過ごすためでよくない？

　アパレル娘が、ぎょっとした顔をこちらに向ける。

　寄付金を出してない人は、寄付金を出した人よりも頑張る義務があるとか……。

「その理り屈くつで言えば、私は頑張っても皆様の上には行けないことになりませんこと？」

　えっと、なんだっけ。そうそう、三み笠かさ蔵ぐらだ。一番の金持ちって、攻略対象と思われる三笠蔵っていう人だよね？　家いえ柄がらよし、顔良し、頭も良し！　でしょ？

「それに、私、三笠蔵様以上に頑張ることなどできそうにございませんわ……。阿部様にはそれができるのですね？　もしかして、特待生の芽維さんと同じくらい成績がおよろしいのでしょうか？」

　阿部さんはぐっと、言葉を飲み込み、悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

「わっ、私はただ、実力テストで特待生の資格を失うしなうと困るのではなくてと、忠ちゆう告こくしたまでですわっ！　失礼いたします！」

　ん？　そんな会話だったっけ？

「三笠蔵様の名前まで出して追い打ちをかけるとは、さすがですわ璃々亜様！」

　皐月たんが、楽しそうに口の端はしを上げて笑った。

　追い打ち？　かけたっけ？　阿部さん頭良いのか～って思ったから口にしただけだけど。

「璃々亜さぁ──んっ、ありがとうっ」

　芽維たんが、私の肩に頰ほっぺたをすりつけてきた。

　うわっ、何、この可愛い生き物っ！　まるで猫が体を擦すりつけて甘えてるみたい！

　プードルでありつつ、猫属性まで備えてるなんて！　恐るべし、ヒロイン！

　あ、田中くんと目が合った。えーっとその目は？

　はっ！　そういえば、一番初めに芽維たんを助けに入ったのは田中くんでした！　流石攻略対象！　カッコよかったのに……。

　今、ヒロインの感かん謝しやを独どく占せんしているのは、私……。あああ、す、すいません、ごめんなさいっ。田中くん、私を断罪しないでっ！　決してヒロインとの仲を邪魔する悪役令嬢ではありませんからっ！

　あわあわしてたら、田中くんが私の頭に大きな手のひらをぽんと載せた。うほっ！　これって、伝説のアレ？

　壁ドンや、顎あごくいより前に、一大ムーブメントを起こした「頭ぽんぽん」。って、なんで、私の頭？　田中くん、ぽんぽんすべき頭、間違えてますよっ！

　ほら、私の肩、肩のところで、ふわふわ髪が踊おどっているこの頭でしょっ！

「噂って、あてにならないな」

　ぼそっと田中くんが呟いた。

　何？　噂？　やだ、もしかして、私の髪の毛は縦ロールがしやすい針はり金がねでできてるとでも思ったの？　失礼なっ！

「璃々亜様は、勉強なさいました？」

　皐月たんは、よほどテストのことが気になるのか、話題が戻った（？）。

「兄が過去問題を用意してくださったので、それを解といた程度でしょうか」

「まぁ！　過去問ですか！　それは羨うらやましいです。一般常識の過去問題はどのようなものでしたの？」

　へ？

「一般常識……」

　わ、忘れてた～！　やばい！　それが、私にとっては一番の問題だったんじゃないの？

「兄からは何も教えていただけませんでしたわ」

「そうですか、では噂は本当のようですわね」

「う、噂ですか？」

　何？　なんの噂？　兄がシスコンだっていう噂がもう広まってるの？

「一般常識問題は他た言ごん無む用ようという噂です。毎年、忠実に生徒が守っているため、後こう輩はいに過去問題の情報が一いつ切さい漏もれないという……」

「そこまでして隠したい一般常識問題って、どんな内容なんだろうね？」

　本当にね。いや、まぁ、私、それ以前の問題なんだけど。お金の単位すら分からないような人間ですから。ん？　お金？

「少し、失礼いたしますわ」

　私、財さい布ふ持ってるよね？　見ればいいじゃん。お金！　財布をつかんで教室を出る。人ひと気けのない場所へ移動。財布を開けると、そこには見慣れたお札。一番見慣れた千円札を一枚取り出し、裏表確かめる。

　ぱっと見て明らかに違うような箇か所しよは見当たらない。単位も円のようだ。

　まぁとにかく、お金はたぶん前世と同じだと分かった。同じだったのは地名とお金。

　商標登録とか著ちよ作さく権けんとかなんかひっかかりそうなものは、似ているけど違う。ウニプロとかネズニーランドとか言ってるし。

　ん？　もしかして……。大好きな『バスケの王子様』も、こっちで別物だけど、似てるやつとして存在してる？

『バスケの王様』かな『バスケの王子君』かな。まさか、バスケじゃなくて、テニスとかサッカーとか競技が変わってたり？　なんでもいいよ、なんでもいい！

　テニスウェア姿の京様だってきっと素敵だもん！　ああ、だけど、サッカーになったら、チームメイトの数が倍近くになっちゃうよね！　どうなんの？　新キャラがいるの？　それとも、別々のチームだったはずのキャラが同じチームになってるとか？

　やだっ！　それはそれで、なんて素敵な展開！

　ぐふ、ぐふ、ぐふ。妄想が！　腐。




　朝のホームルームに遅おくれるところでした。妄想が楽しすぎた。

　一時間目から四時間目までテストをなんとかこなし、初めての昼休みです。

「食堂へ移動しましょう」

　後ろを振り返り、芽維たんに声をかける。だって、友達だもん。一緒にご飯食べるの当たり前だよね？

「ごめんなさい」

　ぶおうっ！　こ、こ、こ、断られ……断られた……。な、な、なぜ、何故なの芽維たん……私たち、友達よね？　ぐすすすんっ。

「私、お弁当を持ってきたから……」

　ふおっ、お弁当!?　そっか、一緒に食べたくないとかじゃないんだよね？　よかった。あれ？　でもじゃぁ、私は誰と食堂へ行けばいいの？　ハッ！

「皐月さん」

　私にはもう一人お友達がいたんだわ～！

「あら、食堂はお弁当の持ち込みも大丈夫ですわよ？　ご一緒しましょう？」

　皐月たん、ちゅごい、物知り！

「本当？　よかった。実は、一人でお弁当食べないといけないのかなって、ちょっと寂しかったの」

　芽維たんが、少し恥ずかしそうににこっと微笑んだ。かわゆす！

　そして、自分のことだけ考えてごめんね！　そうだよね、私と皐月たんが食堂行ったら、芽維たん一人でお弁当になっちゃうところだったよね。

　教室の真ん中あたりでお弁当箱を取り出す田中くんの姿が見えた。いや、見なかった……ことにしよう。芽維たんと田中くんのお近づきイベントを一つつぶしてしまった気がするが、気のせい気のせい。

　って、まてまて、田中くんルートを逸それたってことは、別ルートイベントが食堂で起こるかもしれない？

　そもそも食堂って……他クラス、他学年が集まるわけで……。なるべく攻略対象と接触しないように学校生活を送ろうとする私には危険ゾーンなわけで……。

　まだ未み遭そう遇ぐうの「三笠蔵様」とやらに遭そう遇ぐうしてしまう可能性もある……。

「クラスは離れてしまいましたけれど、食堂では三笠蔵様のお姿を拝はい見けんできるでしょうか」

　クラスメイトの一人がきゃぴっと黄色い声を上げた。

「あら、ご存ぞん知じありませんか？　三笠蔵様は食堂にはいらっしゃいませんわ。いつもどこかで一人で食事を摂とられるのですって」

　マジか！　食堂に来ないのか！　それはよかった。

　っていうか、一人で食事って、ボッチかよ！　孤高の帝てい王おうかっ！

「探さなくちゃ！」

「ダメよ。いつも多くの人に囲まれている三笠蔵様は、一人になりたいと休み時間や昼食に人目のない場所へ行かれるのです」

　はぁ？　いつも多くの人に囲まれているから、時々一人になりたいだって？

　ボッチじゃないんか！　自分で一人になりたいとかっ、ボッチ馬ば鹿かにしてんのかーっ！

「ですから、三笠蔵様の一人の時間を邪魔するようなことをしてしまえば……」

　話を聞いていた女生徒たちがごくんと唾つばを飲み込んだ。

　何？　邪魔するとどうなるっての？　耳をダンボにし続けてたけど、そっから先は言葉にしなくても分かり合ったようで無言だった。

　どうなるの？

　って、どうでもいいか。人目のないとこに引っ込んでくれるんだったら、遭遇することもないだろうし。わざわざ探して攻略対象に会って、破滅ルート増やすなんて酔すい狂きようなことしないし。

　ってか、ボッチの敵になど、会う気は毛もう頭とうないっ！

　くそー、くそー……涙目。

　危険人物である三笠蔵様に食堂で遭遇する可能性がなくなったのはありがたい。

　でも、別の誰かに会う可能性がまだ残っている。油断めさるな、野や郎ろうども！

　ぎゅっと気を引き締めて食堂へ向かう。

「白川様、張り切っていらっしゃいますわね？」

「本当。なんか、肩で風切って歩いてる」

　ん？　前を行く人が避よけていく。やだ、私ったら、悪役令嬢みたいじゃないのっ！

　なんで？　何がどうなって、こうなってんの？




　食堂のつくりは、フードコートに似ている。が、テーブルや椅い子すは、フードコートのソレではなく、高級レストランのアレ。

　すべてが同じテーブルや椅子ではなく、ゆったりとしたソファに腰掛けられるブースがあるかと思えば、丸太を切っただけの椅子が並んだアウトドア風ブースまである。

　私たちは、おしゃれなカフェ風ブースという無ぶ難なんな席に腰掛けた。

　テーブルには、タブレット型のメニューが置いてあり、注文をすると、食事スペースの周りを取り囲んでいるレストランから食事が運ばれてくるというシステムだ。共有食事スペースの他に、各レストラン内で食事を取ることもできる。

「何になさいますか？」

　メニューのトップページにはレストラン一いち覧らんが載のっている。全部で八つ。イタリアン、京料理、フレンチ、寿す司し……え？

　フードコートでよく見る、ラーメン、丼、カレー、ハンバーグはどこ行っちゃったの？　行方ゆくえ不ふ明めいですわよっ！

「噂通りミシュラソガイドに載っているお店ばかりですわね」

　え？　そうなの？

「ええ、ミシュラソですか？　うわー」

「璃々亜様、何にいたしますか？　私は、もう一度食べたいと思っていた二に凜りんにしようかと……」

　もう一度ってことは、過去に食べたことがあるってことだよね？　さすがお嬢様。皐月たんが、お店を選んでメニューを開く。

「まぁ！　この学園用の特別メニューばかりですわ！　短い休み時間に食べられるようにと、お弁当や定食になっています！　ああ、素敵」

　メニューを見ると、百貨店のおせち料理か！　といわんばかりの豪華な弁当の写真が。

　梅、竹、松とメニューがあり、五千円、八千円、一万二千円。

　ぶほっ。マジ、おせち料理か！　値段がまるっきり高校生の学校の食堂じゃないよ！

「わー、すごぉい。卒業までに一度は食べてみたいなぁ」

　って、芽維たん。うん。普通はそうだよ。高校生どころか、ＯＬの身だって、そんなランチなんて三年に一度食べるかどうかだよ！

　むしろ、五千円あれば、ＢＬ同どう人じん誌しが五～八冊くらい買える！　って思って、結局食べない可能性のほうが高いけどね。

「なんか、それ見た後じゃあ、出しにくいなぁ……」

　と、芽維たんが恥ずかしそうにお弁当を広げ始めた。

　うわー、おいしそう！

　真っ赤なウィンナーだぁ。あれ、好きなんだよね！　白川家の食卓には出ないだろうなぁ……。朝食に出されるウィンナーは、腸ちよう詰づめって感じのパリパリ皮のハーブが香るウィンナーだもん。

　それから、から揚げは、間違いなく冷凍食品のチンするだけのやつだ。おいしいんだよね。あれ！　揚げたてカリカリジューシーな中華屋のから揚げとは全然違うけどうまいんだっ！　それから、ちょっと焼き色のついた卵焼き。ブロッコリーにプチトマト。あと、ご飯の上にはふりかけ。

　うわー、庶民弁当だ。いいなぁ、食べたいなぁ。

　おっと、よだれが！

「くすくすっ、かわいそうに、庶民はお昼さえまともに食べられないようですわね」

　芽維たんの後ろで笑い声が起きる。

　制服のタイの色を見ると、二年生のようだ。一年が臙えん脂じ色いろ、二年が紺こん色いろ、三年がからし色……じゃなくって、ファッション用語だとマスタードカラーだっけ？

「私、お腹いっぱいでもう食べられませんのよ、よろしければお食べになる？」

　こぶし大の花のモチーフのついた髪飾りをつけた女生徒が、二凜の竹のお弁当箱を差し出した。半分くらい箸がつけられている。

「もう、食べないのですか？」

　芽維たんが驚いた顔を見せる。

　分かるよ。分かる。八千円も出したお弁当なのに、半分も残すなんてもったいない！

　確かに、駅弁の倍くらいのボリュームはあるよ。でも、ご飯物少ないし、順番を考えて食べれば八、九割は食べられると思うんだよね！

「そう、もう食べないから、ゴミですのよ。どうぞ、お食べになって」

「ご、ゴミ……」

「ええ、ゴミですけれど、あなたのその……残飯にしか見えないお弁当よりはマシだと思いますわ」

　芽維たんの顔が青くなる。一方、皐月たんは顔を赤くしていた。

　ってか、残飯だとぉ？　芽維たんのめっちゃおいしそうな弁当が残飯？　お前の目は節穴かっ！

「私も、注文しすぎてしまいましたの。お食べになります？」

　こぶし花女生徒の隣の席に座っていた眉毛の薄い女生徒……麿まろ眉女生徒がほぼ丸々残っているステーキを差し出した。

　テーブルの上には、シチューの皿とオムライスの皿が載っている。

　注文しすぎって、注文するときに、食べられないの気が付くよね？　気が付かないわけ？

「捨てるだけの品ですが、庶民のあなたであれば、まだ食べられそうですから。くすくす」

「遠えん慮りよしなくてもよろしいですわよ」

　麿眉先輩が、ステーキの皿を傾けた。ドサりと、芽維たんのお弁当の上にステーキが落ちる。

「ふふ、さぁ、召し上がれ。ステーキ弁当になりましたわよ。くすくす」

「こちらも、遠慮なさらなくてよろしいのよ」

　と、こぶし花先輩も手に持っていた二凜の竹のお弁当箱を傾けた。

　ステーキの上に、竹の子の煮しめ、サバの塩焼きが載る。さらに、お弁当を包んでいた布の上に大きなエビの塩焼きと、イカの刺さし身みが転がった。

　青ざめて固まる芽維たん。

　もう、お弁当というより、残ざん飯ぱんだ。

「さぁ、私たちが恵めぐんであげたのよ？　お食べなさい！」

　麿眉先輩が、芽維たんの手に箸を握らせた。

　芽維たんは、目に涙を浮かべている。

「まだ足りないとでもおっしゃるの？　欲よく張ばりですわね！」

　こぶし花先輩が、テーブルの上のオムライスの皿も持ち上げた。

　ばっかじゃないの！

　食べ残すって分かってる量を注文するとか！　なるべく残さないように食べる努力をしないとか！

　誰かに接せつ待たいされて出されたものならともかく、自分が自分のために注文するんだから、量の調整くらいできるでしょう！

　高校生にもなって、自分のお腹具ぐ合あいも分からない馬鹿なの？

　しかも、食べ物で遊ぶなんて！　芽維たんのお弁当をめちゃくちゃにするなんて！

　庶民いじめがあるのは、ある程度は仕方がないのだろう。だけど、これはひどすぎる！

「失礼ですが、先輩方は日本人でしょうか？　それとも、別の国のお方ですか？」

　怒りがふつふつとわいてきて、我が慢まんしきれなくなった。

「はぁ？　何がおっしゃりたいんですの？」

「海外では〝残すのがマナー〟だという国があると聞いたことがありましたので、念のため確認したまでですわ。先輩方が日本人でしたら〝残さず食べる〟ことがマナーの基本にあるとご存知ですよね？」

　芽維たんを馬鹿にして楽しんでいた先輩の表情が怒いかりに染そまる。

　まさか、一年生が言い返すと思っていなかったのだろう。

　しかも、日本人としてマナー知らずと言われたわけだから怒るのも当然。

　でも、そんなことは知らない。言いたいこと言わせてもらう。

「残すということは、まずかったと言っているのも同様というのはご存知ですわよね。お残しになるということは、まさか、ミシュラソで星を獲かく得とくしている味がまずいとお感じになっていらっしゃるのでしょうか？　普段はもっとすばらしいものを食べていらっしゃるのかしら？　それとも、料理のお味も分からないような舌の持ち主でしょうか？」

　お前は味オンチなのかよと、さらに馬鹿にした目を向ける。今、私にはもったいない妖よう怪かいが取り憑ついてるんだから、容よう赦しやしません。

　あー、もったいないもったいない。

「失礼なっ、何をっ」

　こぶし花先輩が怒りに小刻みに震え始めた。

「おっ、美味しいからこそ、一口だけでもいただきたいと、色々と頼たのんでしまうんですわ！　私にはそれだけ注文できる財力もありますし」

　あーあ、言っちゃったよ。

　財力とか。そもそも、間違ってる。あなたの財力ではなく、親の財力でしょ？　ああ、それともあれでしょうか。嘉久のように株かなにかで自分でお金を稼かせいでます？

「ふふっ。まるで、成なり金きんのようなことをおっしゃいますのね？　お金さえあれば、何をしても許されると言っているように聞こえますわ」

　だがしかし、親の金だろうが本人の金だろうが関係ない！

　残念ながら、金があったって、中身が伴ともなわなきゃどうしようもない世界なんていっぱいあるんだよ。

　いつの間にか、人々の注目が集まっている。

　やばいっ。目立ってるのはまずい。破滅フラグ回避のため、高校生活は目立たずひっそりと過ごすつもりなのにっ！　えーっと、えーっと、この場を収めて逃げよう。って、どうすれば収められるんだ。

　なんか、食べ残しがもったいなくてつい怒っちゃったけど……。どうしようかと周りを見渡せば、別の誰かが食べ残した皿を配はい膳ぜん係がかりが回収しているのが目に入った。

「ねぇ、皐月さん、先輩方だけではなく、他にも食事を残されている方が多いと思いませんこと？　私も、このお弁当を頼んだ場合、残さずに食べられる自信がありません。食べられないほどの量の食事を提てい供きようするほうにも問題があると思うのです」

　とりあえず、食べ残す先輩が悪いのではないという感じに持っていく。

　騒そう動どうを大きくしたいわけじゃないので、これで丸く……収まらないかな？

「なるほど。璃々亜様、さすがの着ちやく眼がん点てんですね。レストラン側には残さずに食べられるだけの量のメニューの変更、生徒側には明らかに食べられない量を注文することの禁止など、生徒会に掛け合ってみましょう」

　生徒会？　掛け合うとか大げさだな。

「では、私からお兄様へお話しいたしますわ」

　兄も嘉久もいつも残さず食事を食べてたよね。きっと食べ残しとか兄も好きじゃないはずだ。

「先輩方のおかげで、大切なことに気が付きました。兄にとてもよい提案をできそうですわ。ありがとうございます」

　はい。よいしょっと。先輩のおかげ、先輩偉えらい、先輩立りつ派ぱとよいしょしたんで、これでいいよね？　これだけよいしょしとけば、丸く収まるよね？

「生徒会？」

「兄？」

　先輩方が、突然出てきた単語に顔を引きつらせている。あ、うん、そうだよね。なんで食べ残しで生徒会なんだって思うよね。私も、なんでこうなったって思うよ。

「よろしければ、お名前を伺っても？　食堂メニュー改かい善ぜん案あん協力者として、生徒会長である兄に、お名前をお伝えいたしますわ」

　ついでに、学園のアイドル（たぶん）兄の目に留とまるように協力してあげるから、終わりにしようね？　にこっと笑う。

　こぶし花先輩が、フルフルフルと頭を小こ刻きざみに素早く振る。あーあ、そんなに激しく動かしたら……。

　ポロリと、こぶし大の髪飾りが落ちた。あーあ。

　それを、がくがくと震える足で後ずさった麿眉先輩が踏ふんづけた。

　うわー、ぐしゃりと、見るも無む残ざんな姿に。なんだろう、ひしゃげた姿はカメムシみたいになってる。修復不可能だよなぁ。

　先輩は二人とも全然気が付かないまま、じりじりと後ずさっている。ちょっとぉ、修復不可能だからってそのまま置いておかれても……。

　仕方がない、教えてあげましょう。

「落ちましてよ？」

　足元を指さす。ひしゃげたカメムシっぽい髪飾りに、先輩たちの視線が向いた。

「ひぃーっ、も、も、申し訳ありませんでしたっ！」

　慌てて足元にひざまずき、カメムシじゃなくて散らばった花びらを拾う二人。なぜか、震えてうまく拾えないようだ。

　あ、お嬢様が床に落ちた物を拾い集めるとか……もしかして屈くつ辱じよく的てきだった？

　うわー、す、すみませんっ。そんなつもりは……。

　床にはいつくばって拾いなさいとか、悪役令嬢みたいになってない？　やばいっす。

　手伝おう。うん。そうしよう……。と、ガタンと椅子を鳴らして立ち上がると、先輩たち二人は逃げるように去っていった。

　あ、芽維たんに謝らせるの忘れた！　逃げ足速いな！

「時間もありませんし、食事をしましょうか？」

　先輩たちが散らかしたものを処分し、千円前後の料理を二つ注文して三人で分けて食べた。それから、明日からはお弁当を持ってきて教室で食べることにした。また面倒ごとに巻き込まれたくないしね。
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　五時間目社会。そして、ついに六時間目は一般常識のテストだ。

　一般常識……、どんな問題なんだろう。チャイムの音とともに、テスト用紙をめくる。

【問一：ＪＲ等で使える乗車カードは次のうちどれ】

　一、ヌイカ　二、ラミカ　三、ドレカ　四、クレカ

　ふえ？　ＪＲでカードっつったら、スイ……って、選せん択たく肢しにないよ。これまた、ゲーム内設定ってやつ？　単純に似た名前が付けられていると考えれば、一番なんだけど、それでいいの？　まぁいいや。とりあえず一番に印しとこう。

【問二：自動改札機に投入しないものはどれ】

　一、普通券　二、定期券　三、特急券　四、ヌイカ

　ぶっ。問一の答え合わせか！　ヌイカ書いてあるし。なんだこりゃ、楽勝。

　問三、四、五、六と電車問題が続く。って、鉄道テストやんっ！

【問七：電車の優先席はどのように使う】

　一、優先すべき人たち専用なので、基本的に座ってはいけない

　二、優先すべき人たちがいない場合は座っても良いが、いたらすぐに譲ゆずること

　三、優先すべき人たちは優先席にしか座ってはいけない

　四、優先席用乗車券を購入して座る

　お、おおう。やっと一般常識っぽくなってきた。高校生諸君に「優先席」の正しいあり方とか、社会のルールを教えてあげるためなんだね。二番だからね？　でもって、優先席以外でも、ちゃんとお年寄りには席を譲らないとだめだからね？

【問十九：マクドーナルノで一番安いハンバーガーの値段はおよそどれくらい】

　一、百円　二、五百円　三、千円　四、千八百円

　前世の似た名前のファストフード店と同じで、物価も同じくらいだったらって前ぜん提ていだけど……。簡単だよね？

　うっかり、ゲームの世界の設定かもしれないって考えがすこっと抜けそうだ。

　一般常識のテストは、簡単すぎて逆に引っかけ問題なんじゃないかと疑うたがったり、こちらの世界の常識と前世知識が違うんじゃないかと青ざめたりしながら終わった。

「難しかったですわ」

「あー、分からなかった。ほとんど勘かん」

「平均点取れたら良しとする……」

　なんて声が聞こえてきます。

「璃々亜さん……どうしよう……」

　芽維たんが涙目です。うええ、どうしたの？

「あの、私、一般常識のテストすっごく簡単だって思っちゃったんです……」

　声を潜ひそめる芽維たん。

「でも、皆さん難しかったと言ってるので……もしかして、簡単そうに見える引っ掛け問題だったんじゃないかって……」

　なんと！　芽維たんも、同じこと思ったんだ。

「簡単だと思う私たちの常識が非常識だったのかもしれませんわね……」

　二人で深いため息をついた。







　家に帰って布ふ団とんの中に入ったのは九時。

　我われながら、なんと健康的な生活でしょう。テレビやゲームや漫画がないだけで、こんなに健康的な生活を送れるんだね。……。……。

　ぐああああっ！

　やだやだ！　アニメ見たいよぉっ！　ゲームしたいよぉっ！　漫画読みたいよぉ！

　ＢＬじゃなくったっていいの！　ＢＬは妄想で補ほ完かんするからさっ！　だけど、妄想元をくれ！　がうがうがうっ。

　ばさっと、布団を跳はね上げベッドから出る。ネグリジェの上にガウンを羽は織おり、部屋を出る。向かうは、シアタールームなり！

　廊ろう下かを進むと、兄の部屋のドアが開いた。

「璃々亜、どうしたんだい？」

「まだ眠くないので、テレビでも見ようかと……」

　兄と、フランス映画パート二。どうしてそうなった！　十分で意識がなくなりました。

　起きたらちゃんと部屋でした。お兄様が運んでくれたのかな？

　今日は六時半に目覚ましセットしたけど、十時前に寝たので五時半に目が覚めた。
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　今日の朝食は和食です。

　ふっくら蒸し焼きにされた鮭さけ。箸を入れると、ほわんと湯気を出す。

　一粒ずつ立っている艶つややかなご飯の上に、鮭を載せて口の中に運ぶ。

「明日はどうする？」

　じゅわっと鮭の脂あぶらがご飯に染み、絶ぜつ妙みような塩加減が舌を刺し激げきする。

　うんまぁっ！　網あみで塩焼きにした鮭も美味しいけど、蒸し焼きにしてほわっと柔やわらかい鮭もいけるわ！

「聞いてるのか、璃々亜？」

「なんですの？　嘉久様」

　うっさいよ、黙って鮭を食え！

　って、しっかり食ってるじゃないかっ。って、前にも同じことあったな。

「なんですかじゃない、明日はどうする？」

「明日ですか？　そうですねぇ……」

　パリッパリの青々とした海の苔り。すごい、香りが強い。少ししょうゆをつけて、ご飯に載せて巻いて食べる。うわぁ、口の中に磯いその香りが広がる。

「璃々亜……」

　おっと、京様ボイスが私の名を呼んでいる。

　ああ、京様声で名前を呼ばれるのも悪くないけれど……どうせなら「都みやこキャプテン」って言ってくれないかなぁ。

　朝から「都キャプテン」って言いながら朝食を食べる京様。……って、京様と都キャプテンが一緒に朝食を食べているだとぉ？　朝食を一緒ってことは、昨晩二人で何してたんだ！　あああ、やばい、朝から濃のう厚こうＢＬ妄想はだめだ！

　そ、そうだ！　国くに枝えだ彩あや先生画。コメディを織おり交まぜた妄想を……うふふ腐。

　って、妄想してる場合じゃないっ！

　えーっと、なんだっけ？　そうそう、明日でしたね、明日。

「出だ汁し巻まき玉子に、ほうれん草のおひたしなんていかがでしょうか？」

　うーん。味み噌そ汁しる、いい香り。味噌とかつお出汁の香りがちょうどいい割合で鼻をつく。

「誰が朝食の話をしてるんだ。そうじゃなくて、明日、どこへ行く？」

「え？　私と、嘉久様がですか？　約束していましたか？」

　入学式前の約束なんて覚えてないからなぁ。

「学校では話しかけない分、休みの日は付き合ってもらうと言っただろう？」

　言ったかしら？

　首を傾かしげると、嘉久はぶっと、味噌汁を飛ばした。

　汚きたなっ。

　ちょっと、この子、本当に攻略対象なの？　顔が良くてもお行ぎよう儀ぎが悪いですわよ！

　ん？　兄が、鮭の身を味噌汁に落としてる。嘉久の噴ふき出だしに驚いたのか？

「だから、そういう顔するなっ」

　おっと、そういえば、食事のときのマナーでしたっけ？

　もう、めんどくさい。そういう顔ってどんな顔だよっ。

「顔と言えば……」

　兄はおもむろにスマホを取り出し、画面を嘉久に向けた。

「新しい待ち受け画面を見せてあげよう」

　嘉久は、兄のスマホを両手で持ち絶ぜつ句く。そして、すねたような声を出した。

「ね、寝顔……ずるい」

　ぐおっ。京様が都キャプテンに拗すねてる。ああ、何がずるいの？

「あ、おい、勝手に添てん付ぷメールを送るな！　嘉久！」

　二人は、スマホの取り合いを始めました。

「やめろっ」

「はなせ！」

　ぐおおおおっ！　やめろとか、はなせとか……。

　声だけ聞いていると、ああ、何してるの？　無理やりは駄目よ？　合意のもとに……。朝から妄想が……。腐。
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　一時間目は現国だった。

「昨日の実力テストの結果を返す前に、簡単に自己紹介をしてもらいますね。名前と、好きな本を教えてくれるかな？」

　え？　それでいいの？　先生！　素敵！　好きな本、好きな本ね！　何がいいかなぁ。

　えーっと『終わりのないラブ歌』シリーズは、ちょっときつすぎるかな。んじゃ『タクマくんシリーズ』がいいかな。『富ふ士じ見み二丁目吹すい奏そう楽がく団だんシリーズ』あたりはどうだろう。『僕達の～』の方がいいかなぁ……。腐、腐、腐。

　はうっ！　だめだわ！　こんなところで、ＢＬ小説なんて口にしちゃ……。駄だ目めなのよ！　そっちのお友達はできるかもしれないけど、私、私……。

　璃々亜として普通に高校生活送るんだから！　破滅フラグを回避しながらね！

　普通の高校生が好きな本、えーっと、えーっと、シャーロックホームスとか？

　私だってね、ＢＬ小説以外も読むんだよ（ドヤッッ）！　大好きな同人作家さんが、ある日ホームス×ワトゾン本出してたから……。

　っていうか、こっちの世界でのタイトルが分からないっ！

「じゃぁ真ん中の列から順にお願いできるかな？」

　うっ、よし。誰かの真似をしよう。そうしよう。

「ありきたりですが、ハリーポットーシリーズがとても好きです」

　お、有名な魔ま法ほう児童文学のタイトル、前世で私が知ってるのとやっぱりちょっと違う。

「本はほとんど読まないけど、おすすめはクリスチャンラッセラのイラスト集です」

　その人、イルカのイラストとかで有名じゃない？　前世で私が知っている人とやっぱり名前が微妙に違うけど。

　その後、全然知らない本のタイトルが続く。誰も、漫画原作のノベルスやアニメ化した小説どころか、ラノベっぽいタイトルも言わないなぁ。

「私は、源げん氏じ物もの語がたりが好きです」

　思わず振り返って発言元を見る。源氏物語を読んだの？　古文だよ？

「いつか、原文で読みたいと思います」

　って続けた。ってことは、訳本で読んだんだ。それとも、あの有名な漫画かな？

「柿くへば鐘かねが鳴るなり法ほう隆りゆう寺じって聞いたことがありますか？　僕は正まさ岡おか子し規きが好きです。血を吐いて、死ぬかもしれないと思ったときに死期からもじって子規と名乗った話から興味を持ちました」

　うお、深いな。中学生で正岡子規とか……。

　おや？　正岡子規？　柿くへば鐘が鳴るなり法隆寺？

　源氏物語のときはなんとも思わなかったけど……。ちょっと、大丈夫なの？　そのまま名前とか作品出しちゃって！　版権、版権、著作権、著作権、商標権、商標権、特とつ許きよ、特許、東京特許きょきゃきょきゅっ……。

　ゲーム内では、権利関係引っかかりそうなの、駄だ洒じや落れみたいな名前になってたよね？

　源氏物語はさておき、正岡子規はゲーム内変換されてないけど、大丈夫なの？

「ドラマで見て、原作も読んだら面白かったので『白い巨きよ峰ほう』はおすすめです」

　は？　白い巨峰？　ばかなっ！　巨峰は紫むらさきだろう！　おかしかないか？

　熟じゆくす前の巨峰の話か？　いや、違う、これも、ゲーム内設定で『白い巨きよ人じん』とか『白い巨きよ乳にゆう』とか別のタイトルのをもじったんだよね？

　やっぱり、そのまま出すのはやばいんじゃん。

「私は、猫が大好きなので、夏なつ目め漱そう石せきの『我わが輩はいは猫である』をおすすめします！」

　んん？　こらー、だめでしょ、だめ！

　夏目漱石とかそのまま出しちゃ駄目でしょ！　『我輩は犬である』とか言っておかないと、版権？　著作権？　何権か知らないけど、やばいって！　コピーライトとかなんか知らないけど、必要になってくるやつでしょ？

　まてよ？

　確か、大好きなＢＬ同人作家さんが、何かに書いてた。夏目漱石と正岡子規が同窓生だったとか知ったときには、興こう奮ふんしたー！　とかなんとか。

　同窓生ってすんごいアレよね、アレ（ぐふっ）。文学界に名を残す二人が、同窓だったんだよ？　お互いに切せつ磋さ琢たく磨ましながら、ほにゃほにゃほにゃっ！　とかなんとか。いっぱい妄想がラフイラスト付きで書いてあった。

　正確な数字は忘れちゃったけど、二人とも一八六〇年代で、生きていれば百五十歳。

　いや、生きてないし。あ、確か、著作権は作者死後五十年ってのがあったはずだから、もう権利は消しよう滅めつしてるってこと？　だから、源氏物語と同様に、正岡子規も夏目漱石も、ゲーム内だけど問題なく語られてるってこと？

　なんて細かい……。ゲームクリエイターさん、ご苦労様です。うん、一つの世界を作り上げるのも大変なんだね。

　でも、分かった！　この世界は、前世で権利が発生しているものについては、似ているけれど違うものになっている。

　権利がないものに関しては、そのまま同じになっている。……。どこまで同じ？

　東京はある。言葉としての東京があるのははっきりしてる。じゃぁ、町並みは？　どこまで同じなの？　駅は同じ？　お店は？

　マクドーナルノとかケンオタッキーとかロッテリアンとか似たものが並んでるの？　商標登録とかしてない小さな店は？

　私の働いていた会社は？

　有名じゃない、普通の人たちは？

　私の知っている人たちは？

　私の家族、みっきゅん、大好きな同人作家さんたち……。

　どこまでそのまま同じで、どこからが別なの？

　前世の世界と、今の世界がどこまで一緒なのかが気になって、二時間目も三時間目も四時間目も気がついたら終わっていた。

　そしてお昼。今日から教室でお弁当です！　机をくっつけて、仲良くお弁当タイムだ。

「午後は部活動見学の時間ですわね。もう、何部にするかお決めになりましたか？」

　そうだった。今日の午後は部活見学だ。

　決めてる人は体験入部として活動に参加する。田中くんなんてもうお弁当食べ終わって部室に向かっていった。よっぽど楽しみだったらしい。

「全然まだ。璃々亜さんと皐月さんは？」

「私は、茶さ道どう部ぶにしようかと思っているのですが……璃々亜様は？」

　もちろん、漫まん研けん！　って言いたいけれど……。あるのかな？　あったとしても……。

　生徒会長の妹が漫研とか……、お兄様に恥はじをかかせてしまうだろうし、そもそも、璃々亜の部屋にはそれらしいものが全然なかったから……。

　急に漫研とか、いったいどうしたんだ？　って家族に不ふ審しんに思われそうだ。

　が、我慢するよ。我慢。

「そうですわねぇ。運動部以外を、見て決めようかと思っておりますわ」

　運動部はない。いくら、璃々亜として生まれ変わったといっても、中身はばりばりのインドア派のままだからね！

　漫研を我慢するからといって、いきなりバスケとか、やったりしないからね！

「私も運動部は考えてないなぁ……。文化部、何があるんだろうね！　楽しみ！」

　楽しみだなって芽維たんがかわいい顔をした。

　漫研に入れないんだから、このさい何部だっていいんだよね。芽維たんとおんなじ部にしようかなー。

　いや、まてまて……。攻略対象がいなさそうな部を選ばないとだめだ。キラキライケメンのいる部はなし！　絶対に近づかない。

　……ってことは、ヒロイン候補である芽維たんや皐月たんとも部活では離れたほうが無難なんだろうか……。

　……。ボ、ボ、ボ、……部活でボッチ……。

　あ、ああ、あああ……。ど、どうしよう。多少の危険を承しよう知ちで、芽維たんか皐月たんと同じ部を選ぶべきか……。ぐぐぐっ、な、悩なやむ。

　チャイムが鳴ったら、それぞれ好きな部活を自由に見学できるんだけど……。

「文化部を一緒に回ろう？」

　芽維たんの提案に、私と皐月たんはうなずいた。

「では、少し準備をさせてくださいませ」

　革かわ張ばりのノートと、ステンレス製のシャープペンを手に持ち、黒くろ縁ぶちの眼鏡をかける。

「璃々亜様、準備万ばん端たんですわね。メモを取りながら見学するんですね」

「そっか。わたしもメモとペン持って行こう。でも、璃々亜さん、視力悪いの？」

　メモは、キラキラ要注意イケメンがいる部をメモするため。

　眼鏡は変装用の伊達眼鏡です。孤高の女帝が見てるとか言われないためのね！　ふっ。我ながら完かん璧ぺき！

　文化部棟へ向かう途中、グラウンドを横切る。すでに野球部が練習を始めていた。

「あ、田中くんだ、おーい」

　芽維たんが大きく手を振ると、グラウンドでキャッチボールをしていた田中くんが気が付いて手を振り返してきた。

　田中くん、やはり野球部だったか。

　うわっ。

　ユニフォームに身を包んだ田中くんを見て、心しん臓ぞうが跳ね上がる。

　普メン枠攻略対象だと思ってたけど……違うっ！　あいつは、ユニフォーム姿になるととてつもなくかっこよく見える枠だ……。

　何、あの、野球帽をかぶったユニフォーム姿の破は壊かい力りよく。

　カッコイイ。カッコイイなぁ、スポーツマンって、運動の汗が似合うなぁっ！

　芽維たんに手を振ったあと、私に視線を向け、眼鏡どうしたのみたいなジェスチャーをして笑った。

　ドキン。

　リアルスポーツマンとか、前世でまったく関わりがなかったから、本当に笑顔がまぶしくて……。

　ドキドキと心臓が脈打つ。ああ、これは……羞しゆう恥ち心しん？

　すいません、二次元スポーツマンでいらぬ妄想しまくって、本当にすいません……。野球漫画のＢＬ同人誌にもずいぶん楽しませてもらいました。……あううっ。フライング土下座したいくらいの後ろめたさを胸の奥に押し込めて、早足で通り過ぎる。

　体育館の入り口をふさぐように女生徒たちが集まって黄色い歓かん声せいを上げている。

　くわばらくわばら。あれは攻略対象になりそうな男子がいるに違いない……。首をすくめて小走りに進むと、向かい側にも黄色い声の女生徒の集団が。

　中心には、嘉久……。

　お前、男子会への道が遠そうだな。私は順調に女子会への道を進んでるわよ！

　勝ち誇ほこったような目を向ける。おっと、学校では他人でした。他人。

　文化部棟の一階は演劇部だった。衣い裳しよう部屋道具部屋に練習部屋。

　二階は、科学部、天文部、数学部、ロボット部と、パソコン部。

　三階は和室が並んでいる。

　囲い碁ご部、将しよう棋ぎ部、カルタ部、書道部、華か道どう部、琴こと部、日本舞ぶ踊よう部に、皐月たんが入部を希望しているという茶道部。

　三人で部屋にお邪魔してお茶を立ててもらった。作さ法ほうを知らないので、皐月たんの見よう見まね。芽維たんもそんな感じ。

　感想？　正座が辛つらい。お茶は苦い。和菓子うまー。

　皐月たんは、流りゆう派はも希望していた通りだったので、茶道部へ入部するそうだ。

「お二人もご一緒しませんか？」

　というお誘さそいに、

「私には無理そう……。和菓子は魅み力りよく的てきだけど」

　と、私の心の中を代だい弁べんするかのような台詞で、芽維たんは断っていた。

「か、考えておきますわ。他の部活も見てから、決めたいと思います」

　私も、遠回しに断った。和菓子は……美味しかったぁ～。

　カルタ部には女生徒の群むれが見えた。あ、あそこにも攻略対象のいる気け配はいが！　逃げろ！

　四階は吹奏楽部、合唱部、和わ太だい鼓こ部。

　六階に上がると、いいにおいがぷぅーん。

　料理部、お菓子部、お茶会部。おお、どれも美味しそう！　いや違った、楽しそう！

「うわー、料理部だ、何を作ってるんだろう？」

　本日のメニュー【卵焼き・鮭の塩焼き・海苔・ご飯】

　庶民的ね？　てか、焼くだけとか料理？　習わなくたってできるよね？　部員の手元を見る。うっ、できてない！　何故だっ！

　芽維たんが隣のお菓子部の部室の廊下へ移動したので、私も移動する。皐月たんは料理部を楽しそうにまだ見ている。

　ふおおおっ。もう、なんてことでしょう！　廊下の窓から見えるお菓子部の部室といったら……。

　フルーツがたっぷり載ったタルトに、チョコレートで綺き麗れいにコーティングされたザッハトルテ。ドゥーブルフロマージュを思わせるしっとり柔らかそうなチーズケーキ。

　見学者が見やすいように、窓まど際ぎわのテーブルに、ケーキやクッキーやマカロンなどの焼き菓子が綺麗に並べてある。

　ふと、真剣に教室を見てる芽維たんを見れば、よだれ、よだれ！　おっと、人のこと言えません。じゅるるっ。

「見学だけでなく、召し上がっていきませんか？」

　ふわっ！　ここに、女め神がみがおるでー!!

　にこっと微笑む女神様にいざなわれ、私と芽維たんはお菓子部の部室へ。

「どうぞ、好きなだけ召し上がってくださいね。感想をいただけると嬉しいわ」

　ふわりと周りに花が咲いたような笑顔で、皿とフォークを差し出される。

　ま、まさかの、食べ放題。ケーキバイキング状態です!!

　ここは、天国か！

「どれも、とても美味しいです！」

　芽維たんがいつの間にか五種類制せい覇はして、女神様に感想を述のべていた。芽維たん食べるの速いね！　私、まだ三つ目です。お皿の上にはあと二つ乗ってます。

　そこに、料理部からお菓子部へやってきた皐月たん。女神様が皿を差し出すと

「ありがたいのですが、私、ダイエット中ですので……」

　と、ダイエット爆ばく弾だんを落としていった。むぎゃーっ！　バイキングだうほーいっ！　じゃなかったよっ！　食べ過ぎ危険！

　ここは、地じ獄ごくかっ！

　ぐずっ。ぐずっ。

　で、でも、皿に取ったケーキを残すわけにいかないよね？　だから、仕方ないから食べるんだよ？　別にダイエット放ほう棄きするわけじゃないからね？

　私……食べるの遅いのかな？　いつも、兄と嘉久のペースに置いてかれるし、今も芽維たんのスピードについていけなかった……おかしい、何故だ。味わって食べているだけなのにっ！

　って、味わってる暇ひまない。急いで残り二つ食べる。げぷっ。さすがに食べ過ぎた。そういえば、和菓子も食べたんだったよ。

「お待たせいたしましたわ」

　と、食べ過ぎて脂あぶら汗あせが出そうなのを隠して微笑む。

「次は、何部だろうね？」

　芽維たんの言葉に、皐月たんが少し緊張を含んだ声で答えた。

「お茶会部ですわ」

「へぇー。お茶会部？　茶道部とは違うんだよね？」

　三人ならんで、次のお茶会部へと向かう。

　お茶会部の部室が近づくと、廊下にレッドカーペットが現れた。

　なんじゃこりゃ。

「入部資格はございますか？」

　お茶会部の前で、見学していた女生徒に先輩が声をかけていた。

　入部資格？

　廊下側の窓からお茶会部の部室をのぞくと、異世界が広がっていた。

　いや、ラノベ的な異世界じゃないよ？　高校の部室というにはおかしな部屋って意味だからね。

　前世のテレビで見た、豪華客きやく船せんのラウンジというか、高級ホテルのロビーというか……。

　この部屋だけなぜか吹き抜けになっていて、天てん井じようが高い。高い天井からシャンデリアが下がっている。

　床には毛足が長めの絨じゆう毯たん。ゆったりと腰掛けられそうなソファセットが四つ。白いレースがふんだんに使われたテーブルクロスが掛けられたテーブルが五つ並び、装そう飾しよくが凝こった木製の椅子が並ぶ。

　テーブルの上には、キラキラと銀色に輝かがやくティースタンド。上からケーキ、クッキー、サンドウィッチが載っている。その周りに、華はなやかな絵が描かれたおそろいのティーポットとティーカップ。フルーツが載った小さなパフェ、デザートカップに入れられたプリンなどが載っている。

　うっわぁー！　おえっ。

　もう、食べられません。お菓子を見るだけで気持ち悪くなる。食べ過ぎた後って、食べているときじゃなくて、少し時間をおいてからお腹が一番苦しくなるんだよね。

「あなた方も、入部希望でございますか？」

　いいえ、遠慮しておきます。

　制服のタイの色からすると二年生である先輩が、声をかけてきた。

　手には小さなタブレットを持っている。

「まずは、入部資格があるのか、確認させていただきますわ。お名前は？」

　返事も待たずに質問してくる。

　いや、だから、もう、これ以上お菓子は食べられないから結けつ構こうですって～。

　部屋に案内されて、どうぞと目の前にお菓子置かれても……ぐえっ。

「皐月幸子と申します」

　って、皐月たんが名乗った。

　あ、お菓子部で何も食べてないから、何か食べたくなっちゃったのかな？

　それとも、喉のどが渇かわいてお茶が飲みたいとか？

　そうそう、茶道部に入るくらいだから、お茶好きなのかもしれない。

　和洋それぞれのお茶をたしなむとか。かっこいーっ！

「皐月、幸子さんですわね」

　カチューシャをした少し背が低くてぽちゃっとした先輩が、タブレットを使ってなにやら調べ始めた。カチューシャ狸たぬきみたい。

　そこに、他の生徒の案内を終えた、背が高くて細い先輩が来てタブレットを覗き込む。うん、二人並ぶとお互いの特とく徴ちようが際きわ立だつね。こちらはノッポ狐きつねですね。

「残念ですが、皐月さんは入部資格がございませんわ。もし、部員二名以上の推薦状をお持ちでしたら、入部が可能となりますが……」

　おうっ、皐月たんが入部資格がないとな？

　一体、あのタブレットで何を調べてそういう結けつ論ろんになったんだ？

　皐月たんの顔を見ると、入部資格がないと言われたにしては、平気そうな顔をしている。別に、入部したかったわけじゃないのかな？

「あなたの、お名前は？」

「え？　あ、鈴木芽維です」

　芽維たんが、尋ねられるままに、名前を答える。

「あらっ？」

「まぁっ！」

　タブレットを見ていた狸＆狐先輩が驚きの声を上げる。

「くすくすっ。いやですわ、鈴木さんは冷ひやかしでしたの？」

「本当、まさか、庶民がお茶会部になんの御ご用ようなのかしら？」

　庶民？

「まさか、見学会でしたら部室に入室できるかもしれないと期き待たいしていらしたの？」

「残念ながら、見学会であろうと資格がない方は入室できませんわ」

　何、それ？

「ご存知なくて、いらしたのかしら？」

　知らないよ。だって、今日が初めての部活見学の日だから、知らなくても当たり前でしょ？　そ、それとも、この世界の常識なの？

「お茶会部は、選ばれた者しか入部できない格式高い部なのですよ」

「そうそう、残念ながら、鈴木さんのお家柄では、何人の推薦者がいても入部はできませんわ」

「分かりやすく言えば、ライオンズクラゲやローリタークラブのようなものですわ。選ばれし紳しん士し淑しゆく女じよの社しや交こう場ばですのよ」

　ノッポ狐先輩は、文字通り上から芽維たんを見み下くだしてる。

　カチューシャ狸先輩も、上うわ目め遣づかいで芽維たんを侮ぶ蔑べつの目で見てる。

　なんじゃそりゃ。

　要約すると、アテクシたちは選ばれた人間デース。ってこと？

「あなたのお名前は？」

　ひとしきり芽維たんを笑った後、狸＆狐先輩が私に声をかけてきた。

「入部する気はございませんので」

　断る。もう、本当にお腹が苦しくて……。お菓子を目の前に出されたら吐く。

「あーら、あなたも彼女と同じようなお家柄なのですねぇ」

　無視無視。

「行きましょう」

　と、芽維たんと皐月たんに声をかける。

　その背に、しつこくカチューシャ狸先輩が言葉をかける。

「ああ、皐月さん、前ぜん言げん撤てつ回かいさせていただきますわ。そのような方たちとお友達でいる限り、何人推薦者がいらしても、入部はできませんことよ」

　え？

　皐月たんが下を向いて唇をかんでいる。えええ。

　私や芽維たんと友達じゃ、お茶会部に入れないの？

「皐月さん、お茶会部でお茶会するのと、私や芽維さんと一緒にお茶を飲むのと、どちらがよろしいですか？」

　もし、皐月たんがお茶会部に入りたいというのなら……身を引こう。

　それが、それが……友情だよね？

　皐月たんは、くいっと顔を上げた。

「私、璃々亜様や芽維様とお茶をご一緒したいと思います」

「皐月さん……」

　ああ、皐月たん！　嬉しい！　嬉しいよ！

「と、いうことですわ。先輩方とお茶をするよりも友達とお茶をするほうが有ゆう意い義ぎな時間だと私も思いますので、失礼いたしますわ」

　今度こそ、お茶会部を後にしようとして、またも声がかかる。

「分かっていませんわね。お茶会部はこの学校の社交の要かなめですのよ。私たちを馬鹿にしたことを後こう悔かいしても知りませんわ！」

　はー。もう、しつこいなぁ。

　でも、ここで無視すると先輩を無視して失礼なとか言われそうだから、返事しとくか。

「先輩方が、お茶会部を社交の要と位置づけていることを否定する気はございません。ですが、社交というのは人と人とのつながりでしょう？　私は、友達とのつながりを大切にしていきたいと思っています。価か値ち観かんが違うだけですわ」

　ボッチ、何より、友達、大切。

「価値観……。ふふっ。そうでしたわね。私たち選ばれた人間と、あなた方と価値観が違って当然ですわね」

　ふんっと鼻を鳴らした先輩たち。

「あの、先輩、先ほどのライオンズクラゲのような部活だというお話なのですが……意味が分からなかったのですけど……」

　このタイミングで芽維たんがおずおずと手を挙げる。

「あら、流石に庶民はご存知ありませんの？　ライオンズクラゲといえば、大手企業の取とり締しまり役やくや、経営者など選ばれた人間のみ入会が可能な紳士俱く楽ら部ぶですわ」

　あー、うん、そういうのがあるって、聞いたことはある。

「え？　父は社長でも専せん務むでもないけどライオンズクラゲの会員で、私も家族会員です」

　芽維たんの言葉に、先輩が息を吞のむ。

「そ、そんな馬鹿な」

「コ、コネでも使って、会員から推薦状を取りつけたのではなくて？」

　明らかにうろたえる先輩。

「飲み屋で隣の席になったおじさんから入会をすすめられたって、父は言ってました。噂とは違って、誰でも入会できて、地域ボランティア活動に力を入れる団体がライオンズクラゲですよね。もしかして、お茶会部も普段はボランティア活動しているんですか？」

　顔を赤くするカチューシャ狸先輩。

　どうやら、芽維たんに言われるまでライオンズクラゲのことを誤ご解かいしていたようだ。

「どうしたんだい？　何か騒さわがしいようだけど？」

　お茶会部の部室から、男子生徒が一人顔をのぞかせた。
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「け、剣けん崎ざき部長！」

　ノッポ狐先輩が、剣崎徹とおるを見て顔を赤らめる。

　やばっ。お茶会部にはこの男がいたのか！

　攻略対象の一人だと思われる『バスケの王子様』の東クンに顔がそっくりのこの男が！

　しかも部長とか！　絶対入部しない。うん、ＢＬ同人誌積つまれても入会しないっ！

　例え、京×都同人誌を百冊積まれようが……。……。

　あ、いや、ちょっと考えさせて、うん、お腹が苦しいのが収まったら……、って違う！　攻略対象になんて近づかないんだからっ！　はぁはぁ。

　猛もうダッシュで逃げ出したい！

「あれ？　君は、会長の妹の璃々亜ちゃんだったよね？」

　ぎゃーっ、見つかった！　覚えられてたー！

　っていうか、伊達眼鏡で変装したのに、無む駄だだったか……。

　じりじりと後ずさる。

　目の端に映った狸先輩が「か、会長？　まさか、生徒会長の……」と驚いている。

「もしかして、お茶会部に入ってくれるのかな？　お友達も一緒にどう？　必要なら僕が推薦するよ？」

　何を言い出すんですか、剣崎徹！

　芽維たんはぽやーと口を開いて剣崎徹の顔を見ている。

　やばい、フラグか。これ、なんかのフラグなのか！

　もしかして、芽維たんお茶会部に入部して剣崎ルートなのか！

　入部したのはいいけど、剣崎徹にめいっぱいかわいがられる芽維たんは、狸＆狐先輩をはじめ他の部員から陰かげで執しつ拗ように嫌がらせされ……っていう？

　で、私の破滅はどこへつながるの？　嫌がらせの首しゆ謀ぼう者しやとか言われるようになるわけ？　やだ、怖い！

「遠慮しなくてもいいんだよ？　可愛い女の子の部員が増えるのは大歓迎さ」

　う、チャラい。

「あの、私は何人に推薦されても入部資格がないそうなので、お気持ちだけで結構です」

　と、芽維たん。

「ありがとうございます剣崎様。私も、彼女とお友達でいる限りは入部できないそうですから……」

　と、皐月たん。
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　おや？　先輩達の顔が青いような？

「私も同様に、推薦があっても入部できないようなのですわ。残念ながら」

　せっかく推薦していただいても、あとで入部資格がないと分かったら剣崎徹にも恥をかかせるからね。ちゃんと前もって言っておく。

　おや？　狸＆狐先輩の顔が今度は白くなっています。

　あこがれの剣崎先輩が近くにいるから緊張してるとか？

「え？　誰がそんなことを？」

　剣崎徹が後ろにいる先輩に顔を向けた隙すきに、「しつれいします！」と、背を向け逃とう亡ぼう。

　攻略対象とはなるべく接しない！　これ鉄則！

「あら、急いでどうなさったの？」

　ふおっ、エレベーター前でアパレル娘に遭遇。相変わらず取り巻き二人を連れている。

「お茶会部に追い返されでもなさったの？　クスクスッ」

　追い返されたんじゃなくて、逃げているんですっ！

「私、これから入部いたしますのよ」

　ふぅーん。なんか、入部資格が確実にあるみたいな自信だね。私みたいに、家柄が良くても資格がないって言われる人がいるの知らないのかな？

「彼女たちも、私が入部した後に紹介して差し上げますの。ふふふ」

「はい、ありがとうございます阿部様！」

「入部資格のない私のために、骨を折ってくださる阿部様には感謝しております。お茶会部に入るのがとても楽しみですわ！」

　取り巻き二人が阿部さんに頭を下げる。

「皐月様は、紹介者が必要と言われたのではなくて？　私が特別に紹介して差し上げてもよろしくてよ？」

　おや？

　アパレル娘さん、意外と親切？

「そちらの眼鏡の方も、必要でしたら紹介して差し上げますわよ？」

　眼鏡の人？

　おお！　璃々亜だってばれてない！

　剣崎徹にはあっという間に璃々亜だってばれたけど、アパレル娘にはばれてない！

　役に立ったよ、この眼鏡！

　しかし、初対面の人間も紹介してあげようなんて、本当親切だね。

　いや待てよ……。もしかして、紹介してあげるから仲良くしようねってこと？

　友達が欲しいの？　寂しいの？

　孤高……そうだ！　縦ロールも大たい概がい孤高だけど、その鼻筋くっきりモード系メイクも中高生には相当孤高だ！

　取り巻き二人以外と親しく話をしてるとこ見たことないけど、アパレル娘もかなり孤独系なんだね？　そっか！　友達たくさん欲しいんだね！

　じゃあ、友達になりましょう。って言ってみようかな？

　口を開こうとしたら、アパレル娘は睨にらみつけるように芽維たんを見た。

「ただし、その蛆うじ虫むしと縁を切ったらですけど」

　アパレル娘は目を細めて顎を上げた。

「阿部様、早くまいりましょう！　蛆なんて気持ち悪いですわ！」

「変なにおいもします」

　う、う、蛆虫？

　芽維たんのことか！

　失礼な！

　友達になんてなってあげないんだから！　怒りに任せて口を開く。

「あら、皆様はゴキブリどころか、蛆虫もご存知でいらっしゃいますの？」

　と、まだ言葉をつづけようとしたところで、

「しっ、白川様？」

　あ、ばれた。

　さすがに眼鏡一つじゃ、完璧な変装はできないか。声出したら、一発でばれちゃった。

「庶民のくせに、白川様の力を使ってお茶会部に入るつもりでいらっしゃるの？」

　取り巻きの一人がカーッと頭に血を上らせてる。

　ドンッと芽維たんの肩を突いた。

「庶民のくせに、庶民のくせにっ。お茶会部はあなたみたいな蛆虫が入っていい部活じゃありませんわ！　私がどんなに頑張って紹介状を集めたか……」

　いや、入らないから。私も芽維たんもっ！　そもそも資格がないって言われてるんだからさ。

　頭に血が上った取り巻きさんが芽維たんを引っ叩ぱたきそうな勢いで手を上げた。

「おやめなさい」

　アパレル娘が止めた。え？　一緒になって虐いじめるパターンじゃないの？

「蛆はどこにでもわいてしまうものですわ……。目め障ざわりな蛆をどうするのか考えましょう。そうですわね、エプロンでもプレゼントして差し上げてはいかがかしら？　お茶会部にも召めし使つかいがいれば便利でしょうから」

　なぬ？　それって、芽維たんをお茶会部のメイドとしてこき使うってこと？

　やばい！　フリフリエプロン身に着けて「おかえりなさいませご主人様、お嬢様」なんて言われたら、攻略対象じゃなくても芽維たんにくびったけになっちゃうから！

　やだ、それが見られるなら、私もお茶会部入る！

　って、待て待て、芽維たんもお茶会部入らないんだってば！

「ですが、蛆虫は蛆虫ですから、消しよう毒どくは必要ですわね」

　アパレル娘が、ポケットから小さなスプレーボトルを取り出し、芽維たんの顔に向けてぷしゅっと吹きつけた。

「きゃっ」

　芽維たんが顔を背ける。

　ふわりとラベンダーの香りが漂ってきた。

「ラベンダーには殺さつ菌きん作用があるんですわよ。あ、殺菌では蛆は死にませんね」

　ちょっ、さすがにやりすぎじゃない？

　アパレル娘と芽維たんの間に立つ。

「先ほどから気になっていましたの。教えていただいてもよろしいですか？　蛆は、芽維さんのように大きな目でふわふわの髪をした可愛い生き物なのですか？」

　本当は聞かなくても知ってるけどさ。

　蛆っていうのは、ハエの幼虫。カブトムシの幼虫の仲間。白くてウニウニ……。

「私、蛆がわくような環境で生活しておりませんので……恥ずかしながら知りませんの。教えてくださる、阿部様？」

　私の言葉に、阿部さんがカーッと顔を赤くした。

「わ、私も、蛆のわくような生活はしておりませんわっ！」

　アパレル娘の言葉に、皐月たんが口を開く。

「あら、でしたらフォルマッジョ・マルチョを好んでお召し上がりになるのかしら？　私にはとても真似できませんわ……」

「しっ、失礼しますわっ！」

　アパレル娘阿部さんは、皐月たんをギッと睨んで去っていった。

「芽維様、大丈夫ですか？」

　皐月たんがハンカチを取り出して芽維たんに差し出した。

「大丈夫だよ。いい匂いになってラッキィ？　それよりも、皐月さんフォルマッジョ・マルチョって何？」

　芽維たんの質問に、皐月たんは嫌そうな表情を浮かべた。

「イタリアのチーズですわ。生の蛆虫を発生させた珍ちん味みだそうです……」

　げっ！

　蜂はちの子まではいける私でも、さすがに蛆は……。イタリア人すげーな。

「うわー、すごいね。阿部さん、そんなチーズ食べてるんだぁ」

　いや、あの様子じゃ違うと思うよ、芽維たん。

「それから、璃々亜さん、可愛いって言ってくれてありがとう」

　ん？　そんなこと言ったっけ？

「でも、蛆はね、大きな目でふわふわした可愛い生き物じゃないよ？」

　おっと、天使な芽維たんってば、自分が蛆だと言われたことよりも、私が蛆を知らないことを心配してくれるとか……。大丈夫よ。本当は知ってるから。

　文化部棟も最上階の七階に来た。

　文芸部、美術部、手芸部、映像部、空き部屋、空き部屋、空き部屋。

　あれ？　漫研は？

　……。分かってたよ。この学園には漫研なんてないんでしょ？　き、期待なんてしてなかったんだからね！　ぐすん。

　いいんだ！　私にはまだ、文芸部があるもんっ！

　こっそりとＢＬ小説書いてる子だって、絶対いるもんっ！

　……。

　文芸部への入部は考え直そう。ハイネの詩とか意味が分かりません。

　よし、次は美術部！　美術部と言いながら、オタクイラストを描いてるだけの部活だったりするわけでしょ？

　……彫ちよう刻こくですか？　さようなら、美術部。

　まだ私には手芸部が残っていますわ！

　手芸と言いながら、コスプレ作ってるんですよね？

　……そんなわけもなく。

　真しん打うちは最後に登場するってやつですね。待ってましたよ、映像部。部室の大画面スクリーンでアニメ鑑かん賞しようですね！

　え？　活動のメインは映像を撮さつ影えいするほうですか？　しかも、フランス語の映画？
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　夕食はいつものように、私と兄と嘉久の三人。今日は洋食。

　春の野菜をふんだんに使ったテリーヌの色いろ鮮あざやかなこと。

　キャベツの薄緑、ニンジンの橙だいだい、アスパラの緑と白、ズッキーニの赤と、海え老びの白。

　そして、少しつぼみが膨ふくらみかけた菜の花をあえて使い、黄色を足たしている。

　料理は目で食べるとはよく言ったものだ。見ているだけで、食欲をそそる。

「部活は決めたのか？」

　ナイフで切っても、野菜たちがばらけないようにとゼリーで固めてある心遣いがにくい。一口大に切り、あらびきマスタードメインのソースをたっぷりとつけて口に運ぶ。

　ピリッとした中にほんのり感じる甘みと酸味。蜂はち蜜みつとレモン汁だろうか。

「まだだなぁ。候補は五つあるんだが、最終的にどうするかは分からない。璃々亜は？」

　二口目には、別の野菜の甘みと海老のぷりぷりが口の中で溶け合い、これまた美味しい。

「璃々亜、部活は決めたのか？　お前がもし運動部のどこかのマネージャーをするんであれば……」

　ああ、もう、うるさいですね！

　こんなに目にも舌にも美味しい料理、黙って食えよ！

　……って、すでに皿は空ですか。次の料理が出てくるのを待っているところですか。

「お兄様は何部ですか？」

「映像部だ」

　え？　あの、日本人出演なのに、フランス語で撮影されたあの、謎なぞ映画……。まさか、兄の……趣しゆ味み？

「生徒会が忙しくて、名前だけの幽霊部員だがな」

「あの、生徒会長になる前は映画を作ったりしていらっしゃったのですか？」

「いや、一年から生徒会書記として活動していたから、残念ながら映画をいくつか鑑賞しただけで撮影までは出来なかった」

　ああ、そうですか。じゃあ、いったい、あの映像を作ったのは誰だ？　誰なんだ？

「で、嘉久、お前も一年から生徒会へ入らないか？」

「は？　今、忙しくて部活に顔出せないとか言ってたよね？　なのに、生徒会に誘うとかないだろう！」

　ふてくされた嘉久の声に兄が答えた。

「ああ、大丈夫だ。有能な人間が増えれば一人の負担は減るからな」

　なるほど。有能な人間がいれば、部活をする余裕が出来るのか。

「お兄様は有能なんですね。だから、剣崎様も部活をする余裕があったということですね」

　私の言葉に、兄がグラタン皿にスプーンを置いた。

「どういうことだ？　剣崎に会ったのか？　お茶会部に入るつもりか？」

　兄が嫌そうな顔をして、嘉久が嬉しそうな顔をした。

「お茶会部か。しつこく勧かん誘ゆうされていたが、断るつもりだったんだ。璃々亜が入るっていうなら」

　そうか。嘉久は勧誘されたんだ。

「入りませんわ。入部資格がないと言われましたから。いえ、入部資格があっても、入るつもりはありませんけど」

　私の言葉に、兄は驚き、嘉久はがっかりしてる。

「入部資格がない？　私の自慢の妹に、入部資格がないだと？」

　正確には、皐月たんが「芽維たんと友達なら何人推薦者がいても入部できない」って言われたんだよね。私も芽維たんと友達だし、友達やめる気もないから、つまりは入部資格がないってことだよね。うんうん。

「そっか、璃々亜はお茶会部には入らないのか。じゃあ、断ろう。で、璃々亜は何部に入るんだ？」

　にこにこして聞いてくる嘉久。答えをわくわくして待つ兄。

「嘉久様、部活動も含めて学校ですからね？　近寄らないでくださいませ。お兄様も私の女子会の夢を壊こわしたりしませんわよね？」

　嘉久、「わ、分かってるよ！」

　兄、「と、当然だとも」

　そか。ただの杞き憂ゆうだったか。




　夕食終了。風ふ呂ろも入った。さぁ、ゲームゲーム。

　……って、ないよ！　ゲームなんてないよっ！　はっ、そうだ！　スマホ！　私にはスマホがあったじゃない！　ぐふふふふ。

　充じゆう電でん切れてーら。

　充電器は？　部屋中探索。……な、ない。ちょー、どこやった！　充電どうすんだ！

　居間でした。家族全員隠し事ない生活ですか……。

　ソレって、ＢＬアプリとか、ＤＬして入れてはおけませんね？　イケボ着信とか入れておけませんね？

　ＢＬ小説読んだ履り歴れきとか残しておけませんね？　ノォォォ！　ザ・ハッポウフサガリ！

　部屋に戻って枕を濡ぬらした。ぐすん。ぐすん。

　あ、そうだ、明日は土曜で学校休みだから、本屋に行こうかな。

　こっちの世界のアニメ事情、漫画事情もろもろ、調査せねば。

　あ、いや待てよ？　誰かに見つかるとやばいよね。変装しなくちゃ。明日は変装グッズを買いに行こうかな。うん、そうしよう。

　クローゼットには、変な服もいろいろ並んでるから、何枚か増えたところで気にしないよね？　そうと決まれば、どんな変装グッズにするか、考えよう。

　ぐー。すぴー。

　考えてる間に寝ちゃいました。てへぺろっちょ。

　この私が、十時前に寝ちゃうとか。朝の五時半に起き床しようとか……。
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　土曜の今日も、いつものメンバーで朝食。

　ふわっふわのロールパン。少し焼いて温あたためたロールパンに、ジャムをのせる。

　ああ、これは、ブルーベリーのジャム。砂さ糖とうが控ひかえめで甘すぎずブルーベリーのほんのりとした酸さん味みがパンの甘さを引き出していて、おいしい。

　目の前には、バターと、もう一つ、乳にゆう白はく色しよくのジャム？　が添そえられている。

「今日はどこへ行く？」

　なんだろう？　二つ目のロールパンに塗ぬって口に入れたとたん、口の中に濃のう厚こうなミルクの味が広がった。練れん乳にゆう？　いや違う。練乳よりも柔やわらかな甘さに、強いミルク感。甘いミルクにパンを浸ひたして食べているような味だ。なんて、美お味いしさ！

「おい璃り々り亜あ、今日はどこへ行くか考えたのか？」

　最後に、バターを塗って。ふわぁ！　これは、バターではなくって、バタークリームですね！　ラム酒とバニラの香りが鼻から抜けます。蜂はち蜜みつの柔らかな甘さが、舌で踊おどります。美味しい。

「勝手に行き先決めてもいいのか？　決めるぞ、璃々亜」

　え？　さっきからうるさいですね。味わって食べなさいよ！

　見れば、嘉久も兄もすっかり皿の上は空っぽです。おかわりのパンをメイドさんが運んできました。

「じゃあ、今日は映画を観に行こう」

「え？　お兄様と嘉よし久ひさ様が、一緒に映画に？」

　うわーっ、京きよう様が都みやこキャプテンを映画に誘さそうとか、何、何、バスケの練習が休みなんだ。たまにはデートっぽいのもみたいな？　ぐふぐふぐふっ腐ふ腐ふ腐ふ。

「は？　お前、もしかして話聞いてなかったのか？　璃々亜、お前と行くんだ！」

「え？　何な故ぜ、私わたくしが嘉久様と映画に？　デートみたいなことしなくてはならないんですか？」

　行くなら都キャプテンとでしょう！　兄は映画好き（フランス映画限定かもしれませんが）だから、ちょうどいいじゃない。私の言葉に、嘉久が顔を赤くし、兄が顔を青くした。

「デ、デ、デート？　ち、違う。ちょうど観たい映画が公開になったから、そ、それだけだよっ」

「嘉久、璃々亜をデートに誘うなど、許さんぞ」

　きゃはっ。京様が、都先輩に「デ、デートじゃないんだからな！　観たい映画があるだけなんだからな！」ってツンデレ発はつ揮きしてるぅ！　くふふ。

　都キャプテンは、他の人をデートに誘ったら許さないって京様に嫉しつ妬とメラメラ。ああん。もう、二人は、相そう思し相そう愛あいさん。きゃふーっ！　楽しすぎ！

　おっと、兄と嘉久の声は聞こえるけど内容が理解できないわ。頭の中で妄もう想そう変へん換かんしちゃうから……。えーっと、なんの話だっけ？

「映画なら、私が付き合おう、嘉久。なんの映画が観たいんだ？」

　ちょ、ちょ、ちょーっ、やめて。また妄想が始まるって！

「敦あつ也や兄にい……、それじゃあ、せっかくの休みの日なのに、璃々亜に付き合ってもらえないじゃないか……」

「安心しろ、璃々亜も入れて三人で映画を観に行けば問題ないだろう？　璃々亜もそれでいいな？」

　あれ？　いつの間に私は映画を観に行くことになったの？

　首を傾かしげようとして、思いとどまる。食事中に首を傾げちゃだめだったんだよね？

「どんな映画なのですか？」

　映画の内容によっては断る。

「ハリーウッドーの超大作アクション映画だ！」

　嘉久が目を輝かがやかせる。ハリーウッドー？　なんか、魔ま法ほう学校が舞台の映画みたいな呼び名になってますが、アメリカのアレですよね？　アクション映画なら楽しめそうだ。

　アニメ映画がいいけど……。アニメが、アニメが……見たいよぉぉぉ。

　もう、何日見てないんだっけ？　えーっと、みっきゅんと同どう人じん誌し即そく売ばい会かいに行った日が前ぜん世せで最後の記き憶おくでしょう？

　あれは春コミだった。世間的には夏コミ冬コミが有名だけどね、腐女子には春コミはまさに聖せい地ち！　とにかく春は腐が強い！

　ああ、腐が強くても強くなくてもいい。イベント行きたい。今は四月だから、次はＧＷのスーパーコミックタウンだ！　行きたいなぁ。行きたいなぁ。行きたいなぁ。

「行きたいなぁ」

　ふあっ！　心の声がダダ漏もれ！

「そうか、璃々亜も観たいか！　じゃぁ、早さつ速そく予約しておこう！」

　え？　まさかのスーパーコミックタウンを予約？　って、ばかな！

「いいか、嘉久、ちゃんと三人分予約するんだぞ！」

「分かってるよ。いつもの映画館でいいんだろ？」

「ああ」

　え？　映画館？　いったい、なんの映画を観るんでしょう？　っていうか、三人分って、私も含めですよね？　あれ？　いつの間に、映画行き決定になったの？

　今日は変装グッズを買いに行くつもりだったのに！
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　日曜の朝。いつもの朝食風景との違いがあった。

　嘉久の姿がない。遅ち刻こく？　あの食いしん坊が？

「おはようございます、お兄様」

「おはよう、璃々亜」

「嘉久様は？」

「急にお祖じ父い様に時間ができたので、今日は一日お祖父様のお供ともだそうだ」

　ってことは、私、嘉久に付き合わなくていいってこと？

　やったぁ！　今日は一日、自分だけの時間です！　何しようかな～。

　昨日行こうと思っていた、変装道具の買い物に行ってみようかな。変装すれば、漫まん画が買いに行ったりできるよね！　それとも、今日こそシアタールームで、アニメ鑑かん賞しようを！　いや、アニメ鑑賞なら、別に昼間じゃなくてもいいから、買い物か。買い物が先だね！




　運転手さん付きの車で、百貨店に到着。

「いらっしゃいませ、白しら川かわ様。今日はどのようなものをお探しで？」

　百貨店のスタッフが四人も並んでお出迎えしてますよ……。そのうちの一人の女性が案内役を務つとめてくれるらしい。ちょ、一人で買い物させてようっ！

　前世オタクな私、若じやつ干かんコミュ障しようなんだよ！　ショップ店員に声かけられると全力で店を逃げ出すタイプの人間なんだよ！

　っていうか、変装道具を選ぶのに、人に見られまくるってどういうことだ？

　一階。の化け粧しよう品ひん売り場は素す通どおり。変装にメイクはありだけど、いっぱい化粧品持ってるもんね。

　靴くつ売り場も通り過ぎてスカーフ売り場へ。まちこ巻きとかしたら、顔が隠かくせないかな？　頭に巻いて、鏡かがみを見る。うん、無む理り。変装どころか逆に目立つわ！

　帽ぼう子し売り場。テレビで芸能人が変装するときによく出てくるよね？　キャップとかかぶるとイメージ変わるんじゃない？　……って、キャップを置いてないだと！

　ふあっ、こ、コスプレグッズだ！　あんなところに、コスプレ関連グッズ売り場があるよ！

　あ、いや、失礼。違いました。ウィッグ売り場でございます。ウィッグイコールコスプレグッズとか思う私は立りつ派ぱなオタク脳だと思います。

「白川様、ウィッグをお探しですか？」

「ええ。私、最近はイメージチェンジして色々な髪かみ型がたを試ためしてみたいと思っておりますの」

「こちらなど、いかがですか？」

　案内係が手にしているのは、縦ロールウィッグ。

　いらんわ！　自前で作るっての！　っていうか、イメージチェンジと言っておろうが！　逆戻りしてどうする！

「いくつか試してみてもよろしくて？」

　ウィッグって、めちゃ変装っぽいじゃん！　ひゃほー、いいもん見つけた！　金髪とまでは言わないけど、茶髪にしたら全然イメージ変わるんじゃない？　ふふふ。

　……。悲ひ報ほう。

　地じ毛げがボリュームありすぎて、カツラの中に収おさまりません……。

　ハンカチ売り場。傘かさ売り場。うーん、使えそうなものって意外と見つけられない。変装って、意外と難むずかしい。

　……もしかして、高校も縦ロール＆バッチリメイクで通っていれば、休日にメイク落として髪型変えただけでばれなかったりしたんじゃぁ……。嘉久にも「あんた誰？」って言われたくらいだし……。しまったなぁ……。

　八階のエレベーターを降おりたところで、声をかけられた。

「あれ？　白川？」

　げっ。相手は私のこと知ってても私が知らない人とか困るよ？

　顔を見て、ほっとする。

「田た中なかくん」

　よかった。知ってる人だった。

「偶ぐう然ぜんだな」

「田中くんは、どうしてここに？」

　おっと、いきなりあほな質問しちゃった。何か買いに来たに決まってるのに。

「ああ、まだ正式入部前で練習がないから、必要な物を買いに」

　田中くんが顔を向けた場所は、スポーツ用品売り場だった。

　なるほど。野球のグッズ買いに来たのか。

　そうだ！

「案内ありがとうございます。後は友人と見て回りますわ」

　そう言うと、案内係は深いお辞じ儀ぎをして去って行った。

　ちょこっと田中くんを利用させてもらったよ。すまん。

「ん？　いいのか？」

　田中くんが案内係の背を見て言う。

「ちょうど私もスポーツ用品を見たかったので、いいのですわ。もしかして、田中くんにはご迷めい惑わくだったかしら？」

　首を傾げると、

「め、迷惑じゃ、ないけどっ」

　って、大きな声で否定した。さすが体育会系は声がでかいな。

「田中くんはいつもここに買いにいらっしゃるの？」

　目的の品を見つけては次々と手に取る田中くん。

「んー、そうだなぁ。色々かな？　今日は、これが欲しかったからな。他の店ではなかなか売ってなくて」

　田中君が手に載せて見せてくれたのは、円えん柱ちゆう状じようの容器。

「グローブを磨みがくクリームなんだけど、ここのメーカーのが好きなんだ」

　へー。グローブにクリームなんてあるんだ。

「で、白川さんは、何を買いに？」

「変……」

　うおっと、危ない。

　変装って言っちゃうところだった。

「へん？」

「変かしら？　あの、私がスポーツ用品を見に来るのは？」

　こてんと首を傾げてごまかす。へへへのへ。

「い、いや、そんなことはないよ！」

　体育会系、声大きいな。そんな大声出さなくても聞こえます。さっと視線を動かし、変装用に使えそうなものを探すと、目に入ってきたものを、適当に口にする。

「スポーツウェアを見に来たのですわ、ジョギングでも始めようかと思って」

　噓うそだけど。

「そっか。春だし、ジョギングするにはいい季節だもんね」

　きらりと田中くんの笑顔が輝く。ごめん、噓なんだ……。

　二人でトレーニングウェアのコーナーに移動して、驚きよう愕がく！　うっ。なめてた。ジャージじゃん。くらいの認識しかなかったのに、すごく種類がある。

　ランニングウェアなんてのが目に入る。え？　ジョギングって、こんなの着なくちゃいけないの？

「初しよ心しん者しやなので、このあたりのもので……？」

　アディニャスの黒の上下のトレーニングウェア。黒は無ぶ難なんだよね。うん。

「それは、サウナ効果があるから、ジョギングしながら効率よくダイエットができるよ」

　ほうっ！　なんですと？　ダイエット？　ちょっとジョギングを始めてみようかな？

「では、これにいたしますわ！」

　前ファスナーだからちょっと寒い時とかにも羽は織おりやすそう。それに璃々亜は一本もズボンを持ってないから、部屋でくつろぎたいときにも活かつ躍やくしそう。

　あれ？　部屋着決定？　おかしいな。変装は？　ジョギングは？　ダイエットは？

「靴はどうする？」

「靴？」

「僕のお勧すすめは、これかな。中のクッションが抜ばつ群ぐんで、アスファルトを走っても膝ひざへの負ふ担たんをほとんど感じないんだ」

　さすが運動部。

「試してみますわ」

「サイズは？」

　え？　私って、靴のサイズいくつだっけ？

　やばいっ。そんなことも知らないのっておかしいよね？　二十三くらいって言っておけば大丈夫かな？　あわあわっ。

「ああ、店の人が用意してくれるなら、分からないか。靴を見せてもらっていい？」

　ほっ。田中くんの脳内自己解決で、怪あやしまれずにすみました。

　田中くんの言うままに、シューズコーナーの一角にある椅い子すに座り、ストラップを外はずして靴を脱ぐ。

　んー、お嬢じよう様さまって、自分で靴を買わない生き物なのかなぁ？　化粧品売り場でも新色の口紅をすぐに用意しようとしたし……。百貨店の人が靴や服のサイズを把は握あくしていて、手早くそろえてくれるのが当たり前なのかなぁ？

　買い物に行くと言ったら兄が一人で行くなんて心配だとか言ってたし。まさか、一人で買い物できないと思われてる？

　ちょー、困るわ、困る！　一人で買い物できない生き物認定は非常に困る！　こっそり漫画とか買いに行けないじゃん。あ、買っても家に置いておけないかな？

　家に置いておけないならば、漫画喫きつ茶さに行けばいいか！

　ふふふっ、漫画喫茶はすごいぞ！　漫画だけじゃない。オンラインゲームもし放題！　ついでに場所によってはＤＶＤも見放題！

　残念ながら、ＢＬの品しな揃ぞろえはどこもよろしくないんだけどね。腐。

「二十三だね」

　おっと、そうこうしてる間に、田中君が私の脱いだ靴を手にサイズを確かめ、そのサイズのランニングシューズを持ってきてくれました。

　し、しまった！　私の脱ぎたてほやほやの靴を手に取らせてしまったよ！　恥はずかしい！　臭においしてないよね？　大丈夫だよね？

　汗とかかいてないし、靴は新品みたいに綺き麗れいだったし……。汗、汗、汗。

　田中くんは、椅子に座る私の前に膝をついた。

　そして、靴を脱いだ足をすっと持ち上げると、持ってきたランニングシューズを足に履はかせ……。
















「ひゃうっ！」

　思わず声が出た。

　あ、あ、あ、足、足、

　ひざまずいて足を持たれるなんてっ！

　やだ、乙女ゲームの攻略対象って、こ、こんな恥ずかしいこと躊ちゆう躇ちよせずにしちゃうの？　それとも、オタクな私が前世で体験しなかっただけ？

　私の声に驚おどろいた田中君が顔を上げた。

　今、私の顔はきっと真っ赤だ。

　田中君はそんな私の顔を見て、あわてて足から手を離して立ち上がった。

「ご、ごめんっ、あ、あの、よくこうして、妹の靴を選んであげてて、つい……」

　妹？

「え、あ、いえ、その、ちょっとびっくりしただけで……。妹さんの靴を選んであげていらっしゃるんですね」

　田中君も耳を赤くしている。

　そうだよね。普通は、ひざまずいて足を触さわるなんて……しないよね……。

　あー、びっくりした。乙女ゲームはんぱねぇと思ったら、そうでもなかったようです。田中くんは、やっぱり私の知る普通の男子高校生と同じみたいで安心しました。

「うん、まだ六歳だから、紐ひもが自分で結べないんだ……」

　田中くんの視線が泳いでる。

　あうう……、目を合わせにくいよね。ごめんごめん。

　私が、真っ赤になって照てれているから余計だよね。

　はー、落ち着け。落ち着け私。

　思わず、足を舐なめてそのまま情じよう事じ的てきなＢＬ同人誌を思い出して、めちゃくちゃ恥ずかしくなった。

　ええそうです。私、足を触られたのもびっくりしたけれど、それだけが恥ずかしいわけではございません。

　ＢＬ同人誌のあのシーンを再現したようなしぐさの田中くんに、すべて思い出しちゃったんです。人前では決して読めないような同人誌の内容を。

　私がまるで京様みたいにこのあとされるのかなんてへんな想像しちゃったもんだから……腐。

　うん、田中くんはそんなことするわけない。落ち着こう。だって、私、女だよ？

　あ、違う。田中くんは別にあっちの人じゃなかった。

　田中くんは、私が好きなわけじゃないんだから、そんな下した心ごころがあるわけがない。うん、そうそう。

　だって、普フツメンだけど、芽め維いたんの幼おさな馴な染じみで、攻略対象っぽいんだから。私を好きになるわけないもの。

　私を好きになるわけ……ないもの……。

　乙女ゲームの悪役令嬢には、婚こん約やく者しやはいても恋人はいないんだから……。

　よし、ちょっと落ち込んだ。じゃなくて、落ち着いた。

「ああよかったですわ。お嬢様は靴の紐も結べないと思われていたらどうしようと思いましたの。妹さんにしているときの癖くせが出てしまったのですね。ふふ。ほら、どうですか？　上手に紐も結べましたよ？」

　落ち着きを取り戻し、なんでもない風を装って田中君に声をかける。

「本当、ごめんっ」

　田中くんの耳はまだ少し赤いけれど、ちゃんとこっちを向いてくれるようになった。

「気にしてませんわ」

　両方靴を履き終えると、その場で少し足あし踏ぶみして履き心地ごこちを確かめる。

「うん、さすが田中くんのお勧めですね。この靴に決めますわ」

　田中くんの顔を見てにこっと笑うと、なぜか再び耳を赤くした。

　ん？　まだ、気にしてる？

　あ、いや。もしかして、高一男子だし、何か妄想に入っちゃったか？

　大丈夫だよ。おねぇさん、そういうのに理解あるから。仕方ないよね。と、前世ではもうおばちゃんに片足突っ込んだ私が若さをまぶしく感じた。

　田中くんが、まぶしい。

「これからどうする？」

　会計を終えると、田中くんが私の荷物も持ってくれた。

　うお、自然に紳しん士しだ。あ、いや、もしかしてまた妹扱あつかいみたいな？

　……。もしかして、田中くん、下げ僕ぼく属性なのかな？　大丈夫？

「そろそろお昼ですから、田中くんのお時間さえよろしければ、お食事をご一緒いたしませんか？　選んでいただいたお礼れいにご馳ち走そうさせてくださいませ」

「いや、そんないいよ、気を使わなくて、たいしたことしてないし」

　うん、まあ、断られるよね。

　だけど、逃がさないよ、田中！

　さっきから案内係の姿がちらちらと見えるんだよね！　きっと、田中くんと別れた後、荷物をお運びしますとかなんとかフォローするために居てくれてるんだろうけど……。気き疲づかれするっての！　田中くんと居たほうが気が休まる。

　それに、一人で食事なんてそんな寂さびしいことはできぬ！

「田中くん、お礼がしたいなんて、ただの建たて前まえなの。本当は、私……」

　これを言ったら、田中くんはいやだとは言わないだろう。頭いいね、私！

　田中くんは、何を言われるのかと、緊きん張ちようした顔つきになる。

「一般常識テストに出ていたようなお店に一度でいいから行ってみたいのです。社会勉強として……。ご馳走しますから、連れて行っていただけませんか？」

　にこっ。

「あ、そ、そういうことか。うん、いいよ、もちろん！」

　ほっとしたような、残念そうな複雑な顔つきで快かい諾だくする田中くん。

　そりゃそうだよねー。お嬢様一人で牛ぎゆう丼どん屋やに行かせるわけないよねぇ。優しいし。

「何が食べたい？」

　ぐふっ。やったー！　これで、案内係からの脱出と、ボッチ飯めし回かい避ひと、おまけにジャンクフードを堪たん能のうできる！　一石三鳥だ！

　何がいいかなぁ？

「歩きながら決めてもよろしいですか？」

「ああ、そうだね。実際に見てから入りたいところがあったら言ってくれればいいから」

　百貨店と地下通路でつながっている隣のビルに移動する。若者向けの店がたくさん入ったカジュアルな商業施し設せつだ。

　一階には、前世でよくお世話になったおなじみの飲食店が並んでいる。

「わぁー！」

　目を輝かせる私を、珍めずらしいものを見て楽しんでいると思ったのか、田中くんはお店の一つ一つの説明をしてくれる。

「ハンバーガーは、セットで注文するとだいたいポテトとドリンクが付くんだよ」

　とか。

「お盆ぼんを持ってうどんを注文してから、トッピングを自分で取るんだ」

　とか。

「飲み物の種類だけでなくサイズも選べるし、裏メニューも色々あるんだよ」

　とか。

「つゆだくって言うと、おつゆ増やしてくれるんだ」

　とか。

　うんうん、全部知ってる。

　ねぎだくって言えば、たまねぎ増やしてくれるんだよね。だくだくだとさらにつゆを増やしてくれる。

　飲み物一杯で、ラーメンと同じくらい高カロリーのものもあるから注意しないとだめなんだよ。

　うどんじゃなくって、ライスを注文して天てん丼どんつくったりもできるんだよ。

　ポテトじゃなくて、サラダに変更したりもできるよね！

　ふふ。心の中だけど、ちゃんと返事してるからね、田中くん。

　こうして会話しながら（心の中だけど）並んでフードコート歩いてるなんて、なんだか

「デートみたい」

「デ、デ、デ、デート？」

　田中くんが素すっ頓とん狂きような声を上げる。あ、ごめん。また、心の声が駄だ々だ漏もれた。

「映画の中で、こういうデートシーンがあったなぁと思って……」

　っていうのは噓で、高校生のころ、彼氏持ちの友達はこんな風にデートしてたんだよなぁって。

「ああ、お忍しのびでローマの街を楽しむって映画？」

「ふふっ。違いますわ。それじゃぁ、私が王女様じゃないと駄だ目めではありませんか」

「白川は、王女様のようなものだよ」

「え？」

　やだっ、ナニソレ！　王女様みたいって……。ま、ま、ま、まさか、女じよ帝ていの称しよう号ごうと王女が似てるって話じゃないでしょうね？




　結局選んだのはラーメンです！

　田中くんは、大盛りしょうゆラーメンにチャーハン。うわぁ、さすがにスポーツマンだ。

　私は、栄養面も考えて野菜たっぷりの味み噌そラーメンにした。味噌ラーメンのもやしってなんでこんなに美味しいんでしょうねぇ。

　気がつけば、先に食べ終わった田中くんがじっと私の顔を見ていた。

「うまそうに食べるなぁ」

　にっと笑う田中くん。

「そ、そうですか？」

　食べる姿をじっと見られてたと思うと、なんとも言えない恥ずかしさがこみ上げてくる。

　いや、でも大丈夫だよね？　蓮れん華げ使ってなるべく上品に食べてるし。

　それにしても、田中くんは、食べ終わったからってむやみに話しかけてせかすようなことはしない。見習え、嘉久！

　ふぅ、美味しかった。満足して息を吐つく。

　席を立つと、田中くんが伝票を手にした。

「田中くん、ここは私が」

「あー、いいよ、これくらい」

「そんなわけにはまいりませんわ！　トレーニングウェアや靴を選んでいただきましたし。それに、田中くんのおかげでラーメンを食べに来ることも出来ました」

　必死に、田中くんの手から伝票を奪うばい取る。

　いやほんと。案内係からも逃げ出せたし、感謝だよ、感謝。お礼くらいさせてもらわないと、次から何かをお願いできないじゃないか！

　お礼もせずに利用だけするなんて、まるで下僕扱い！　……だめだよ、田中くん、下僕道を突き進んでは……。将来が心配。

　私の必死の説得に、田中くんがふっと笑った。

「男が支払ったほうが、よりデートみたいだろ？」

「ふえっ」

　デ、デ、デート？

　私が驚いて固まってる隙すきに、田中くんは私の手から伝票を抜き取り、さっさと会計を済すませてしまった。

「王女様、次はどちらに参りましょうか？」

　と、田中くんが楽しそうに笑う。もうっ。ローマの映画ごっこでからかうなんて。

　思わずほっぺたを膨ふくらます。おっと、ちょっと子供っぽい怒り方をしてしまった。恥ずかしい。

「こうなったら、意地でも、田中くんにおごらせてもらいますわ！」

　勝負といわんばかりに気合を入れて田中くんに人差し指を突き出す。

「くくっ。白川、面白いね」

　ぐええ、笑われた。何？　私なんか、おかしなこと言った？

「じゃあ、せっかくだから、おごってもらおうかな」

　よし来た！　ステーキだろうが、寿す司しだろうが、なんだっておごってあげますわよ！

　まだ、財さい布ふの中には万札がひしめき合っておりますから！

　おっといけない。璃々亜のお金は両親が一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれたお金なのだから、あるからといって湯ゆ水みずのように使っていいわけじゃない。

　田中くんが、アレと指差した先には、イタリアンジェラートの店が。ふっ。まだ、ローマの映画ごっこするつもりですか。いいでしょう。受けて立ちましょう。

「何味がよろしいですか？　買ってまいりますわ！」

「フルーツ系ならなんでもいいよ」

　了解！

　ガラス張りのケースの中にはずらりとジェラートが並んでいる。

　えーっと、なになに、ミルク、チョコ、抹まつ茶ちや、ラムレーズン、かぼちゃ、さつまいも、マロン、マンゴー、ライチ、オレンジ、レモン、パイナップル、ヨーグルト、キャラメル、ミルクティー、ゴマ、生チョコ、塩キャラメル、イチゴ、桜、しょうゆ、バニラ……。

　うむ。これだけ並んでいると、悩なやむぅ。

　シンプルなミルク。真っ白、まさにミルク色のジェラートはきっと濃厚なミルクの味がするのだろう。ラムレーズンもおいしそう。だけど、やっぱり……「塩キャラメル」の名前には何もかもが負けるわ！　決めた。塩キャラメルにしよう。ああ、でも、ミルクティー味もおいしそう。濃厚なミルクの味に加えて、ふんわりと茶葉が香ってさぞ美味しいことだろう。ぐぐぐっ。

　おっと、そうそう、田中くんのは何にしよう。やっぱりここは春限定のイチゴでしょ！

　どんな味だろう。ミルク味をベースにしていれば、イチゴミルクっぽいよね。イチゴだけなら、さっぱりとしてちょっとすっぱい感じなのかなぁ？　気になる。

「お待たせいたしました。はいどうぞ」

　田中くんにイチゴのジェラートを渡し、私は塩キャラメルとミルクティーのハーフハーフを注文した。ぐふっ。半分ずつっていうすばらしい買い方が出来るお店でしたよ。

「ありがとう。あっちで座って食べようか」

　天てん井じようが吹き抜けになっている場所には、テーブルと椅子が並べられ自由に休きゆう憩けい出来るようになっている。その一つに、田中くんと向かい合わせで座る。まずは、ミルクティーから一口。

　コーンに山と盛られたジェラートを、付ふ属ぞくのスプーンでひとすくい。口に入れる。

　ふわぁ！　思った通り。紅茶の香りがふわっと鼻から抜けて、美味しい。ミルク風味は濃厚なんだけど、甘すぎずまろやか。生クリームよりはさっぱりした後味だ。

「白川は、部活はもう決めたのか？」

　次に塩キャラメルです。キャラメルソースのかかっているところを食べる。ほわっ。舌に載った瞬間、しょっぱさがあって、アイスが溶けると甘さが広がっていきます。その後に、ソースの濃いキャラメルの甘さが甘いもの好きの満足感を高めるという……。一度で三度も美味しい極ごく上じようの一品ですよ！

「鈴すず木きは、まだ悩んでるって言ってたなぁ」

　は？　鈴木？

　鈴木って、鈴木って……。芽維たんのこと、ですよね？

　心臓がばくんって脈打った。

　何、この心臓。

　田中くんが急に芽維たんの名前を口にするからびっくりしたのかな。

「えっと、何故田中くんがご存ぞん知じなのですか？」

「ああ、昨日会って話をしたから」

　え？

「昨日？」

　土曜日で学校はないのに、芽維たんと会ってた？　あ、あれ。胸がむかむかする。何、この感情。

　芽維たん、もしかして田中ルートに乗った？　攻略対象がはっきりしてくれれば、私も色々な心配しなくてすむようになるからいいことだよね。

　うーん、なんだろう、この素直に喜べない感じ。

「ああ、偶然にも、鈴木の住んでるところが、家の近所でさ。引っ越して間がないからいろんなところ案内してほしいって頼まれて」

「そうですか……。二人は、仲が、良いのですね」

　あー、もやもやする。何これ。まるで嫉妬してるみたいな感情。

　嫉妬？

　はっ、そうか！　私の友達である芽維たんと、私より先に休みの日に一緒にお出かけなんて、田中くんずるい！　って、つい思っちゃったんだわ！

「んー、仲が良いのかな？　どちらかと言うと、鈴木はずっと妹と楽しそうに手を繫つないで歩いてたけどなぁ」

「妹さんも、ご一緒だったのですか？」

　あれ、ちょっと胸のむかむか収おさまった。うん。子供が一緒ならノーカウントにしよう。

　芽維たんと休みに一緒に出かけるのは、この私が先ですわ！

「私も、まだ部活は決めかねていて……。もし可能なら芽維さんと同じ部活に入ろうかなと……」

　ドヤッ！　私のほうが、芽維たんと仲良くなるんだからね！

「そっか。僕は」

「野球部ですわよね？」

「分かる？」

　キャッチボールしてるの見たし。野球グッズ買ってたし。あれがフェイクでサッカー部に入ったら驚くわっ！

「あははははっ」

「ふふふふっ」

　二人して笑う。

　そうそう、気になってたんだ。

「イチゴのジェラートは、どんなお味ですか？　イチゴミルク系？　それとも、イチゴジューシー系？」

「食べてみる？」

　田中くんが、なんの躊躇もなく、ジェラートを差し出した。

　では、遠えん慮りよなく。

　少しテーブルの上に身を乗り出して、かぷっとかぶりつく。

　うっわ──っ！　イチゴミルクジューシー系だ！　ミルクの味もするけど、イチゴの甘酸っぱいフレッシュな感じもある。イチゴに、砂糖の入ったミルクをつけて食べた味そのもの！　練乳じゃないんだ。砂糖の入ったミルク！

「おいしいですわ！　ありがとう」

　にっこり満面の笑みを見せて田中くんにお礼を言うと、田中くんは、

「え、あ、ああ、そうだな」

　と、慌あわてた口調。ん？　ちょっとたくさん食べすぎちゃいました？　ごめん。

「どうぞ、私のも食べてみてください」

　代わりに、ミルクティーと塩キャラメルのハーフハーフを差し出す。

　田中くんは、スプーンですくって口に運んだ。

「これも、うまいな」

　ぐあああ────っ！

　しまった！　そりゃ、田中くんもびっくりして慌てるさ！

　そうだよね、スプーンがあるんだもん。スプーンで上品にすくって食べるよね？　璃々亜はお嬢様だし……。がぶって、直接口つけて食べるとか……。失敗したー。

　あははっ。やっばい！　これ以上田中くんと居たら、なんかお嬢様の仮面がぼろんぼろん外れていきそうだ。恐るべし、普メン男子！

「あ、大変、忘れていました。私、運転手さんを待たせていたのですわ！　お昼も食べずに待たせてしまったので、その、失礼いたします！　田中くん、今日はありがとうございました！」

　庶民の中身がばれる前に退たい散さんします！

　片手にジェラート、もう片方の手に、百貨店の紙袋を持って、田中くんにお辞儀をした。

「また明日学校で！」

「はい、ごきげんよう」

　田中くんから見えない場所まで行くと、椅子を探して残りのジェラートを急いで食べる。本当はもっと味わって食べたかったけど、運転手さんを待たせてるのは事実だし。

　家に帰って、部屋で買った荷物を広げる。

　変装グッズを買いに言ったはずが、ジョギンググッズに化けた。どうしてこうなった。
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　月曜日の朝食にも、嘉久の姿はなかった。お祖父様がまだいらっしゃるので、一緒に食事を摂っているらしい。

「どうした、璃々亜？」

「嘉久様が居ないと、少し寂しいですわね」

　わずか数日だけど、いつも当たり前のように食卓を囲んでいた顔がないのは寂しい。こんな風に感じるのは、私も璃々亜としてこっちの世界の生活になじんできたせいだろうか。

「何？　璃々亜は私だけでは満足しないのか？」

　お兄様の声だけで満足できるか？

　で、できないっ！　都キャプテンの声だけじゃ物足りないの！

　京様の声も聞かないと満足できないっ！

　そっか。だから寂しいのか。

「お兄様と嘉久様がお話をしているのを聞くのが好きなのです」

　ぐおおーっ。だって、ＢＬ成分摂せつ取しゆしてないんだよ？　深刻なＢＬ不足なんだよ？

　せめて、せめて、京様ボイス＆都キャプテンボイスの、いやらし……じゃない、麗うるわしい声を聞いて楽しまないと。

　私、死んでしまいますわ！　（大げさ）

　いや、もう一度ＢＬに囲まれた生活するまで死ねないけどね！　ＢＬ同人誌でいっぱいになった本ほん棚だなに押しつぶされて死ねたら本ほん望もう！

　おっといけない。またよからぬ妄想に突入するところでした。

　正気に戻って兄を見れば、兄は「好きか、私が話をしているのが好きなのかぁ……」とぶつぶつ言っていました。

　早く食べないと、遅刻しますよ？
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「おはようござ、ごきげんよう璃り々り亜あさん！」

　昇しよう降こう口ぐちで芽め維いたんが元気に挨あい拶さつしてくれる。相変わらず、ごきげんようは言いにくそうだ。まぁ、私もだけどね。

「ごきげんよう、芽維さん」

　ただ、璃々亜の体が色々なことを覚えていてくれるので、緊きん張ちようしなければ割と自然に口が回ってくれる。体が覚えているというのはありがたくって、文字を書く手も、璃々亜の筆ひつ跡せきを覚えている。頭を使って行う動作じゃないかぎり、自然と璃々亜のしぐさが出てくるわけだ。

　だから、姿し勢せいも、ちょっとした動きも、お嬢じよう様さまっぽくなっているよ？

「おはよう！」

「あ、田た中なかくんおはよう。土曜はありがとうね！」

「ごきげんよう田中くん。日曜日はお世話になりました」

　私の言葉に、芽維たんがびっくりして私の顔を見た。

「え？　日曜日？」

「偶ぐう然ぜん百貨店で会ったんだよ」

「それで、トレーニングウェアと靴くつを選ぶアドバイスをしていただいたんですわ」

　芽維たん、大丈夫だよ。偶然会っただけだからね？　約束して会ったわけじゃないよ？　初めての「高校のお友達とのお出かけ」は芽維たんとって、私、決めてるからね？

「そっかぁ。田中くん、運動馬ば鹿かだもんね！」

「鈴すず木き、馬鹿ってのは余計だ！」

「あっは、ごめんごめん」

　二人が軽口を叩たたいて笑っている。

　仲がいいな……芽維たんは田中くんルートに乗ったのかなぁ……。兄や嘉よし久ひさや剣けん崎ざき徹とおるや三み笠かさ蔵ぐらじゃダメなの？

　いや、芽維たんの幸せを考えると、田中くんが一番いいかもしれない。二人が仲がいいのに嫉しつ妬とした誰かが、芽維たんにいやがらせをするようなこともないよね？

　いや、待てよ？　田中くん、普フツメンなのに、実はすごい人気者だったりする？　野球界の期待の星？　中学野球で輝かがやかしい成績残してるとか？

　田中くんのユニフォーム姿を思い出す。……そうだった。ユニフォーム着た姿、カッコよかった。

「ん？　何？」

　真剣なまなざしで観察していると、田中くんがちょっと焦あせった声を出した。

　ごめんごめん。見すぎたわ。




　一時間目は講こう堂どうで全校集会。

　体育館じゃなくて、ちゃんと段々になった椅い子すが並んでる講堂だよ。入学式のときとは違い、クラスごとに席が決められていた。

　三年が一番前。二年が中間、一年は一番後ろ。舞台を正面に、右から順に一組、二組とならんでいる。その場所であれば席は自由に座れるので、右に芽維たん。左に皐さ月つきたんという、仲良し友達三人組で仲良く並んで座った。

　ぐふぐふ。

　校長先生のご挨拶。教頭先生に代わって、順に先生たちの紹介が始まる。すべての先生の紹介が終わった時に、ホッと息を吐ついた。

　よかった。攻略対象になりそうなイケメン教師はいなかった！

　その次に、何人かの生徒が、舞台に上がった。あ、兄の姿がある。

「皆さんおはようございます。生徒会長の白しら川かわ敦あつ也やです。一年生の皆さんに、今日はまず生徒会のメンバーを紹介します」

　流石さすがに、コンサートでもないので黄色い声は上がらないが、熱気とため息が会場を包んでるよ。人気だなぁー。

　一年生は、まだ生徒会のことを知らない人もいるため、熱気というよりも興きよう味み津しん々しんといった様子で舞台を見ている。

「一年生の皆さん、入学おめでとうございます。副会長の」

　って、だめじゃん、私！　周りの様子なんてどうでもいい！

　生徒会のメンバーといえば、攻略対象の宝庫でしょ？　ちゃんとチェックして、近寄らないようにしなくちゃ！

　副会長は眼鏡めがねをかけた長身女性だった。女性か。よし、大丈夫。

　書記は、すでに知ってる剣崎徹。

　ちらりと芽維たんを見ると、真剣に見ている。あれ？　田中くんじゃなくて、兄を好きになるのかなぁ？　あれ？

　最後に会計。会計だけ二年生だった。安心感のあるモブ眼鏡顔。攻略対象ではなさそうだ。

　生徒会に攻略対象二人だけ？　意外と少ないなぁ。

　って思ってたら兄が、生徒会の選挙が六月にあり、夏休みまでに引ひき継つぎを行うから自じ薦せん他た薦せん問わず立りつ候こう補ほを待ってると、メンバー紹介を終えた。

　むむ？　もしや……。新生徒会＋旧生徒会が一同に会する七月が、出会いとか発展とかいろいろなイベント目め白じろ押おしだったり？

　ちらりと芽維たんの顔をうかがう。

　舞台を「ほわぁんっ」っていう擬ぎ態たい語ごが似合うような顔して見てる。あ、よく見ると、まなざしは恍こう惚こつとしてるようにも感じる。

　舞台では、兄が何やら話をしている。やっぱり芽維たんは兄ルート？

「我が校は日本の学校の模も範はんとなるべき存在である」

　も、模範っ。すごっ。日本の学校の模範とか……。どんな設定の学校なの？　金持ちが集まるっていうだけじゃないの？　ちょー、ゲームの設定資料プリーズ！

「今年度も、日本の学校の頂点であるためには、社しや会かい貢こう献けんに力を入れる必要がある」

　はい？　社会貢献？　っていうか、頂点とか誰が決めたの？　ゲーム内設定？

「ＧＷ明けにでも、詳しよう細さいを報告するが、社会貢献なくして今年度の『キングハイスクールトーナメント』連れん覇ぱはないものと考えるように」

　はい？　キングハイスクールトーナメント連覇？　なんのこっちゃ。あれか？　高校生クイズみたいなやつかなんかあるのか？

　が、二年生や三年生の席では「社会貢献って何をすればいいんだ？」「なんで、今年は社会貢献？」とひそひそ声が上がっている。なんのことか知っているようだ。

「国内の高校があらゆる面で競きそい合い、日本一を決める大会キングハイスクールトーナメント。今年も優勝し、我が校が日本一素晴らしい学校であるということを証明するために、皆の力が必要だ。我が校として、社会に貢献できることをぜひ提案してほしい。また、個々にも積極的に社会貢献していくようにと願う！」

　兄が壇だん上じようでぐっと握にぎりしめたこぶしを顔の前でびっと振るのと同時に、やるぜやるぜ！　って前向きな声が上がった。

　なんのことだろうと、芽維たんを見れば、恍惚状態が続いてる！　こ、こ、これは……。本気で、兄ルートなのか！　芽維たんが、私の義あ姉ねになるのか！　にょほ。「芽維おねーさま」「璃々亜さん今まで通り芽維って呼んでください。私たち、友達でしょう？」「へへへっ芽維さん」

　これって、もしや……。切ろうにも切れない一生の付き合いってやつ？　兄あに嫁よめ兼友達として、ずっと親しく付き合えるという……。一生ボッチの心配ない生活が待っているというの？

　おう！　これは、兄ルート全力で応援しなければ！

　応援って何すればいいんだ？　大切な友達ですと兄に紹介してみる？　シスコン気ぎ味みの兄なら、私の友達も大切にしてくれるだろうけど……。〝妹の友達〟で終わってはダメなんだよね。んー。

　授業中、一生懸命考えたけれど、いい案が思い浮かばないまま、お昼になった。

　芽維たんが、少し焦こげ目のついた卵焼きを口に運ぶ。

　ああ～、おいしそうだなぁ！　庶しよ民みん的てきな卵焼き！

「社会貢献って、なんだろうね？」

　むほっ、芽維たんは集会の時の兄の言葉を考えてたの？

　はっ！　そうだ！

　芽維たんが社会貢献の良い案を出す→兄が一いち目もく置おく→恋に落ちる

　うん、どうだろう？　あれだけ優秀な兄だ。見た目が可か愛わいいだけの女に魅み力りよくを感じるとも思えない。

　頭が良くて、一目置くような発想ができて、そのうえ庇ひ護ご欲よくをそそるような可愛さがある。うん、兄もそれなら芽維たんに惹ひかれるかもっ！

「社会貢献といえば、やはりボランティア活動じゃないかしら？」

　よし、頑がん張ばって案を考えて、芽維たんの株かぶを上げるっ！

「そっかぁ、そうだね。じゃぁ、みんなが頑張ってボランティアすればいいんだね！」

　皐月たんが微び妙みような顔をした。

「鳳ほう凰おう学園の生徒がボランティア……ですか。簡単そうで難むずかしそうですわね」

　え？　なんで？

　皐月たんがスマホを取り出して、ボランティア募集掲けい示じ板ばんサイトを見せてくれた。

　農業ボランティア……うん、お坊ぼつちゃまお嬢様には無理そうだね。マラソンボランティア……炎えん天てん下かか。運動部ならなんとかできるんじゃない？

　バザーのお手伝いボランティア……荷物の搬はん入にゆうとか力仕事も無理そうだが、お金の価値がわからない人間に百円二百円のバザーの手伝いとかできるのかな？　「めんどくさいですわね、全部、私がいただきます。これで商品は全部売れましたわね！」とか言い出しそう。違う、そうじゃないんだ、バザーはものが売れればいいってもんでもない。いや、売れるに越こしたことはないけど……もっと、こう、お祭り的な楽しみもだな……。

　確かに、鳳凰学園の生徒にボランティアはなかなか難しい気がする。

「難しいかなぁ？　一人じゃ無理でも、何人か集まればできるんじゃない？　ライオンズクラゲの清せい掃そうボランティアもみんなで集まってやってるし」

　芽維たんが首をひねる。

　あら？

　なんか、今頭の中に引っかかったよ？

「ライオンズクラゲみたいな部だと言っていた部活がございませんでしたか？」

　なんだか二度も三度も繰くり返し言っていたような気がするんだけど、どこだっけ？

「お茶会部！　確かに、言ってた！」

　芽維たんがぽんと手を打った。

　あ、じゃあ、社会貢献とかまずお茶会部にやってもらえばいいじゃん。

「では、お茶会部に清掃ボランティアの件を提案したらいいのではございません？」

　ライオンズクラゲのようにという枕まくら詞ことばをつけたらお茶会部は喜んでやるんじゃない？

　他の人が、ライオンズクラゲをまねしたなんて言ったら、鳳凰学園のライオンズクラゲであるお茶会部を差し置いてとか言い出すかもしれないしね。

　……カチューシャ狸たぬき＆ノッポ狐きつね先輩、ライオンズクラゲみたいな部活であるってことに、誇ほこりを持っていたみたいだし……。

「ふふふふふっ。そうですわね。お茶会部に……」

　あれ？　面白いこと言ったかな？

　皐月たんが笑ってるよ？

「まさか、ご本人たちが自分たちの発言を忘れていらっしゃるとは思いませんが、お茶会部の皆様が同じ認識をお持ちなのか確認したほうがよいでしょうね。もし、お茶会部の皆様が『お茶会部はライオンズクラゲのような部である』と明言されるのであれば、その発言を添そえて清掃ボランティアの件を、生徒会を通じて提案していただきましょう」

　ん？　わざわざ生徒会を通じて？　お茶会部の部長が剣崎徹だから？　まぁ、皐月さんに任せておけば大丈夫だよね？

　あ、でも、私の名前は出さないでって頼まないと。おっと、違う。名前を出すなら芽維たんの名前を出してくれないと！

「ふふふふふっ。お茶会部が清掃……ふっふっふふふふ」

　皐月たんが、まだ楽しそうに笑っている。

「璃々亜様も、なかなかお人が悪い」

　ええええ？　わ、私、何か悪いことした？

　ま、まさか、自覚なくして「悪あく役やく令れい嬢じよう」の道を……。

　ぎゃーっ、たすけてー！
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　放課後、芽維たんが今日は運動部の見学をしたいというので三人で行くことにした。運動はしないけど、マネージャーに少し興味があるようだ。

「運動部を見学する前に、生徒会室に寄ってもよろしいですか？」

　ふおっ！　皐月たんっ！

「もしかして、お昼に話していた清掃ボランティアの件で？」

「ええ、社会貢献するなら、一日も早いほうがいいかと思いまして」

　生徒会室には、副会長がいらっしゃいました。長身眼鏡女子。攻略対象でもヒロインでもなさそうなクールビューティーなお姉様だ。

　……お姉様枠わくはないよね？

「お茶会部設立当初は、社しや交こう界かいでの立ち居振る舞いを学ぶという目的がはっきりしてました。それが最近では部の活動目的を忘れ、お茶を飲み雑ざつ談だんを楽しむだけの場となっていたのですわ。お茶会部に所属する剣崎様もどうにかしようと考えてはいたようですが、なかなか上手くいかなかったようです」

　皐月たんが、副会長と話をしている間、生徒会室チェック。さぞ豪ごう華かな部屋かと思いきや、実務重視なのかオフィスみたいだ。

　前ぜん世せの私が働いていた小さな会社のオフィスを思い出す。やだ、生徒会室居い心地ごこちいいかも。

　壁の大きなホワイトボードには、社員の……じゃなかった、生徒会役員の本日の予定が……。

　なになに、副会長の名前は……東ひがし野の章しよう子こ。

「ぶほっ！」

　何、その名前。

『バスケの王子様』の東あずまクンのフルネーム、「東章しよう」なんだよね。東野章子って……。短たん縮しゆくすれば東章……。ま、まさかの、東クンの女によ体たい化か！

　いや、まてまて、名前だけだ。似ているのは名前だけなんだ！　早まるな、私。はふはふ、……。妄もう想そうしちゃだめ。

「璃々亜様の案は、お茶会部を改かい革かくするためにはよいかもしれませんわ。早さつ速そく、お茶会部へ参りましょう」

　って、皐月たんが説明したのに、なぜ私の案？　私が発案者なんて言ってなかったよね、皐月たん……。っていうか、芽維たんの案にするつもりだったのにっ！　うわーんっ。芽維たんの案ってことにしてくださいっ！

　副会長の章子様が、生徒会室を出る。後に続いて皐月たん。その後に、芽維たん。うえええっ、何？　何で？　私たちもついていく流れなの？

　ど、どうしてこうなった。

「私が話をしてまいりますわ。あなた方はここでお待ちになって」

　お茶会部部室の入り口で待つことになった。

　ドアは開けたままになっていて、中の声が聞こえてくる。三人で、ドアの陰かげに身を隠かくす。入部資格もないのに何しにいらしたの？　とか言われてもめんどくさいしね。

　ドアには、三十センチ四方のガラス窓が付いている。そこにはレースのカーテンがかけてある。今の時間は、廊ろう下かが暗くて教室の中のほうが明るい。

　つまり、廊下から部屋の中は見えても、部屋の中から廊下は見えないはずだ。はずだけど、違っても怖いので、なるべくこっそり中をのぞく。

「あれ、章子、どうしたんだい？」

　この声は、剣崎徹。章子様の名前を呼び捨てとか、仲が良さそう。まさか、二人はお付き合いしているなんてことは？　いひひ。そうなれば、攻略対象候補が一人減るってことかな？　それはいい。

　しかし名前を呼び捨て？　はて？　私も誰かに璃々亜と呼び捨てにされていましたっけ？

「剣崎様、いくつか確認したいことがございますの。よろしいでしょうか？」

　章子様の言葉の後、妙みような間が空いて。

「ああ、もちろんだよ」

　と、剣崎徹の返事が聞こえてきた。もしかして、なんか目線で合図した系？　あいにく、ドアの窓から見えない位置に二人はいる。

「皆様、少しお時間をいただいてもよろしいかしら？」

　章子様の言葉に、カップを置く音や、椅子を動かす音などが聞こえてきた。

　あら？　音をなるべく立てないようにとか、そういうのあるんじゃないの？

「お茶会部の皆様は、今朝会長から話があった社会貢献についてどうお考えでしょうか？　お茶会部としても協力する気はございまして？」

　お茶会部の部室には男女合わせて三十名ほどの部員がいた。男女比は半々といったところだろうか。

　タイの色を見ると、ほとんどが三年生と二年生だ。しかし、すでに入部したのか、体験入部なのか分からないが数名の一年生もいるようだ。

　ああ、もちろんアパレル娘むすめの阿あ部べさんの姿も見える。あと、その取り巻き二名も。

　皆が一いつ斉せいにうなずいている。

「もちろんですわ！　私たちはこの学園を代表する部ですもの。まずは全校生徒にお手本を見せなくてはなりません」

「そうだ。今も社会貢献のために、募ぼ金きんする金額の相談をしていたところだ」

「日本の頂点たる高校は、我が校に間違いないんだ。それを証明するための行動に迷いはない」

　など、口々に社会貢献への意い気き込ごみを語っている。

　っていうか、社会貢献イコール募金かっ！　発想が貧ひん困こんすぎる。

「ところで」

　章子様の声で、お茶会部のメンバーは口をつぐんだ。

「有名な会社経営者が多く所属するライオンズクラゲはご存ぞん知じですわよね？　皆様方は、お茶会部はそのライオンズクラゲのような部活であると、誇りに思っていらっしゃるのですよね？」

　章子様の言葉に、大きく肩を揺ゆらした人物がいた。狸先輩と狐先輩だ。教室の隅すみのほうのテーブルに仲良く座っていた。

「ええ、もちろん。私は、お茶会部に所属できることを誇りに思っておりますわ」

「お茶会部は、学園のライオンズクラゲと言っていいでしょうね」

　その言葉に、狸先輩と狐先輩以外はうなずいているのが見える。

「そうですか。それを伺うかがい安心いたしました」

　章子様が、少し声のトーンを落とした。

「では、ライオンズクラゲと同じ活動を、お茶会部に期待してもよろしいですわよね？」

　きょとんとした顔が多数。

　あれ？　ライオンズクラゲのようだという話に納得していたのに、なんでその顔？

「あら、皆様、ライオンズクラゲのような部活だということに誇りを持っていらっしゃるんですから、当然、同じ活動をすることに異論はございませんわよね？」

「え、ええ、もちろんですが……、その、何をすればよろしいのでしょうか？」

　あーあ。もしかしなくても、ライオンズクラゲの名前しか知らないの？　活動内容とか知らないの？

「街の清掃ボランティアです。週に一度、授業開始前三十分ほど、学園周辺の公園や道路の清掃活動を行っていただきたいと思います」

　お茶会部メンバーが啞あ然ぜんとする。

「わ、私たちが、掃除ですか？」

「何な故ぜ、そんなことをしなくちゃならないっ」

　早速やりたくなさそうな声が上がってます。

「皆様もよくご存知だとは思いますが、ライオンズクラゲはボランティア活動を主に行う団体です。清掃活動もその一いつ環かんとして行われています」

　章子様の言葉に、半数が顔を下に向けた。

　もう半数は、唇くちびるをかむ。

「確かに、我われ々われはライオンズクラゲのようであると言った。しかし、それとこれとは話が別だ！」

　男子生徒の一人が立ち上がる。

「何が別なんだ？」

　今まで口を閉ざしていた剣崎徹が男子生徒の前に出た。これで、姿が見えるようになった。

「活動内容がライオンズクラゲのようだと言っているわけではない。ライオンズクラゲのように、部員である我々は〝選ばれた人間〟だということだ！」

「誰に選ばれたんだ？」

　剣崎徹が、いつものチャライ雰ふん囲い気きとは一変した、するどい表情を見せる。

「誰に、選ばれたのか、教えてくれないか？」

　剣崎徹の声が一段と冷れい気きを帯おびる。

「だ、誰とか、そんな低いレベルじゃなく……。そうだ、社会に、世の中に選ばれたんだ！　日本でトップクラスの家いえ柄がらの我々は！」

「おや？　おかしいね。家柄で選ばれるのであれば、何故彼女は入部資格がないなどと言われたのだろう？　大たい層そうお怒いかりでしたよ、生徒会長は。妹が入部資格がないと言われたと言ってね」

　ん？　兄は怒ってるの？

　別に私、入りたくないから、入部資格なくたっていいんだけどなぁ。

「だからね、僕も会長に事実を報告しなくちゃいけないんだよ」

　うわ、どこまで剣崎徹の声は冷たくなるんだろう。これで、三段階目に冷え込んだよ。ギアチェンジどこまで続く？

　怖こわい怖い。

「ライオンズクラゲみたいだというのは、選ばれた人しか入部できないという意味なのか？」

　お茶会部のメンバーがおびえた顔を見せている。うん、分かるよ。剣崎徹怖い！

「お茶会部は、選せん民みん意識があり、家柄そのほかで生徒を選別し入部資格があるないと分けているのか？　生徒会長の妹は選ぶに値しない価値のない人間だと言うのか？　それとも、生徒を選別するといった事実などなく、生徒会長の単なる思い違いなのかどうか」

　しーんと、室内が静まり返っている。

　静せい寂じやくを破ったのは、章子様だった。

「剣崎様、誤ご解かいですわよ。ライオンズクラゲも、選ばれた人しか入れないというのは単なる噂うわさで、公務員だろうが平社員だろうが誰もが入会できるんですわ。お茶会部が人を選別するようなことはないと思います。ですから、お茶会部が『ライオンズクラゲに似ている』と皆様がお考えなのは、活動内容が似ているという意味で間違いないかと思うのです。当然、早朝清掃活動も喜んでなさるはずですわ」

　助け舟に、お茶会部は飛び乗った。

　こくこくと小こ刻きざみに激はげしく上下に首を振る。

「も、もちろんですわ！　ライオンズクラゲのように、お茶会部はボランティア活動に力を注ぎますの」

「そうだ。週に一度の清掃くらいどうってことない」

「わ、私たちの部に、入部資格など必要ありませんから、その、白川生徒会長の妹様も、何か誤解があっただけかと存じます」

「そ、そうですわ！　別に私たちは選ばれた人間でもなんでもありませんもの。白川生徒会長のお家に比べたら屑くずみたいなものですから……」

　ん？　うちの家と比べたら屑？　いや、比べないけど、うちって、そんなにすごいの？　家の大きさも、確かに大きいけど嘉久んとこに比べたらたいしたことないし、メイドの数とか少ないよ？

　ま、そんなこと、どうでもいいや。

　なんか、うまーいこと、お茶会部で清掃ボランティアを行う方向に決定したみたい。もう異論も出ないようだ。

　章子様が部屋から出てきた。

「お待たせいたしました。いかがいたしますか？　直接顔を出してみますか？」

　え？　なんで、今更？

「お茶会部の皆様の驚いた顔が見られますよ？」

　章子様の眼鏡の奥の目がキラリと光った。

　え？　盗み聞きしてたのか！　って驚かせるってこと？　いや、遠えん慮りよしておきます。

　それよりも……。あんな冷たい顔もできるんだ、東クン。じゃない、剣崎徹。

　チャラい言葉で京きよう様にモーションかけ続ける東クン。だけど、一向に落ちない京様。あまりに、京様が東クンの前で都みやこキャプテンのことを褒ほめちぎるものだから、いつもチャラい東クンが、急に冷たい表情を見せる。驚いた京様が……。

「僕もね、傷つくんだよ？」とかなんとか言って、東クンは京様の手首を摑つかみ上げる。「いたっ」と、手首の痛みに顔をしかめる京様。

　……その表情を見て、さらに冷たさを増す東クン。……まだ、冷たさ加速のギアチェンジは終わってないよ。ぐふ、ぐふ、ぐふふの腐。

「うはー、びっくりしたね。どきどきした。剣崎先輩って、ああいう表情もするんだねぇ」

　は、いけない。何、私の妄想、もれた？　芽維たんの言葉に我に返る。

「いつもニコニコしているだけじゃ、生徒会役員も務つとまらないのでしょうね」

　皐月たんの言葉に、適当に相あい槌づちを打っておく。

「だけど、街や公園がきれいになるなんて、素す敵てきだねぇ。あの怖い剣崎先輩が目を光らせてたら、お茶会部も早朝清掃サボれないだろうし」

　ありゃ、芽維たんの剣崎徹の評価が「怖い」になってる。こりゃぁ、剣崎徹ルートはないかな？

「ふふ。剣崎先輩が目を光らせなくてもお茶会部は掃除をがんばると思いますわ」

　皐月たんが、スマホを取り出して画面を見せてくれた。

「ライオンズクラゲが理想！　地元高校生、早朝清掃開始」というタイトルがついた記事が載のった、インターネットのサイトが映うつっている。

　記事の内容は──

　私立鳳凰学園のお茶会部は、『ライオンズクラゲ』を理想としているそうだ。『ライオンズクラゲ』は、ボランティア活動を目的とした団体。お茶会部では、今年度より『ライオンズクラゲ』の活動を真ま似ねて、地元地域の清掃活動を行うことを決めた。学業もあるため、活動は週に一度。授業前の早朝、三十分～一時間程度を清掃活動に充あてるということだ。学園周辺の公園や、街がい路ろ樹じゆの落ち葉拾いなどを行う予定。部員は、少しでも『ライオンズクラゲ』に近づきたいと意気込んでいる。

「うわぁ、このニュースサイト、情報が早いねぇ」

　いや、幾いくらなんでも早すぎやしないかい？

「私、市民記者として登録しておりますの」

　ふえ？　記者の名前のイニシャル、Ｓって……。皐月？　幸さち子こ？　どっちのＳ？

「もしかして……」

「そう、廊下でお話を伺いながら、早速、記事にさせていただきましたの」

　皐月たんは、スマホを顔の横でひらひらとさせた。

　す、すばやい。

「これで、お茶会部は後に引けなくなりますわ」

　うん、そうだね。今更、早起きが辛つらいからむり～とかは言えないよねぇ。

　掃除なんて庶民にやらせればいいんですわ！　なんて言おうものなら、もうあっという間に炎えん上じようしちゃうだろうし。それくらいネットは力あるからなぁ。

　皐月たん、ネット民を味方につけちゃうなんて、策さく士し。

「記事を見て、一緒に清掃活動したいという人が増えるといいですね～」

　ふおっ、腹黒い皐月たんの思おも惑わくを完全にスルーした芽維たん、天使だわ！

「天使ちゃん」

　ふわっ！　芽維たん、呼ばれてますよっ！　っていうか、すでに芽維たんは天使っていうのが常識だったんですねっ！

　と、思ったら声の主……剣崎徹でした。

　ちょっ、芽維たん、何気なく私の後ろに身を隠しましたね！　マジ怖がってるっ。

　小刻みにプルプル震える姿が、よりプードルっぽさを醸かもし出してるぅ！　かわゆすっ！

「天使ちゃんたち、一緒にお茶飲まない？」

　さっきまでの厳きびしい雰囲気はどこへやら、剣崎徹は見た目を裏切らないチャラさ。

「こら、徹、ナンパしないのっ！　一年生がびっくりしておびえてるじゃないっ！」

　章子様が、遠慮なく剣崎徹の頭をはたいた。

　うーん、剣崎徹も章子様の名前を呼び捨てにしてたし、生徒会のメンバーって仲良しだなぁ。そりゃそうか。毎日遅くまで一緒に仕事してるんだし……。

「ナンパなんてしてないよっ」

「何言ってんの、お嬢ちゃんたちお茶しなぁい？　ってナンパの常じよう套とう句くじゃない」

　そうそう。ナンパじゃなければなんだと言うんだ！

「あ、え？　そうか。これ、ナンパかぁ。そっか、人生で初めてナンパしたよ」

　は？　噓うそでしょ？　人生で初めてナンパとか……。

「はぁ？　ナンパが初めて？　徹、あんまりいい加減なことを言うと、璃々亜ちゃんをナンパしたことを会長に報告するわよ？」

　章子様の言葉に、剣崎徹が慌てた。

「いや、それは勘かん弁べん。っていうか、ナンパが初めてってのは本当。今まで、自分で声を掛けなくても声を掛けられてたから、自分から声を掛けたことなんてなかったんだ」

　爆はぜてもいいですよ。

　爆ぜてくれれば、攻略対象が一人減って一石二鳥なんで。

「そっか、これがナンパかぁ。話がしたくて自然と声をかけちゃったよ……」

　え？　なんてことだ！　芽維たんがおびえているというのに、剣崎徹のほうはイケイケゴーゴーなのか！　ど、どうなるこの二人！

「天使ちゃんたち、璃々亜ちゃんを借りてもいいかな？」

　は？　い？

「璃々亜ちゃん、一緒にお茶飲んでお話ししよう」

　ちょちょちょ、ちょちょちょ、ちょっと待って～！　私と一体、なんの話がしたいというの！　清掃ボランティアの発案者だと思ってるから？　いやいや、だから、それは、芽維たんの手柄にして兄に一目置かせる作戦があってだね……。それとも、こっそり兄の弱点を教えてほしいとかそういうこと？　いや、無理！　兄の弱点なんて知らないからっ！　それとも、ヒロイン芽維たんとの仲を取り持ってくれとかいう話？

　あー、うーん。私、どちらかといえば芽維たんは兄エンドのがいいんだよね。義姉になってほしいし。

　それにさぁ、剣崎徹の顔……東クンっぽくて、見てると……京様と都キャプテンの邪じや魔まをしないでっ！　ってイラっとするのよね……。わかってるよ。剣崎徹は何も悪くないって。だけど……ねぇ……。

「徹、ふざけてないで、行くわよ！　これからいろいろと生徒会のほうでも話を詰めないといけないから！　ごめんなさいね、騒さわがしくして……気にしないでね」

「じゃぁ、また今度お茶しようねぇ～」

　ひらひらと手を振る剣崎徹を、章子様が引きずっていった。




　予定より少し遅くなったけれど、運動部の見学開始です。

「どの部から、見学いたしましょうか？　確か、バレーとバスケと野球とテニスでしたでしょうか？　一応他の部活も見ますか？」

　皐月たんの言葉に、

「んー、皐月さんとテニス部を少し見たでしょう？　テニス部は、大体分かってるから、バレーとバスケを見学しようかな？　璃々亜さんもそれでいいかなぁ？」

「ええ、どちらからでも構かまいませんわ」

　私はポケットから黒くろ縁ぶち伊だ達て眼鏡と小さなメモ帳を取り出す。

　攻略対象との遭そう遇ぐうがないことを祈る。

「やぁ、璃々亜、部活見学かい？」

　うっ、バスケ部を見て妄想しようと思っていたら、兄が来た。

　っていうか、この伊達眼鏡、ちっとも役に立たないなっ！

「生徒会長、どうしてこちらに？　あの、もしかしてお茶会部の件で、何か？」

　皐月たんがちょっと緊張した声を上げる。

　そういえば、生徒会長である兄抜きに事を進めちゃったもんなぁ。

「君たちが、璃々亜の友達かい？　お茶会部では不ふ愉ゆ快かいな思いをしたらしいね。すまなかった」

　兄が、皐月たんと芽維たんに頭を下げる。

「璃々亜と仲良くしてくれてありがとう」

　二人に同じように笑顔を向けて、生徒会室へと去っていった。何しに来た？

「生徒会長は素敵な方ですね……。お茶会部との一件を心配して、わざわざ声をかけに来てくださったんですわね……」

　皐月たんが、ほうっとため息をつきながら呟いた。

　え？　そうなの？　兄って、気き遣づかいの人なんだ。

　フランス映画を私が楽しめないということには気がつかないけど、こういう気遣いはするんだ。

　それにしてもだ、皐月たんも芽維たんも、兄をべた褒めだね。もしかして、二人はライバルとか……。

「私、璃々亜さんのお兄さんが好きなの！」（芽維たん）

「璃々亜様のお兄様のことが、好きなんです」（皐月たん）

「「応援してくれますよね？」」（二人）

　とか、二人の間で板ばさみ？

　うわー、うわー。

「「私のこと応援するって言ったのに！」」（二人）

　とか。んでもって……

「「璃々亜さん・様とは、絶ぜつ交こうです」」（二人）

　きゃ────っ、やだ、やだよぅっ！　ボッチへ逆戻りとか、ないわ！　ないわ！　ないわ────っ！

　うむよし、こうなったら……。兄の悪口を二人に吹き込んで幻げん滅めつさせてやる！　許せ兄！　私はボッチにはなりたくないんだ！

「お兄様、趣味はフランス映画を鑑かん賞しようすることなんですわよ？　しかも英語字幕でですわ！　よく付き合わされて、困っていますの」

　どうだ！　フランス映画を英語字幕で見るんだよ？　引くよね？

「まぁ素敵ですわね。フランス語の響きは心が揺さぶられますものね」

　と、皐月たん。

「すごいですねぇ。流石です。フランス語と英語の両方同時に学習できますね！」

　と、芽維たん。

　逆効果だったよ！　涙。ぐぐぐっ、ど、どうすれば……。

「兄はアプリ開発をしているのですが、動作確認がしたいからと、私わたくしのスマホをよく使うので、困っていますの」

　これでどうだ！　スマホを見られるなんていやだろう？　にやっとしたら、芽維たんと皐月たんが、にっこりと笑い返してくれた。

「ふふ、璃々亜様は、お兄様のことが大好きなのですわね」

「仲がよくてうらやましいです！」

　こ、これは……まさかの「ブラコン」認定？

　ど、どうしてこうなった！

　その後、簡単に運動部を見て回ったけれど、特とく待たい生せいもいるような部活動でのマネージャーにはかなり専門知識がいるらしい。芽維たんはマネージャーをあきらめた。よし、これで一緒の部活になれるかもっ！

　車に乗り込んで、色々と振り返る。皐月たんと芽維たんが、同じ人を好きになることだけは阻そ止ししなくちゃ。

　あれ？　待てよ？　恋こい路じの邪魔をするのって、悪役令嬢のお約束行動じゃない？

　だ、だめじゃんっ！




　白川家のダイニング。

「お茶会部に入ろうかと思う」

　夕食の席につくと、嘉久が驚くようなことを言い出した。

「確か、誘さそわれているけど、入る気がないとおっしゃっていませんでしたか？」

　嘉久は、確かにそうだがと言って、スマホを取り出し私に画面を向けた。

　うっ、これは……。皐月たんの書いた記事を引用した、どこかのまとめサイト。

　うわー、この記事、すでに拡散してるんだ……。

「お茶を飲んで雑談するだけの部だと誤解していた。これだけ活動理念がしっかりしているなら、入る価値があると思い直したのだ」

「活動、理念、ですか？」

　そんなの、あったのかな？　お茶会部に……。

　渡されたスマホの皐月たんの記事を読み返しても……、早朝清掃始めるよってあるだけ。その活動は半ば無理やり押しつけただけだし。おっと、押しつけたなんて言葉が悪い。えーっと、活動を提案して、受け入れてもらった。そう、そう。受け入れて……。

　受け？　入れる？

　はうっ。こんな普通の単語にすら、ＢＬ妄想発動しそうになった。

　璃々亜、恐ろしい子！

「Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ！」

　突然、嘉久が英語を叫んで拳こぶしを突き上げた。何？

「ははは、昔から嘉久はライオンズクラゲに憧あこがれてたもんなぁ」

　ふえ？　そうなの？

「Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ！　我々は奉ほう仕しする！」

　再び嘉久が拳を突き上げる。熱いな。

「社会に出たら、すぐにでも入会する！　今は学生だから耐たえている」

　そうか。ライオンズクラゲにあこがれる同志を見つけた喜びの表現か。あの拳を突き上げてるのは。

　あれ？　でも……。確か、芽維さんは……。

「子供でも、ライオンズクラゲ入会できますよね？　友達が家族会員だと……」

「何？　璃々亜の友達が、ライオンズクラゲの会員だって？　本当か！」

　目が輝いています！

　嘉久のヒロインラブフラグが立ったのか？　うおおお────、しまった。いや、別にいいんだけど、めんどくさい。

　だって、芽維たん、兄に興味があるみたいなのに、嘉久がアプローチし始めるとか、三角関係なわけでしょ？　それに巻き込まれるのって……。めんどくさいの五文字しかないじゃないか！　……あ、六文字だ。

「嘉久様も、家族会員にしてもらえばよろしいのではなくて？」

　そうそう、さっさと望みをかなえて満足すりゃいいじゃないか。

「うちは、代々ローリタークラブの会員なんだ……」

　ん？　ライオンズクラゲとローリタークラブって、似たようなもんでしょ？　正直違いなんて知らないよ。

「ローリタークラブの活動理念は、Ｉ　Ｓｅｒｖｅ……」

　嘉久が肩を落としている。

　Ｉ　Ｓｅｒｖｅ？

　なるほど。「Ｉ（私）」はボッチだ。「Ｗｅ（私たち）」は一人じゃない。

　ボッチの皇こう帝ていらしい憧れだ。そうだよね。社会人になって、奉仕活動する団体でもボッチなんてやってらんないよねぇ。ちょっと涙が……。

「ライオンズクラゲを理想としているとは、なんとすばらしい部なのだろうか」

　嘉久が、運ばれてきた夕食を食べながらも話し続ける。

「清掃ボランティアの他には、どんな活動があるのだろう！　一年から色々と提案しても大丈夫だろうか」

「一年だからと遠慮することはない。どんどん提案しろ。そして何かあれば剣崎に相談すればいい」

　えー、都キャプテンってば、東クンに塩を送るような発言しちゃってるわ！　いったいどういうこと？　おっと、違う違う。現実に戻れ、私！

「そうか。だったら、まずは大だい規き模ぼ清掃会の企画と、献けん血けつ促そく進しん運動だな！」

　兄はにやりと笑う。

「璃々亜は入部資格がなくてよかったな。あの調子じゃぁ、非常に大変な部になりそうだ」

　そうですね。寝る間まも惜しんで株をするほどの集中力がある男ですから……。

「ところで、嘉久、部活動内容の報告や許可申請など、生徒会につながりがあったほうが活動に有利だと思うぞ」

　兄が、黒い笑みを浮かべてる。

「今は剣崎が繫つなぎ役だが、六月の選挙後はどうなるか分からない。今のうちに、生徒会の仕事を手伝って、六月の選挙で生徒会に入ったほうがいいんじゃないか？」

　兄の言葉に、嘉久はご飯の最後の一口を飲み込み、考えるように目を閉じた。

「学校の外へ出て活動するなら必ず生徒会への報告と許可が必要となる。また、他の生徒へ働きかける活動もだ。部活の予算はすでに決まっているが、生徒会には追加予算枠があり、部活からの要よう請せいで追加予算を動かす権限もあるぞ？」

　嘉久が目を開く。

「敦也兄にい、生徒会の仕事を手伝うよ！」

「じゃあ、明日からよろしく」

　うお、嘉久……、それ、兄に踊おどらされてますよ？




　おはようございます。璃々亜です。今日も元気に五時半に目が覚めました。

　気がつけば朝食の時間。

　蓮れん華げですくって、口に運ぶと、ごま油の香りをまず感じる。

　その後に、鶏とりがらスープのうまみがたっぷりしみ込んだ粥かゆが口の中に広がる。

　中華粥の楽しみは、なんといってもトッピング。トッピングの種類を変えることで、一回の食事で何度も楽しめるという。

　まずは、定番のねぎから。白髪しらがねぎをのせた粥をひとすくい。ふわー。美味しい。さっぱりとした美味しさ。次は何にいたしましょう。

「璃々亜もお茶会部に入るか？　学校での接触云々言っていたが、あれほどすばらしい部活だ。入る価値はあるぞ？」

　次は、鶏肉にしましょう。そこに、揚げた湯ゆ葉ばをのせて。ふあー、鶏の歯ごたえと、湯葉のぱりぱり感に、粥の食感が変化してこれまた楽しめる。

「嘉久、璃々亜はお茶会部には入らないんだよ。そうだよな？」

　ふふ。そして、次は梅肉。おっと、もう一度鶏肉も忘れずにと。鶏肉と梅は合うんだよなぁ。ささみの紫し蘇そはさみ揚げとか美味しいもん。間違いない。

「じゃぁ、璃々亜は何部に入るんだ？　いい加減、決めたらどうだ？」

　うっさい！　もっとトッピングを楽しんで食べたらどうだ！

　と、見れば、兄も嘉久も、トッピングを全部投入済みでした。え？　あれ？　全部入れとかもありなわけ？　確かに、美味しそうだけど。やってみよう。あ、美味しい。

「結局何に決めたんだ？」

　と、嘉久。

「んー、全部捨てがたいですわ」

　どのトッピングがいいかなんて決められないなぁ。

「は？　いったい、いくつ入るつもりだ？」

　え？　入れるじゃなくて、入る？　なんの話？

「嘉久様も、全部入れてるではないですか？」

　きょとんとして、首を傾げる。

　ガションッと、蓮華を取り落とし、嘉久が声を上げた。

「と、と、トッピングの話はしてない！」

　嘉久を横目で見て、兄が口を開く。

「璃々亜、部活の話だよ。もう明日までには決めないといけないからね。分かっているとは思うけど、うちの学園は帰宅部はなくて、最低一つは所しよ属ぞくしなければならないから」

　一つかぁ。本当、どうしよう。

　漫まん研けんなかったし。漫研ない場合は……友達と一緒の部活に入る！　芽維たんと同じ部に入る！　……どうしよう、フランス語部とか言われたら……。




　一年二組の教室に入るなり芽維たんに声をかける。

「ごきげんよう。芽維さんは部活はお決めになりましたか？」

　朝一番でリサーチ開始。

「どうしようか色々と考えたのですが……。お菓か子し部にしようかと……」

「まぁ、お菓子部ですか？」

　おいしかったケーキの数々を思い出す。部活のある日は、あのおいしいケーキが食べ放題。天国のような地じ獄ごくのようなあの素晴らしき部。

「おいしいお菓子が作れるようになりたいし、ううん、正直に言うと、おいしいお菓子がただで食べられるから……」

　にこっとはにかんだ笑みを見せる芽維たん。

　うきゃっ。かわゆす！

　分かるよ、分かる。ただって魅み力りよく的てき！　しかも、おいしいは正義！

「そんなに菓子食いまくったら太るぞ？」

　不意に、頭に大きな手が載せられて、上から声が降ってきた。

「あ、田中くん、おはよう」

「ごきげんよう、田中くん」

　うわ、また頭ぽんぽんとか、もしかして……子ども扱い？　えっと、うんと……。って、今はそっちはどうでもいい。問題は……問題は……。

　朝から痛い言葉を言いおって！

「おいしいは正義ＶＳ太る」、正義と悪の戦いがあることくらい、知ってるよ！　くそうっ。目をつぶっていたのに。悪の存在に……。

「作った菓子、差し入れしてくれよ、な？　そうすれば太らなくてすむだろ？」

　な、何？　正義のヒーロー登場？

「もちろん、いいよ」

　にっこり笑って了りよう承しようする芽維たん。ああ、いいなぁ。正義のヒーロー田中マンに、作ったお菓子食べてもらえるんだ……。

「立りつ花かちゃんにも食べてもらおうと思ってたの」

「立花ちゃん？」

　誰、それ？　首を傾かしげると、田中くんの手が頭からどけられた。

「ああ、立花って、この間話した妹だよ」

　そういえば、六歳の妹さんがいるって言ってたなぁ。

「もしよろしければ、私の作ったお菓子も、もらっていただけないかしら？」

　田中くんが、驚いた顔をする。

「え？　いいの？　白川が作ったお菓子もらえるの？」

　なんでそんなに驚いた顔するかな？

「わ、私も、一人で食べてしまっては太ってしまいますから……」

「そっか。じゃぁ、遠慮なくもらうよ！　部活の後、お腹ペコペコになるから助かる！　あ、違うな、白川が作ったお菓子が食べられるなんて嬉うれしいな！」

　おうっ、聞いたか嘉久よ！　（いや、聞いてないのは知ってるが）

　お腹ぺこぺこで助かるって言った後、ちゃんと、私が作ったから嬉しいって言い直したよ！　とってつけたように言い直したにしても、とにかく紳しん士し的てきだ！　田中、お前、できた男だな！　お世せ辞じでも噓でも、言われれば嬉しい。

「上手くできるように、がんばりますわね」

　思わずにやけて返事をすると、

「そうか。そうだよな。上手くできるようになってから、お兄さんには食べてもらいたいんだよな？」

　ん？　あ、忘れてた。太りたくないなら、作ったお菓子を、兄及び嘉久にあげればよかったんだ。……。まぁいっか。あの二人ならきっと、差し入れのお菓子なんて、他の女子からくさるほどもらうだろうし。

「一緒の部活に入れるなんて嬉しいです！」

　芽維たん、私も嬉しい！

「授業後に、入部届を出しに行きましょう」




　昼休みに、食堂の廊下にテストの結果が貼はり出されるというので、お弁当を食べた後に見に行くことに。上位三十名が発表されている。

　帰ってきたテストの点数を合計すると、四百六十三点だった。これって、結構頑張ったんじゃない？　平均九十三点だよ？　もしかして、三十位までに載っちゃったりしない？

　しなかった。

　一位　三笠蔵丈じよう之の新しん　五〇〇点

　一位　高こう円えん寺じ嘉久　　五〇〇点

　一位　鈴木芽維　　　五〇〇点

　攻略対象と、特待生のヒロインが一位ってのは順当。

「おめでとう、芽維さん！」

「満点なんてすごいですわ！」

「そうだ、お祝いしましょう！　飲み物をとってまいりますわ！」

　今日は食後にみんなで食べようと持ってきたマドレーヌがあるのだ！　近くのテーブルに芽維たんを座らせ、マドレーヌを置いてから給茶器へ向かう。

　水、お茶、紅茶、コーヒーはいつでも無料の便利な食堂。マドレーヌには紅茶がいいかなぁ。って、二人の意見を聞いたほうがよかったか！　慌てて席へ引き返すと、芽維たんと皐月たんの横にアパレル娘こと阿部さんと、その取り巻き二人が立っていた。

「よかったですわねぇ一位が取れて」

　うほっ？　アパレル娘もお祝いの言葉を述のべに来たの？

「三笠蔵様や高円寺様と名前が並ぶ機会なんて、庶民にはこういう時しかございませんものね？」

　あ、庶民いじめ？

「せいぜい、次の試験でも頑張って一位を取ることですわね。そうでなければ、庶民のあなたをこの学園に置いて差し上げている意味がございませんものね？」

　お、置いて差し上げてるって、アパレル娘の学園じゃないだろうに……。

「庶民臭くささがプンプンにおいますわ。あー、臭い、臭い。結果を見て満足したのなら、さっさと食堂から出て行ってくださいませ、食事がまずくなりますわ！」

　なんだよ、庶民臭いって！

　ファーストフードのにおいか？　それとも、祭りの屋台でイカ焼き焼いてるにおいか？

　いけない！　よだれが！　ったく、庶民臭いのって、おいしそうじゃないかっ！

　っていうか、いつまでも悪役令嬢劇場を見ていても仕方がない。

「臭いというのは、私が持ってきたマドレーヌのことをおっしゃっているのかしら？」

「し、白川様！」

　取り巻きの一人が声を上げる。

　阿部さんが、ぎっと私を睨にらみつけた。怖っ！　鼻筋ばっちりモデル風メイクで睨まれると、怖いってば！

「気のせいでしたわ！」

　と言って、踵きびすを返して去っていった。

　うーむ。あんなにはっきり言っていて気のせいときたか！

　すごいな、阿部さん。悪役令嬢の鏡かがみだよ！

　私も、悪役令嬢の道を進むのであれば、アパレル娘阿部さんを手本に……って、悪役令嬢になるつもりないって！　破は滅めつしたくないもんっ！　絶対回かい避ひするんだもん……。

　回避できなかったら……私、どうなるんだろうか？

　攻略対象とかヒロインとかイベントとかが分からないのもつらいけど、破滅がどの程度なのか分からないのも恐きよう怖ふだ。

　ラノベの世界だと自殺、事故、他た殺さつ含め、「死」っていうのも結構ある。

　没ぼつ落らく、追放とかなら、もともと庶民だし全然平気。破滅が死じゃないなら、攻略対象とかヒロインとか破滅フラグとか全部無視してやりたいようにやるのに！

　……はぁ。死ぬのはやだ。あ、もう一度死んでるんだけどさ。せっかく生き返れたというか生まれ変わったんだもの。もう一度ＢＬ謳おう歌かしたいよ！

　ＢＬを一度も見ずして第二の人生終わるわけにはいかないよ！

「あ、田中くん、おしかったね、四百九十六点だったんだ」

「鈴木はさすがだなぁ」

　なぬ？　田中、お前、普メンでもって、運動部のくせに、四百九十六点だと？

「皐月さんとおんなじだね～」

　……！　皐月たんも田中くんと同じだとぉ？

　名前載ってないの、友達の中では、私だけじゃないかっ！

　私一人……。一人……。ボッチだ、ボッチ。

　うわあぁ───んっ。お兄様にもっと勉強見てもらう～～！

　ぐすん。平均で九十三点もあったのに。

　前世では見たこともない高得点だったのに。えっぐ、えっぐ。




　六時間目。担任が前置きをしてから、一般常識テストを返へん却きやくし始めた。

　そうだった。全部返却してもらったんじゃなくて、一般常識テストが残ってたんだ。

「毎年のことだが、一般常識のテストの点数は非常に低い。平均点は三十点だ」

「あー」とか「うー」とか、ため息とかが聞こえる。

　……。せめて、三十点。裏向きに返された答案用紙を表に返す勇気がなかなか出ない。

　ふぅ。先生が教室を回って、全員の机に答案用紙を配り終えた。見るしかないなぁ。っていうか、見て心をえぐられるくらいなら、見ないという選せん択たく肢しも……

「じゃぁ、解説をしようと、言いたいところだが、私がするよりも満点を取った生徒からしてもらったほうが生徒視点での常識が聞けるだろう。よく聞いて、学ぶように」

　ふおっ！　平均点三十点のテストで満点とるとか、すごい！

　と、私が感心していると、不満の声が生徒から上がる。

「別に知らなくてもいいよ、こんな庶民の常識なんてよぉ」

「そうです。私たちは電車を利用することなどございませんし。何も困りません」

　えええっ！　待って、待って、何その流れ？

　一般常識の解説を聞かないってことなの？　困る困る！

　このゲームの世界の常識を怪あやしまれず聞くことができるめったにないチャンスなのに！

「牛ぎゆう丼どんの値段なんて、食べに行くこともないんだから知る必要もない」

「ははは、そうですよ、先生」

　そーだそーだと賛さん同どう者しやが増える。

　待て待て待て！　私は知りたいんだよ！　少しでもこの世界の常識とやらを！

「本当にそうか？」と先生が生徒の顔を見回した。

「先生、よろしいですか？」

　後ろの席で声が上がる。この声は、悪役令嬢の鏡である阿部さん。

「満点を取ったというのは、そちらの庶民……、失礼、特待生の方かしら？　住む世界が違うのですから、常識も違っていて当然だと思いませんこと？　私たちの住む世界の常識を私たちは知っていればいいのですわ。何も、庶民の常識を知って迎げい合ごうする必要はないのではなくて？」

　阿部さんの言葉に、取り巻きが続いた。

「そうですわ！　住む世界が違えば常識は違いますわ！」

　うん、うん、そうだよねぇ。前世と今と、住む世界が違うと、常識が違うんだよね。微妙に！　だから、切実に、この世界の常識を私は知りたいのっ！

　もちろん上流階級的な常識じゃなくて、一般常識の方！

　だから、頼む、解説してくれ！　って私の願いもむなしく、クラスは解説はなくていいんじゃないのって雰囲気が高まっていく。

「白川はどう思う？」

　先生がいきなり私を名指ししたっ！　そんなに、私は知りたいって顔してた？

　えーっと、皆を説得するには、一般常識は知っていて損はないよ？　って主張しなくちゃだめなんだよね？

「確か、このクラスには国会議員のお子様もいらっしゃったかと思うのですが……」

　生徒の何人かが、一人の男子生徒のほうを見る。

「何年か前、サラリーマンの平均昼食金額を八百円として試し算さんを出して非ひ難なんされた議員がいたことを覚えていらっしゃいますか？」

　前世世界の話だから、こっちの世界ではそんな出来事なかったかもしれないけど。

　まぁいいや。何年前かわかんないけど、所しよ詮せんこの間まで中学生だった子たちだもん。政治のことなんて興味なくて知らなくても当たり前だよね？

「何故非難されたかご存知ですか？　サラリーマンは、ワンコインランチといって、五百円玉一枚で昼食を済すませようとしている人も多いのです。五百円でも高いと、二百八十円弁当を買い求める人もいます。つまり、八百円というのは、サラリーマンの大半にとっては贅ぜい沢たくな部類なのです。八百円もの高級ランチを食べるのを、一般的な基準として試算を出した議員は『分かっていない』『もっと高いものばかり食べてる人間には八百円なんて安い部類なんだろう』と非難を浴びました」

　っていうか、百円ハンバーガー二個だけとか、百円均一の二個入りメロンパンだけとかも普通だっての。八百円なんて、ランチ一回分じゃねぇ。一週間分のランチの値段だ！　あほんだら議員め！　とか、当時の私、みっきゅんとけちょんけちょんに言いながら、千円するＢＬ同人誌を大切になでておりましたとさ。……あれ？

「果たして、議員になろうという方に、一般常識は本当に不要でしょうか？」

　国会議員の息子が、顔を青くしてうつむいた。

　えーっと。でも、なんだろう？　他の生徒は「そうだ、一般常識大切！」って顔してないんだけど……。

　なんとういうか「だけど、私には関係ないけどね」って他ひ人と事ごとっぽい。えー、なんで？

　議員の話だったからか？　金かね儲もうけの話につながらないとダメか？

「確か、アパレル関係の方もいらっしゃいましたよね？」

　阿部さんのことだよ。でも、はっきり阿部さんと名指しはしない。視線も別に向けた。

　だが、クラスの皆はちらりと阿部さんを見た。

「テストには、電車に乗るための乗車カードの問題もあったと思いますが……。たとえば、通学で利用している人は、どのように利用しているのかご存知ですか？　ポケットやカバンにカードを入れて持ち歩き、改札口を通るときに出して使ってまたしまう」

　ブレザーの胸ポケットに入れてあるという設定で、動作を真似てみせる。

「毎日、行きと帰りにこの動作を繰り返すのです。ポケットに一緒に入れてあったものをうっかり落としたり、電車に乗り遅れそうになって焦って出せなかったりと、色々なハプニングも起きます。そこで、ポケットから出さなくても乗車カードが使える制服だったらどうでしょうか？　今、私たちが着ているブレザーの丈は短めです。改札口の高さはこれくらい。ブレザーの裾すそがこのくらいの長さで、裏側のこのあたりに乗車カード専用ポケットをつけます。そうすれば、ポケットから出し入れしなくても、ブレザーの裾を少し持ち上げて改札に当てるだけで済みます。便利になると思いませんか？」

　発明っていうのは、不便から生まれるっていうしね。不便を経験することで生まれるアイディアもあるってことだよ。

「たとえば、制服にそのような一ひと工く夫ふうをすることで、制服業界へ新規参入することも可能なのではありませんか？」

　教室を見渡すふりをしてちらりとアパレル娘を見る。おや、納得した顔じゃなくて、顔が青い。

「新規参入？　白川財閥がアパレル業界に殴なぐり込み？」

「既き存ぞんのアパレル会社にどれだけ影えい響きようがあるか。何社も立ち行かなくなるんじゃ……」

　と、クラスの噂話が聞こえてきます。

　うええ───っ！　そ、そ、そんなつもりなんて全然ないのにっ！

　まさかの「アテクシに逆らうなら、あなたの会社がどうなっても知りませんことよ（ツブシタルゾ）？　ほーっほっほっほっほっ」的な意味合いに？

　まるっきり悪役令嬢じゃないかっ！

　璃々亜、権力をかさに人を脅おどして思い通りにしようとする、絵に描いたような悪役令嬢……。そんなばかなーっ！

　ち、違うんだ、私、単に一般常識が知りたかっただけなんだ！　アパレル娘ちゃんだって、別に嫌いじゃないよ？　私の代わりに悪役令嬢役なんてやらされて申し訳ないとか思うくらいだよ？

「ほほほ、あら、いやですわ。誤解なさらないでください。私は、単にいろいろなことを知ることは、会社を大きくするにしろ、作家になるにしろ大切だと言いたかっただけですわ！」

　ど、どうする、私……！

「クラゲが光ることを知っていたから、ノーベル賞につながった例もありますし……」

　言ってることがめちゃめちゃだっ！

「クラゲの発光タンパク質の研究ですね！　確かに、蛍ほたるが光るのは有名だけどクラゲが光るのを知らない人もいますよね！　知っていたから研究したんですよね！」

　芽維たんがナイスフォロー。

「ええ。その通りですわ。知識というのは、いつどこで役に立つかなど誰にも分りません。知らなくてもよい知識など、ございません。せっかく学ぶ機会が与えられているのであれば、学ぶべきだと私は考えます」

　どんなことだって、ＢＬ作品に役立てちゃう作家さんたーくさん見てきたからね！

　クラゲの話だって、みっきゅんから借りた同人誌に載ってたのそのまま引用させてもらっただけだし。

　万ばん有ゆう引いん力りよくだって、「すべての物は、引力があり引き合っているってニュートンも言ってるだろう。だから、僕と君が惹かれ合うのも、自然の摂せつ理りなんだ」って、東クンが京様を誘ゆう惑わくしてるネタになったりしてるし。っていうか、京様は東クンに惹かれてないしっ！

　おっと、いけない。また妄想の世界に入り込むところだった！　で、なんだっけ？

「と、いうわけで、私たちは、色々なことを知る機会を与えてくださる学園に感謝しなければならないのですわ。そうですわね、先生？」

　そうそう、とっとと、一般常識教えろやー！　と、プロレスラーっぽく叫んでみる。

「そうだな。じゃぁ、一般常識テストの解説をしてもらおうか。一般常識のテストが実じつ施しされるようになって以来、初の満点を取った」

　うお、すごいな。何年前からあるかわからないけれど、初とか。

「白川、引き続き頼んだぞ」

　すごいね、白川さんとやら。……。

　って、あたし～？　噓でしょ？　なんで？

　私、この世界の常識なんて知らないんだけど？　むしろ、他の人よりも常識知らずなんですけど？

「白川様はすでにいろいろと勉強なさっていらっしゃったとは……」

「私たちにも学んでほしいとあんなにも真剣にお話ししてくださるなんて……」

　クラスメイトの目が、私に向いている。期待に満ちた目。なんだか、キラキラした目も混じってるよ？

「さすがは女じよ帝てい……」

　だ、誰！　今、私のこと、忘れたい名前で呼んだの！

　一人だけ満点とか……だれが、ボッチ満点ですか！

　っていうか、こっちの世界の常識が分からない私に、常識を語らせるなんて無む謀ぼうもいいところだと思います。はい。

「私もまだ学びの途中ですわ。先生、解説をお願いいたします」

　と解説役は断らせていただきました。
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　チャイムが鳴り、芽維たんと二人でお菓子部に入部届を出しに行こうと廊下に出たところ声をかけられた。銀縁眼鏡の普メンは、皐月たんと一緒にクラス委員をしている相模さがみくんだ。

「白川生徒会長が、委員会で今年は一年生歓かん迎げい会かいでネズニーを貸し切りにはしないと言い出したときは、失礼にも生徒会長の資質を疑うたがってしまったのだが……」

　ぎょっ。貸し切りにしない案は、私が言い出したのに、お兄様の資質が疑われたなんて……申し訳ないことをしてしまった。

「貸し切りでは、貴重な体験をする機会を失うしなってしまうという考えからなのだろうと、白川様の言葉から思い直しました」

　ほっ。よかった。兄の名めい誉よが守られた。……それにしても、私の行動が思いもよらぬほうに波は紋もんを広げるとか……。もっともっと慎しん重ちように行動しないと、破滅するぅ！

　いや、慎重に行動したって知らないところで誤解を生むことだってあるよね……。

　うーむ、一体どうすればいいんだろう？

　とりあえず、現状はヒロインが芽維たんだった場合は、ヒロインを虐いじめた罪つみを問われることはないはずだ。もし、誰かがねつ造ぞうしたとしても、ヒロイン本人が否定してくれるはずだし。




　お菓子部の部室では、きっちりとパティシエの服に着替えた人たちがすでに作業をしていた。

　中央でひときわてきぱきと作業する人に視線が向く。

　上は臙えん脂じ色いろのボタンの白いコックシャツ。そのボタンと同じ色の、細身の長いエプロンを腰につけている。ズボンは黒。そして、同じく臙脂色のスカーフを首に巻き、頭にはあまり高すぎないコック帽ぼうをかぶっている。慣れた手つきで泡立てたり、粉を振るったり、お菓子作りをしている。

　キリッと切れ長の目。鼻筋が通って、コック帽から少しだけ垂れた前髪が額ひたいにかかっている。イケメンオーラが見えるっ。
















　真剣なまなざしで生地の混ざり具合を確かめている。少し華きや奢しやで小柄だが、イケメンオーラが出てる。見学したときにはいなかったよね？　……攻略対象の可能性がなくもない感じなんだけど……。

　ぱっと顔を上げたその人が、戸口に立っていた私と芽維たんを見た。

「璃々亜ちゃん、芽維ちゃん、いらっしゃい」

　ふわっ。

「章子様……？」

　ぬあんと、生徒会副会長の東野章子様だぁ！　眼鏡外して髪の毛束たばねてパティシエ服着たら、ちょっとした……いや、ずいぶんなイケメンだよっ。

　こ、これ、男だん装そう系攻略対象？　そんな枠まであるの？

　まさかの……展開……。

「見学？　それとも、入部かしら？　入部してくれたら、嬉しいんだけど」

　にこっと章子お姉様が微笑ほほえんだ。やばい。男装の麗れい人じんいいかも！　いやいや、違う違う。破滅フラグ回避するためには、攻略対象の可能性のある人間には決して近づくなって偉い人が言ってた。

「章子様は、お菓子部だったんですね！」

　芽維たんはまったく動じていない。そうか、芽維たんには男装の麗人っていう攻略対象は影響なし？

「ええ。生徒会が忙いそがしくて、月に一度くらいしか顔を出せないけれど……。でも、今日から生徒会に一人優秀なお手伝い君が入ったから、これからはもう少し顔を出せるようになると思うわ」

　ん？　優秀なお手伝い君？　それって、嘉久のこと？

　うげっ。そうか、章子様が攻略対象じゃないとしても、生徒会の一員ってことで、つながりがどうしても深まっちゃうんだ……。どうしよう、やっぱり別の部に入部しようかな。兄はいいとして、章子様が嘉久の話題を出すと、なんと言えばいいのか困るし……。

「はい、二人とも入部です！　よろしくお願いします！」

　にこっと笑って芽維たんが答えた。わーっ！　後戻りできないっ！
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　夕食。箸はしを入れると、崩くずれることなくすっと、綺き麗れいに切れる大根。絶妙な柔やわらかさだ。そこに、少し甘い特製の肉にく味み噌そをつけて口に運ぶ。はじめは、肉味噌の甘辛い味が舌を刺し激げきし、その後に嚙かんだ大根から昆こん布ぶの風味の汁がじゅわっと広がる。

「で、結局璃々亜は、何部に入るんだ？」

　肉味噌と昆布の味が口の中で混まざり合い柔らかな大根を包み込む。美味しい。次の一口、これは慌あわててはいけない。なんせ、熱々の大根だ。慌てて食べるとはふはふしても口の中が大変なことになる。慌てずゆっくりと、ぱくん。ふはー、美味しい。

「まさか、まだ部活を決めてないのか？　なんなら、お茶会部に入ってもいいんだぞ？」

　次は、少しさめるまで別の料理を楽しみましょう。何にしようかな。

「璃々亜、聞いてる？」

　もうっ、相変わらずゆっくり食べさせようって気はないのか、嘉久め！

「お茶がどうかいたしましたか？」

　まだ大根二口しか食べてないから、お茶はいらないけど？

「お茶じゃない。お茶会部！　璃々亜が入る部が決まってないなら」

「ああ、部活でしたら、今日、お菓子部に入部届を出してきましたわ」

　お友達と一緒にね！　私、ボッチじゃないから！

「お菓子部か。どうしてお菓子部を選んだんだ？」

　そりゃ、ケーキ食べ放題！　お土産みやげ付き！　……あ、いや。

「お菓子を作ってみたかったのですわ」

　兄と嘉久の目がギランと光る。

「作って、どうするんだ？」

　嘉久よ、作って食べるに決まってるじゃないか！

「作ったら、一人では食べきれないよね？」

　兄、それは暗に食べ過ぎて太るなと言っておるのか！　その問題はすでに解決済みなんですよ。田中くんに差し入れるからさ。

「食べきれない分は引き取っていただけるので、大丈夫ですわ」

「は？　誰だ、誰にあげるつもりなんだ？」

　兄の顔が青ざめる。

「まさか、か、か、か、かれ、かれ、彼氏とかじゃ……」

　嘉久が酷ひどく動どう揺ようしている。まぁそうだろうな。同じボッチ出身で、私だけ、友達作ったうえに彼氏まで作っちゃったら、焦るだろうよ。悔くやしいだろうよ。

「いいえ、彼氏ではございませんわ。運動部のお友達が、練習後おなかが空くからと食べてくださるのですわ」

「う、運動部……。敦也兄、やっぱり生徒会は手伝えないかもしれない！　まだ間に合うから、明日運動部にも入部届出すことにする！」

「いや、むしろ、すぐにでも生徒会長の座をゆずってやろう。遠慮するな、運動部は私に任せなさい」

　兄も嘉久も、ケーキがそんなに食べたかったとは……。知らなかった……。他の女生徒からいっぱいもらえるだろうと思っていたけど、そうでもないのかな？

「お兄様と嘉久様の分は、ちゃんと持って帰ってきますね」

　上手く出来たときは、自慢してみよう。うん、そうしよう。

　私の一言で二人は、何事もなかったかのようにすました顔に戻った。

　いや、なんだかちょっとニヤついてる？　そんなにケーキが嬉しいのか。食いしん坊め。

「そういえば、璃々亜は実力テストはどうだったんだ？　名前が載っていなかったけど？」

　ぐうっ。兄よ、名前が載っているのが普通基準にしないでくれないか？

「えーっと、その、合計で四百六十三点でした……」

「え？　四六三点？」

　嘉久が驚きの声を上げる。ぬ。悪かったな。それでも、平均九十三点あるんだよ！　くそぅ、兄も嘉久も失礼なやつだ！　ちくしょう、ちくしょう。

「仕方がない。勉強見てやるよ！　何が苦手なんだ？」

　その仕方がないは、どこからつながっている言葉なのか、嘉久がやれやれって顔をする。そ、そんなに残念な点数じゃないよ！　平均で九十三点もあるんだよ！

「ふっ、嘉久、私が璃々亜の勉強を見るから大丈夫だよ」

　うん、まぁ、分からないところは兄に聞いてるから問題ないです。

「人の勉強の心配するより、嘉久はどうなんだ？　全国模も試しも、もうすぐあるけど」

　げ、マジですかぁ。今度は全国模試か！

「ああ、過去問題に目を通したけど、さほど問題はなさそうだ」

　よ、余裕の発言。さすがは攻略対象キャラというか。

　はー、全国模試の結果が貼り出されたら、またアパレル娘が張り切って芽維たんいじめするのかねぇ。悪役令嬢も大変だなぁ。言こと霊だまって世の中にあるんだから、人に投げつけた言葉は、いつか自分の身に返ってくるのに。あ、だから断罪されるのか。

　あれ？　私が悪役令嬢しないから、アパレル娘が代わりに断罪されたりするってこと？　……それ、破滅？　死ぬとか？　……それ、私の身代わりってこと？

　や、やだっ！　私、自分さえ良ければなんて思えないよ。私の代わりに誰かを犠ぎ牲せいにするとかは、さすがに残りの人生後こう悔かいし続けるから無理っ！

　アパレル娘には、芽維たんと距離をとってもらうか、改かい心しんしてもらわないと……。いざとなったら、芽維たんに事情を話して、私が悪役令嬢を演じる？

「どうした、暗い顔をして。何か悩みか？」

「やっぱりお茶会部に入ろうと思っているんだったら、入れよ璃々亜。一緒に清掃活動しようぜ！」

　はぁ？　まだ嘉久は学校では近づくなを理解してないようですね。それに、なんだよ「一緒に清掃活動しようぜ」って、爽さわやかに言ったってちっとも爽やかじゃないよっ！　ってか、なんでそんなに楽しそうなんだ。

　株にしたって、清掃活動にしたって、嘉久にとっては同じ、

「道どう楽らく」

　ってことか？

「ど、道楽？　璃々亜、それはどういう意味だ？」

　ふえっ？　やだ、また脳内単語が漏れた！

　言い訳、えーっと、えーっと……道楽といえば、道楽といえば──

「金持ちの道楽？」

「金持ちの道楽だって？　璃々亜は何を……！」

　しまった！　一番口にしてはならない単語を口にしてしもうた。金持ちに対して金持ちの道楽はないわ……。えーっと、嘉久のことじゃないよって言い訳、えっと、言い訳……。

「い、いえ、あの……。そう思われないようにお茶会部の皆さまには清掃活動を頑張って欲しいですわ」

　へらり。笑ってごまかす。嘉久のことを馬鹿にしたんじゃないよ？　あれ？　嘉久変な顔してる。えーっと、うーんと。

「ほら、いくら清掃活動をするとおっしゃっても、制服が汚れるからとちょっとしたゴミを指の先で摘つまみ上げるようにしてゴミ袋に入れている姿を見られると、逆に評価が落ちてしまうように思いますし……」

　嫌々、仕方なくしてる感がありありだもんねぇ。そういうのって、たとえ善ぜん行こうを行っていたとしても、ほめるどころか「いやならやるなよっ」ってイラっとしちゃうこともあるわけで……。

　自分の部屋の掃除すらしないだろう人たちが集まって嫌そうにゴミ拾いしててもなぁ。

「やはり、清掃する姿勢も大切ではないかと……」

「ガーン」

　うええっ！　嘉久、口でガーンとか言いおった！

「な、なんですの？」

「いや、世間ではこんなときにガーンって言うんだろう？」

　ちゃうわ！　どんだけボッチの弊へい害がいが出てるんだ！

「清掃活動の仕方をまず学び、特訓しなければならないということだな！」

　と、特訓。なんか、もう、方向性があらぬほうへ行ってない？

「そうだ、璃々亜、ライオンズクラゲの家族会員の友達がいると言っていたな？　紹介してくれないか？　清掃活動について教えて欲しいんだ！」

　芽維たんを紹介しろですって？

　ヒロインと攻略対象を私が出会わせるの？　やだ！

　そうだ！

「嘉久様、今度一年生歓迎会でネズニーランドへ行くことは覚えておいでですか？」

「何？　ネズニーランドで紹介してくれるのか？　わかった。どこで落ち合う？」

　芽維たんは紹介しませんっ。

「いえ、ネズニーランドの清掃スタッフの優ゆう秀しゆうさは有名ですよ？　そういった専門の方々から、清掃技術を学んではいかがかと……」

　まぁ、ネズニーの清掃方法を真似して清掃活動とか、ちょっと異質だけどねぇ。

「ああ、なるほど。すべては学びだな。璃々亜の考えることは奥が深い」

　え？　深くもなんともないですよ？　お兄様。

「璃々亜、本は持ってないのか？　そのネズニーの掃除の仕方みたいな。予習をしていったほうがいいと思うんだ！」

　……。アホの子ですか。あ、すいません。勉強熱心ですね……。私、人生で掃除の本なんて一回も見たことないわ。前世も含めて。

「学園にも清掃員がいらっしゃるのですから、その方々にお話を伺ってはいかがですか？」

　っていうか、学校の掃除くらいしろ！　小学生だってするぞ！　そんでもって、宿題忘れたりするとトイレ掃除とかさせられるんだぞ。

　うん、罰ばつじゃなくても、順番に回ってくるけどね。

「トイレ掃除」

　おっと、食事中にトイレとか、失礼いたしました。

「すごいな、璃々亜」

　兄が、褒めてくれた。えええ、食事中にトイレ発言のどこに褒める要素が！

「松まつ下した幸こうノの助すけ氏の有名な話があるじゃないか、嘉久。企業の業績の良し悪しを知るには、トイレを見れば分かると」

　何、それ？

「ああ、そうか！　凡ぼん事じ徹てつ底ていの精神ってやつだな！」

　ぼんじてってい？　はい？

「掃除を極きわめれば、経営も上手くいく。将来経営者となりうる人間には清掃活動はうってつけの修行だ」

　あ、社会奉仕が修行って言葉になってる。なんか、違う。

「よし、早速研修プログラムを立てなければ」

「嘉久、私も協力しよう。凡事徹底、松下幸ノ助氏や鍵かぎ山やま秀ひで二じ郎ろう氏など偉い大だいな経営者の精神を学ぶことは我々にとってとても有意義なことだ」

　経営？　はて？　どうしてそうなった？

　なんだか知らないが、意気投合した二人は、食事を終えると一緒にダイニングを出て行った

　今なら兄は嘉久と相談してるってことでしょ？　ってことは……。

「シアタールームへ行こう！」

　やった。アニメ、アニメ、アニメ、アニメ、アニメ！　はふはふはふはふ。

　うん……。先客がいました。いつの間に来たんだ、兄と嘉久……。どこにあったのか、松下幸ノ助の一生っていうＤＶＤを大画面テレビで二人で見てたよ……おやすみなさい。







　朝の昇降口。

　登校した生徒たちの噂話に耳を傾かたむける。

「高円寺様、お茶会部に入ったそうですわ！」

「本当ですの？　では、私もお茶会部に入りますわ！」

　今日は、部活決定の最終日だ。もちろん、今日を過ぎても退部入部などは自由だが、一年生は今日を締め切りとして最低一つの部に所属する必要がある。

　部活を決めた者、まだ迷っている者、とにかく部活の話で盛り上がっている。……嘉久が入部したからと、お茶会部に入る人がいるなど、モテモテですな。流石攻略対象キャラ。

　あっという間にお昼休みになりました。

　いつものように、机を後ろに向けて芽維たんの机とくっつける。それから、皐月たんが食堂へ移動した隣の席のクラスメイトの机を借りてくっつける。

　隣の席の子、なんていう名前だっけ？　前世から得意ではなかったけれど、さすがにクラスメイトの名前を覚えなさすぎだよね、私。ほら、前世オタ、ややコミュ障しような私、基本的に周りの人に興味が薄うすいんだよね……。でも、もっと、クラスメイトの名前覚えたり、交流したりしないとだめだよね。目標は友達百人だから！　……いえ、そんなにいいです。今は、芽維たんと皐月たんと田中くんの三人。嘉久も一応入れて四人でしょ。あと最低でも三人くらいお友達になれるといいなぁー。そうしたら、クラス替えしても、誰かと一緒になれるんじゃないかな？

「新入生歓迎会のネズニー、同じグループになろうね！」

　お弁当を食べながら、新入生歓迎会の話が出る。

「グループ決めは来週だったはずですわ。璃々亜様と芽維様と私とで三人ですわね。他に誰とご一緒しましょうか」

　そっか！　グループは四～八人で組まないとだめだったっけ。

　新しい友達を作るチャンスだよね！　一緒にネズニー回れば仲良くなれるよね！

　食事を終えて食堂から戻ってきたアパレル娘の姿が目に映る。うん、阿部さんとも仲良くなれるといいな。

「私、新入生歓迎会のネズニーをとても楽しみにしておりますの」

　ほほー、悪役令嬢をも魅み了りようするネズニーはさすがだねぇ。

「阿部様は、何度も行ったことがあるかと思っていましたわ！」

「ずっと行きたいと思っておりましたが、両親に禁止されておりますの。あんな人ひとごみに行っては危険だと。誘ゆう拐かいされるかもしれない……と」

「まぁ、心配性のご両親を持つと大変ですわね。ですが、歓迎会は許していただけたのですか？」

「ええ。父も、鳳凰学園の行うことを否定するようなことはできないようですわ。ふふふっ。ですから、ネズニーが本当に楽しみなんですわっ！　一緒に楽しみましょうね！」

　阿部さんは、いつものすました顔と違い子供のような顔をしている。

「私、ビックリサンタマウンテンにぜひとも乗ってみたいのですわ！」

「いいですわね。スペースシャトルマウンテンもおすすめですわよ」

　きゃいきゃいと話す姿を見ると、悪役令嬢にはとても見えない。普通のＪＫ女子高生だ。メイクは怖いけど。

　と思ったら、アパレル娘阿部さんが私の顔を見た。バチッと目が合う。ご、ごめん。メイクが怖いとか思ってごめんっ！　てか、心の声漏らしてないよね？　汗。

　目を逸そらそうと思ったら、ツカツカと阿部さんが近づいてきた。ひえぇ～！　な、なに？　ガン飛ばしたわけでもないよっ！

「もう、ご存知かと思いますが、高円寺様がお茶会部に入部いたしましたわ」

　ふえ？

　高円寺って、嘉久だよね？

　なんで、嘉久がお茶会部に入部したとか急に私に言うわけ？

　全然意味が分からなくて、呆ぼう然ぜんとしていると、阿部さんが勝ち誇ほこったような顔をする。

「あら、ショックで言葉も出ないのかしらね？　そうですわよね。白川家と高円寺家の上下関係は理解していらっしゃいますわよね。いくら白川様といえ、高円寺様に盾たて突つくようなことはできませんものねぇ？」

　はい？　ますます意味が分かりませんけど？　嘉久に盾突くもなにも、学校では赤の他人してるのに、一体どういうこと？

　っていうか、全然知らなかったよ。うち、嘉久ん家よりも貧びん乏ぼうなんだ。まぁ、家の大きさが全く違うしね。って、それはそうとして、その嘉久がお茶会部に入ったことで、どうして私がショックを受けるの？

　意味が分からないって顔したら、アパレル娘が大笑いし始めた。

「ほーっほっほっほ、これはご存知なかったかしら？　私も、高円寺様と同じお茶会部ですのよ？　つまり……」

　そこまで言って、アパレル娘はあごをくっと上げて、わざわざ見下すように私を見直した。ふあー、『悪役令嬢仕草大全』とか読んで勉強でもしてるのか？

「私に盾突くということは、お茶会部へ盾突くにも等しいということですわ！」

　やべっ！

　噴ふき出す！　面白すぎる！

　慌てて口を押さえて下を向く。なんだ、その完全なる虎とらの威いを借る狐宣言。なんで、勝手に嘉久を後ろ盾に設定してるんだ……。すごい強引な三段論法だぞ？

　お茶会部に嘉久入部→同じお茶会部のアパレル娘を敵にする→嘉久が黙っていない。

　いやぁ、本当、どっからそんな発想が……。いくら同じ部活に所属してるからって、嘉久は介かい入にゆうしないだろう？

「お茶会部の部員を馬鹿にするとは、我らお茶会部全体を馬鹿にしているようなものだ！　許さんっ！」とか言うほど、嘉久は団体行動が得意とも思えない。ボッチ歴れき長いし。自分の興味のあること以外おざなりにしがちだし。

　私が口元を押さえて笑いをこらえているのを、どう勘かん違ちがいしたのか。

「やっと、ご自分の立場がご理解いただけたようですわね。今までのようにはいきませんわよ？　ほーっほっほっほっほ」

　ちょ、勝ち誇ったような笑いはやめて！　我が慢まんの限界っ！

「あら大変、緊急お茶会部ミーティングに遅れてしまいますわ。失礼いたします！」

　と、捨て台詞ぜりふを残してやっと立ち去ってくれた。

「大丈夫ですか、璃々亜様」

　心配そうに皐月たんが声をかけてくれた。

「ぷはぁーっ、大丈夫。思わず笑っちゃうところでしたわ。なんとかこらえました」

「えええっ？　璃々亜さん、笑いをこらえてたの？　そっか。大丈夫ならいいんだけど、ごめんね」

　芽維たんがしゅんとした。

「元々、私をかばって阿部さんを怒らせちゃったでしょ？　だから、璃々亜さんに何かあったらどうしようかって……」

　ええ子や～。

「大丈夫ですわ」

　嘉久が私に何かしようものなら、兄が黙っていないだろうし。っていうか、力関係でいえば、兄が上だよね？　家の上下関係とか本当はどうなの？




　お弁当を食べ終わったころ、

「ああーっ！　お茶会部になんて入るんじゃありませんでしたわ！」

　と、非常に取り乱した声が聞こえてきた。

　アパレル娘の取り巻きの一人だ。名前は分からない。珍しく、アパレル娘の姿はない。確か三人そろってお茶会部の緊急ミーティングとやらに行ったんじゃなかったっけ？

「どうなさったの？　お茶会部に入部できるなんて、とても名誉なことだとおっしゃっていたではありませんか？」

　隣にいたクラスメイトが口を開いた。ごめん、名前も親の職業も覚えてない。

　しっかし、名誉なことねぇ。そんなことを友達に言ってたの。それって、自慢だよね？

「ええ、もちろんお茶会部へは入りたいと望んでも資格を満たしていなければ入れませんからね。紹介者つきという条件があったとはいえ、入部資格があるだけでとても素晴らしいことには変わりないのですが……」

　そうなの？　入りたいと望む人いるんだ？

　よっぽどお茶とお菓子が食べたいのね。あ、もしかしたら剣崎徹のファンとか？　嘉久のファンも入りたがるかもしれないね？　腐くさっても攻略対象だし。いや、腐ってるのは私か！　うふ腐ふ。

「ですが、活動内容に掃除が含まれているなんて、聞いていませんわ！」

「掃除ですか？」

　クラスメイトが、驚いて口を押さえる。

「まさか、何かの聞き間違いでは……。鳳凰学園の生徒が、掃除？」

　ああ、まだ知らない人もいるのか。って、そりゃそうか。

「今年からだそうですわ……」

　と、取り巻きが頭を垂れる。

　それを聞いていた皐月たんが、慰なぐさめるように取り巻きの肩に手を添えた。

「お茶会部が学園のために率そつ先せんして社会貢献を始めると耳にいたしましたわ」

　皐月たんが、さらに取り巻きに声をかけている。

「まぁ、そうなんですの！　流石お茶会部ですわね！」

　クラスメイトがさらに賞しよう賛さん。

「お茶会部は、皆が憧れるライオンズクラゲの活動を参考にするそうですね。すばらしいですわ。あのライオンズクラゲですものね」

　皐月たんの言葉にクラスメイトが「素敵ですね！　ライオンズクラゲに近づけるんですか！」

　と、褒め称たたえた。

　皐月たんは、ニヤッと笑うと、取り巻きの肩をぽんぽんと軽く叩いて、耳元でなにやらささやいた。

　そのとたん、取り巻きの顔が白くなったけど、何を言ったんだろう。

　まぁいいか。

「お弁当も食べ終わったので、お茶を飲みに食堂へ行きませんか？」

　皐月たんの提案に、芽維たんがにこっと笑った。

「行こう！　食堂の紅茶おいしいんだよね！」

　芽維たんの言う通り。たかが給きゆう茶ちや機きの無料紅茶なのに、そこは金持ち学校の鳳凰学園というべきか。前世で飲んでいた紅茶よりもおいしい。いい茶葉を使っているに違いない。

「トイレ」

　ん？

　食堂に入ると、誰かの言葉が耳に入ってきた。

　まだ食事中の人もいるというのに、誰だ？　トイレなんて言ったの。

　食べている途中にトイレに行きたくても「ちょっとお花はな摘つみに」とか、トイレって単語使わないで表現するもんだぞ！

「トイレ」

「トイレ」

　む？

　食堂のあちらこちらから、トイレって単語が聞こえてくる。そんなに皆トイレに行きたいのか？　そうだとしても言葉を選びなさい！　はしたない！

　はっ、まさか……考えたくはないが、嘉久や兄が食事中にトイレの話をしまくっていたことから考えるに……。

　この世界では、食事中のトイレの話はタブーじゃないのか？　それどころか、食事中の話題として相応ふさわしいとされているとか……。

　ノーッ！　そんな特とく殊しゆ文化いらない！

「あら、すでに噂は随ずい分ぶんと広まっているようですわね」

　皐月たんがふふっと笑いを漏らした。

「噂って何？」

　芽維たんが皐月たんに尋ねる。

「お茶会部が、トイレ清掃合宿をするそうですわ。本当かどうかは分かりませんが」

　あ、それ、たぶん本当。……っていうか、嘉久、行動早いな！　朝食のときに話してたことが、昼食時間には学園中に噂として広まってるって……。

　っていうか、だからみんなトイレトイレって言ってるのか。理由は分かったけど、でも一言言わせてもらう。

　まだ食事中の人もいるんだから、トイレって言わない！　言いたいなら食堂を出て廊下ででも話しなさい！

「ええー、そうなの？　お茶会部すごいねぇ」

　芽維たんがにこにこしてる。純粋に感心してる。

「いろいろと、後には引けないようですわ」

　皐月たんがフフフと笑っている。

「だけど、誰が言い出したんだろうね？　トイレ掃除合宿なんて、すごく新しいよね？」

　芽維たんの疑問に、皐月たんが答える。っていうか、皐月たん相変わらず情報通つうだな。

「どうやら、高円寺様が剣崎先輩と相談してお決めになったようですわ」

「へぇー、高円寺様ってすごいねぇ」

　うお、芽維たんが、嘉久の名前に興味を示した。

「高円寺様は、お茶会部では現役で一番上のお家柄ですし、剣崎先輩はお茶会部の部長ですから。誰も何も言えないようですわよ」

「何も言えないって？」

「活動内容に対する不満や、部活を辞やめたいとかですわ」

　二人の会話を聞きながら教室に向かう。

　芽維たんは、私が疑問に思ったことと同じことを聞いてくれるから、ありがたい。

　ふふ。私たち、思考が似ているのかもしれません！　これは、親友になれる、予感？　わーい。

「一度入ると、部活を辞められないのですか？」

　え？　お菓子部とか、食べ過ぎて太ったから辞めるとかできないの？

「いいえ。本来なら、部活は自由に退部できます。ですが、お茶会部の場合は少し特殊で……。部活を途中で辞めさせられることはあっても辞める人はいません」

「辞めさせられる？」

「ええ。入部資格がなくなったら、辞めさせられます」

　入部資格がなくなる？　ナニソレ。

「ご両親の仕事の業績のこととか、紹介者の方が紹介を取り消すとか……」

　あー、なるほどね。庶民に落ちちゃったら追い出されるってことか。あと、紹介してくれた人に嫌われたらだめなんだ。

「お茶会部を辞めさせられるということは、家やご本人の人格を否定されるような不名誉なことなのです。いくらご自分から辞められたとしても、辞めさせられたのではないかという噂は免まぬかれません」

　えー。もし紹介してくれた人がすんごいやな奴でもいうこと聞かなくちゃいけないとか、そういうなんかメンドクサイことがあるってこと？　大変だなぁ。可か哀わい相そう。

「人の噂も七十五日っていうし、噂なんて気にせず辞めればいいのにねぇ？」

「それが、そう簡単な話ではありませんの。随分昔の話なんですが、とある企業の社長令嬢がお茶会部をお辞めになったのです。すると、会社の業績が悪くてお茶会部を辞めさせられたのではないかと噂が立ちました。学園から生徒が噂を持ち帰り、その噂を信じた別の会社社長が、その企業との取引から手を引いたのです。その結果、問題のなかった会社の業績が悪化してしまったという……」

「うわぁー。噂を信じて会社を動かすとか、怖い親もいるんだねぇ……」

　本当だよ。そもそも、お茶会部のメンバーが会社の業績を、会社よりも先に摑むとかありえないだろうに。

　いや、それとも……。お茶会諜ちよう報ほう部員とかいるの？　メンバーのあれこれを調べ上げてたり……。こわっ！

「そんなことがあって、一度お茶会部に入った者は、自みずからお茶会部を退部することはありません」

「親の会社にまで影響しちゃうんなら、簡単には辞められないかもしれないねぇ。よかった。うちはサラリーマンで！」

　にこっと笑う芽維たん。それにしても、相変わらず皐月たんは情報通。

「ですから、トイレ掃除頑張ってね！　とアドバイスするしかありませんわ」

　皐月たん、もしかして、さっき取り巻きにそうアドバイスしたのかな？

「はー、もう最悪っ。新入生歓迎会に阿部様と同じ班になるなんて」

　教室に戻ると、近くの席の女生徒が頭を抱えていた。

「断りたくても断れないもんね……。あーあ。せっかく並ばなくてもアトラクション乗れるのに……」

　何？　どういうこと？

　じーと見てたら、女生徒がこちらを向いた。

「そうですわっ！」

「白川様、新入生歓迎会で同じ班に誘っていただけませんか？」

　え？

「先ほど、阿部様と同じ班だとおっしゃっていませんでしたか？」

「ええ、確かに誘われてはいますが、白川様に誘われたと言えば断ることができますわ！」

　何それ。

「申し訳ございません。他の方に誘われている方とはご一緒できませんわ」

　一緒の班になれると思っていたのに「ごめーん、○○ちゃんに誘われたから、やっぱり一緒に行けなぁい！」とか断られるほうの身になれ！

　ボッチ脱だつ却きやくと思ったら、ボッチに逆戻りとか。うわー、考えただけで身の毛がよだつ。

　断ったら、がっかりと肩を落として女生徒たちは席に戻った。

　すごくがっかりしてる。あれ？　もしかして、本気で私と同じ班になりたかったのかな？　あれ？　友達を増やすチャンスだった？

　え？　でも、アパレル娘のこと考えたら……。と、混乱し始めた私の横で皐月たんが口を開いた。

「彼女たちも必死ですわね。どうにかお茶会部の方と別の班になろうと……」

「えー？　なんでお茶会部の人と別がいいの？　歓迎会に部活が関係するの？」

　芽維たんの疑問に、皐月たんが答える。っていうか、皐月たんは本当に情報通だ！　どこから仕入れるのですか！

「どうやら、お茶会部の方々は部活の方針で、ネズニーでは午前中はお掃除クルーに密着。午後からはトイレめぐりをするそうなんですの」

　げぇっ、マジか！

「え？　お茶会部に入っていない人はどうするの？」

「班ごとに行動しなければなりませんから、もちろん一緒のスケジュールになりますわね」

　何？

「じゃあ、阿部様と同じ班になると、ネズニーを楽しめないのですか？」

「どうしても、力関係がありますから……」

　力関係？

　……。ああ、それって、内気で自分の意見が言えない人とか？

　それとも、多数決になると、ボッチは弱いとか？

　ぐっ。ぐぐぐっ。そうだよ！　ボッチの意見は、なかなか通らないんだよ！　賛さん同どう者しやが必要なんだ！　ぐすっ。

　って、数の力関係じゃなくて、また家柄の話か！

「かわいそうだねぇ。なんとかならないのかなぁ？」

　と、芽維たんはクラスメイトの心配をしている。

　うう、天使や！

　そこに、アパレル娘が教室に戻ってきた。泣き腫はらした目をして。

「！」

「そんなにトイレ掃除が悔しかったのでしょうか？」

　と、皐月たんが呟いた。

　違う！　そうじゃない！

　私は、知ってる。アパレル娘がどんなにネズニーを楽しみにしていたか。

　行きたくて行きたくて仕方がなかった場所に、念ねん願がんかなってやっと行けるんだ。

　親が反対していて行けなかったと言っていた。きっとこの先も学校行事でもない限り行くチャンスはなかなかないだろう。親元から独立するまで……。

　いつもとは違う素すの顔ではにかんだ笑顔を見せていた。

　それなのに、ネズニーに行ってもアトラクション一つ乗れないって……どれだけショックなんだろうか？

　あんなに目を腫らすくらい泣いて……。

　先ほど声をかけてきた女生徒の姿を見る。

　暗い顔。せっかくの歓迎会なのに、歓迎されるはずなのに、全く楽しくない日になっちゃうなんて……。

　ネズニーに行って、一日楽しめるはずの歓迎会。

　普段なら、二時間も三時間も並んで、指で数える程度にしかアトラクションを楽しめないが、歓迎会だけは特別。並ばなくても乗れるせっかくの日。

　楽しみで、友達と笑ってその日を待ち望むはずの……。それを、それを……。

　女生徒の暗い顔。

　取り巻きの落ち込んだ顔。

　アパレル娘の泣き腫らした顔。

　ああ、だめ。怒りが。自分には関係ない。私は芽維たんたちと楽しむんだから！

　でも、だけど……。

　大きく、深呼吸。だめ。だめだ。そう思っているのに、私の足は、動いていた。

「璃々亜さん？　どこへ？」

　一年三組の教室へと。

「高円寺様のところですわっ！」

　クラスでは驚きの声がいくつも上がり、芽維たん皐月たんだけではなく、アパレル娘や取り巻きたちも何事かと私の後ろに距離を置いてついてきた。

「高円寺様は、いらっしゃいますか？」

　三組の入り口のドアで、近くにいた生徒に声をかける。

　学校では近づくなと自分で言った嘉久を、呼び出してもらった。

　女生徒に声をかけられ、入り口に立つ私を見た嘉久が、驚いた顔を見せる。

　嬉しそうな顔をして、近づいてくる嘉久。

　他人だ、他人。わかってんな！

「璃」

　わかってねぇな！

「白川と申します。はじめまして、高円寺様」

　璃々亜って呼ぼうとしただろ、このどあほぅ！

　上品さのかけらもなく、言葉にかぶせて名乗るしかなかったじゃないか。

「あ、ああ、白川さん」

　嘉久がもごもごと呼び慣れないであろう私の苗みよう字じを口にする。

　私たち二人に、皆の目が向いている。まぁそうだろう。学園のアイドル的存在になりつつある嘉久を呼びつける人間なんて、そうそういないだろうからね。

　しかも、こんな人目のあるところで。

　だが、言わねばならぬ！

「一言、申し上げに来ましたわ」

「何、かな？」

　嘉久は当然何を言われるのか分からずにいる。

　怒っている私の顔を見ているはずなのに、嬉しそうな顔をしたままだ。

　皇帝対女帝だってささやきがどこからともなく耳に入る。

　誰がボッチ対決しに来たんやっちゅーの！　ちゃうわっ！

「今度の歓迎会、ネズニーで、お茶会部部員は掃除の研究をなさるんですって？」

　私の言葉に、嘉久がドヤ顔を見せる。

「そうなんだ。皆で、掃除のエキスパートの技わざを」

　こーの、ばかちんがーっ！

「学校行事に部活動を持ち込むのをやめていただけませんか？」

　確かに、私がネズニーの掃除スタッフの技を参考にすればみたいな話をした。だが、それは何も新入生歓迎会で勉強しろという意味じゃない。

「え？」

「あなた方のしていることは、テニス部の部員が授業中にラケットの素振りをするのと同じだと気がつきませんの？」

　嘉久は、私に褒められる気満々だったのか知らないが、否定されるとは思わなかったようで、驚いた顔のまま固まった。

「他の人の迷惑なんです。お茶会部ではない人間まで巻き込まないでください。歓迎会でお茶会部と一緒の班になった人のことも考えていただかないと困りますわ！」

　嘉久は、思考まで停止したわけではなかったようで、私の言葉の意味を理解できたようだ。

「すまなかった。そこまで頭が回っていなかった……」
















　そこで、アパレル娘の泣き腫らした顔を思い出す。

　お茶会部といえども、いやなものはいやなんだろう。

「そうそう、お茶会部の部員だけなら許されるわけでもございませんわよ？　人の迷惑にならないからと、空気椅子で授業を受けるバスケ部員がいたとしますね。足腰は確かに鍛きたえられるかもしれませんが、勉強がおろそかになってしまいますわ」

　うん。そんなエピソードがあったんだよ。

　京様がね、少しでも足腰を鍛えようと、授業中に空気椅子を続けた結果。

　成績が駄だ々だ落ち。「馬鹿だな、仕方がない。勉強は見てやる。だが、これからは授業中は授業に集中しろよ！」って東クンに……ぎゃーっ。いやなシーン思い出した。勉強を教えるのは都キャプテンのお仕事なの！　なんで東クンがそこででしゃばるのよぅっ！

「とにかくですわ、部活にかかわることは、部活の時間か、休み時間など学校の授業や行事に関係のない時に行うべきですわ！」

　このころには、三組の生徒だけではなく、騒ぎを聞きつけた多くの生徒が廊下に集まり、私と嘉久のやり取りを聞いていた。

　が、頭に血が上った私は、周りのことなど見えていなかった。

「そうだな。白川……さんの言う通りだ」

　嘉久が理解してくれたようだ。だが、私の頭に浮かんだ顔は消えなかった。

「分かってくださればよろしいですわ。だけど、もう二度と、私の大切な友達を苦しめたり、大切なクラスメイトを泣かせたりしないでくださいませ！」

　最後に睨みつけて、おまけに鼻でふんっとしてやった。

　ちょっとは反省しろよ、嘉久！　暴走しすぎなんだって！

　嘉久がガクッと肩を落とす。あ、ボッチな嘉久に友達いるんだぞアピールみたいになっちゃったかな？　ごめんよぅ。

　振り返ると、芽維たんや皐月たん、それにアパレル娘と取り巻きもいた。

　ざわざわと、皇帝が、女帝に……と何かささやいている声が聞こえるけど、無視無視。

「阿部様、これで新入生歓迎会はネズニーを楽しめますわよ」

　と声をかける。すると、アパレル娘はまた泣き出した。

「何を考えていらっしゃいますの？　白川様といえど、高円寺様のお家柄には劣おとると……それなのに、逆らうようなことを……」

　へ？　いきなり、それ？　ネズニーで掃除クルー密着しなくてよくなったからうれしくて泣いてるわけじゃないの？

「私のために……、高円寺様に盾突くなど危険なことを……」

　危険？　嘉久が？

「なぜなんですの？　どうして、あんなにひどいことを言った私のために、そこまでして……」

　んー、そこまでって……。別に嘉久は危険人物じゃないし。

　ネズニーの掃除クルーの話は私が原因になったところもあるし……。

　って、それは言えないんだけど。少なくとも……。

「先ほど、高円寺様に言った通りですわ。大切なクラスメイトの悲しんでいる姿が耐たえられなかったのですわ」

　私の言葉に、取り巻き二人が口を開く。

「大切？　私たちのこともそんな風に思っていただいてるなんて、信じられませんわ！」

「そんな言葉で、私たちを懐かい柔じゆうしようとしても……」

　ちょっとうれしそうな顔して、それでもその言葉を否定しようと顔をフルフルと振っている。

　ぶはっ、かわいいじゃないか。

「阿部様、お茶会部は社交の場だと伺ってますわ。社交というのは、人と人との付き合いではなくて？　決して、家柄などで人の序じよ列れつをつける場ではありませんでしょう？」

　とはいえ、お茶会部メンバーって序列好きだからなぁ。

「序列をつけて、人との付き合いを制限することは、社交を狭せばめることだと思いませんこと？　それに、真の経営者というものは、家柄ではなく人柄を見抜くものだと私は考えていますわ。肩書だけで人を見下して馬鹿にするような方は立派な経営者にはなれないと考えておりますの」

　アパレル娘の取り巻きははっとした顔をする。

「高円寺様が立派な経営者になれる人物であれば、反対意見を言ったというだけで人を断罪したりするはずがございませんわ」

　っていうかさ、大きな企業が子供がひどいこと言われたから、あの企業との取引しないからねっ！　なんてするわけがない。してたら、潰つぶれるって！　ウニプロだってイオソにはもう出店してやらないっ！　なんていえば、逆にウニプロが困ることになるだろう。

「序列……そんな……序列は意味がないと……？　それは……そんな……」

　アパレル娘が混乱してる。なんだ？

「中学で阿部様は先生に言われたのですわ。この学年で一番家柄がいいのは阿部様のところだから、クラスをまとめてくれ……と」

「そうですわ。まじめな阿部様は、クラスをまとめるために、クラスメイトになめられないように必死でしたわ」

　はぁ？　何、その先生。

　……そういえば、委員長を決めるときに、先生が私の顔を見てたけどあれも同じなのか？　いい家の子供だからって……。色々押しつけられ、ゆがんだ期待に応えようと必死になって……。

　中学生って、まだ子供だよ？　そんな子供に変な価値観押しつけて……。

　阿部さんの怖いメイクも、必死に張っている虚きよ勢せいの表れなのかな……。

　泣き腫らした目で教室に入ってきたけれど、取り巻きからも離れた場所で一人で泣いていたんだよね。人前で泣くこともできずにいたんだよね？

　ああ、ボッチって、こうして出来上がっていくのかな。

「阿部様……」

　思わず、切なくなってアパレル娘をぎゅーっと抱きしめた。

　かわいそうに。

　悪役なんて誰もやりたくない。

　先生にクラスをまとめろなんて言われたら、時には「逆らったらどうなるか分かってますの？」なんて言わざるを得なかったかもしれない。

　だんだん、それがエスカレートして庶民いじめにつながったのかもしれない。見せしめで一番下の立場の者につらく当たれば、他の者は逆らわない。むしろ、一緒にいじめることでクラスがまとまるというように……。

「阿部様が責任を負うことはないのです。私たちは高校生です。クラスは、みんなが一緒に作り上げていくものですわ。中学の時は、頑張ったのですわね。でも、もう無理する必要はございませんわ……」

「白川様……、私、私……うううっ、ああああーっ」

　アパレル娘号泣。体を離して、背中をさすってあげる。

　あー、そこまで思いつめてたの。よかったね。

「し、白川様……」

「……うええええん」

　取り巻き二人も泣き出した。

　そして、わーっと泣いてる人間と一緒にいると目立つですよ。

　いつの間にかすごい数のギャラリーが集まってるし……。

　あ、いや、私ももしかして目立ってた？　や、やばいっ。

　怒りに任せて学園アイドル嘉久を呼びつけ、言いたい放題……。

　つい、いつもの調子で言いたいこと嘉久に言ったけど、やつは、この学校でもかなりの重じゆう鎮ちんだった気が……。

　うわー、生なま意い気きな女だ、私。頭を下げさせた上に、最後には鼻でふんっとかしちゃったよ……。鼻でふんっとか……。

　なんか、念押しする台詞とか、かなり悪役令嬢っぽい言い方になってなかった？

　ぎゃおーっ。め、目立たずひっそり学園生活への道が……。あ、明日から自じ重ちようしよう。




　放課後、改めてアパレル娘阿部さんと取り巻き二人に頭を下げられた。この恩おんは必ず返しますとか言われたけど、いえ、たいしたことしてないですよ。

　そもそも、嘉久が暴走した原因は私にもあるわけだし……。

　阿部さんが悪役令嬢の立場になったのも、私が悪役令嬢役を放ほう棄きしたせいかもしれないし……。でもって、このまま阿部さんが悪役令嬢として三年間過ごして破滅しちゃったら、めちゃめちゃ私の後味悪いし……。

「恩を感じているのでしたら、私だけではなく皐月さんと芽維さんにもちゃんと謝ってくださいね」

　とだけ言っておいた。
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「『女帝、お茶会部の暴走に釘くぎを刺す』って噂が聞こえてきたんだが、知ってるか？」

　兄が、帰るなりそんなことを口にした。

　知りません！　女帝なんて、私、知りません～～～～！

　夕食後、兄は生徒会の仕事を持ち帰っているということで早々に部屋に引きこもった。

「璃々亜……。だ、大事な話があるんだ」

　嘉久と二人、のんびりと食後のお茶を飲んでいると、嘉久が椅子に座りなおして姿勢を正した。

　大事な話？

「なんですの？」

　話の先を促うながしても、嘉久はじっと私の顔を見たまま口を開かない。

　話があると言ったのは嘉久なのに、まるで私が何か言い出すのを待っているようだ。

　いったいなんなのだろう？　首を傾げると、嘉久は少し顔を赤らめて、首を小さく横に振った。

「今日の……ネズニーの……」

　ああ！　そういえばそんなこともあった。

　学校では他人のふりして近づくなと言っておきながら、私のほうから近づいていっちゃったんだよね……。

　もしかして、人には禁止しておいて自分は守らないとかって怒ってる？

　ああ、うん、そりゃそうだよね。

　いくら、頭に血が上ったからって、後先考えなさすぎた。メールでこっそり呼び出して忠告することもできたし。家に帰ってからだってよかったんだよね。

　何もあんな大勢の面前で言う必要はなかった……。

　そう、あんな大勢の前で……。ああ、なんてことをしてしまったんだ……。

　覆ふく水すい盆ぼんに返らずとはよく言ったもんだ。

　人の噂も七十五日っていうから、七十五日くらい過ぎたら忘れてくれるかな？

　ちょうど中間テストとかでうやむやになるんじゃない？

「ありがとうな……」

　え？

「あ、いえ……」

　まさかお礼を言われるとは思っていなくて、返答に困る。

　嘉久の目は、まっすぐ私を見ている。

　強い目だなぁと思う。

　目に力がある。強い意志がその目に宿やどっているのだろうか。

「俺……自分でも分かってるんだ。周りが見えなくなるって……」

　そうですか。自覚があったんですか。

「直そうと努力はしているが……」

　まぁ、直らないでしょうね。

　かわいそう？　だけど、それだけ集中力がすごいっていうことだと思う。

　芸術家とかが、寝しん食しよくを忘れて創作に没ぼつ頭とうするようなものだよね？　そういうのって……直そうと思って直るものじゃない気がする。むしろ、直してしまったら、創作意欲のほうが枯こ渇かつしそうだ……。あ、嘉久は芸術家じゃないか。

「社会に出てからも……父の会社を継ついでからも、この悪い癖くせが出るんじゃないかと思っている……」

　悪いことばかりじゃないとは思うけど。でも、部下にとったら、迷惑極まりないよねぇ。

　つっぱしる社長。それについていこうと残業やらなんやら無理させられ……。

　ああやだ！　ワンマン社長のわがままに振り回される哀あわれな社員たち。

　ブラックだ！　ブラック企業だ！

　って、いいことないじゃん！　……いや、株でお金を百倍にしたようにその集中力を発はつ揮きすれば、企業には益えきをもたらすんじゃないかとは思うよ。

　社員の犠牲の下に……。ああ、やっぱりブラックだよ！　ブラック！

「璃々亜……。俺が暴走したら……、また今日のように止めてほしいんだ……」

　ひゃーっ！　何それ？　私を、ブラック企業へ誘ってるの？

　唯一社長の暴走を止められる社員として働けと、そういうこと？

　……。社長秘書？　ちょっと素敵な響きじゃない？

　それ、確約してくれるんなら、破滅ルートになっちゃっても就しゆう職しよくには困らない？

　いや、破滅ルートになったら、その確約すら破は棄きされちゃうか……。

　それに、もしかして……。周りの見えない嘉久社長の秘書なんて、二十四時間働けますか？　って宣伝文句じゃないけど、不眠不休的な？

　付き合いきれるか！

「その、ずっとそばにいてほしい……俺のそばに……」

　断る！

「嘉久様、また、周りが見えていないですわよ？　よく見てください。学園には優秀な人たちが集まっています。将来、嘉久様の右腕として働いてくださるような方もいらっしゃると思いますわ」

　嘉久がうっと、言葉に詰つまったような顔をする。

「み、右腕……あ、璃々亜、そういう意味じゃなくて、璃々亜にはそばに……」

　は？

　あー、うん。そうか。学生のうちから仕事のパートナー探すのも変か。

「よいお友達ができるとよろしいですわね！」

　にっこり笑うと、嘉久は顔を背けた。

「と、ともだ……ともだちか……」

　壊れたレコーダーのようにぶつぶつ友達友達と呟いていますが、大丈夫でしょうか？

　私は、部屋に戻りますよ？
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　日曜日。生徒会の仕事で、不満顔の嘉よし久ひさを引きずって兄が出かけて行った。

　ひゃほーい！　私、自由ぅ！　ぐふふーん。

　シアタールームでア、ニ、メ三ざん昧まいしますよ！　うっふっふーん！

『清せい掃そう中ちゆう』おおうっ！　煙けむりが出る殺さつ虫ちゆう剤ざい使用中で数時間は立ち入り禁止とか……。家じゅう焚たくから家を出ていけとか……。

「どちらへお送りいたしましょう？」

　運転席の蜂はち川かわさんが振り返った。どこって……。急に家を追い出されても……。

「あー、もしもし、みっきゅん暇ひま？　よかったら今からお茶しない？」

　なんて友達がいるわけもなく……。ぐすん。いいもん。芽め維いたんと皐さ月つきたんともう少し仲良くなったらお休みの日に一緒に遊びに行ったりするんだもんっ！

「──駅へ連れて行っていただけるかしら？　帰りは何時になるか分かりませんので連絡いたしますわ」

　そうだ。前ぜん世せに住んでいた町を見てこよう。どれくらい違いがあるか。うん、めぐってみよう。働いていた会社はあるかな……。

　さてと。前世のころは毎日のように利用していた駅とその周辺を探たん訪ぼうです。はいはい、右にローソソ。左にセブソイレブソ。名前は微び妙みように違ちがえども、変わらないねぇ。コンビニ、行きたいなぁ。チラッと振り返ると、まだ蜂川さんの車が止まっているのが見える。

　スマホで時間を確認。ちょうど十時。色々な店が開く時間だ。駅前ロータリーを背に、商店街に足を踏ふみ入れる。

　いわゆるアーケード商店街で、車は入れない。うん。駅に近いほうにパン屋。おいしいんだよね。その隣は、惣そう菜ざい屋や。仕事帰りによく買ったなぁ。

　それから、カフェ。お店の名前はよく覚えてるよ。だって、そのまんま「コーヒー屋」。看かん板ばんを見上げる。

「あ、『コーヒー屋』だ」

　看板に書かれた名前は、前世で知っているそのまま。惣菜のお店は、確か「山やま田だ惣菜店」だったよね？　見上げて、看板の文字を確認する。「山田惣菜店」。

　同じだ……。雑ざつ貨か屋やの「ガジガジ」も同じだ。かわいい怪かい獣じゆうが、大きなフライパンをかじっているイラストも、前世の記き憶おくそのままだ。

　ガジガジの向かい側は、ドトールンコーヒー。前世と微妙に違う名前のお店。

　ほわっ！　やっぱり、なんか版はん権けんじゃないな、商しよう標ひよう登とう録ろくとか、権利関係が絡からんでるものと、そうじゃなさそうなもので扱あつかいが違う？

　それじゃあ、私の住んでいたアパートはどうなってるんだろう？

　商店街を抜け、徒歩十分。見慣れた風景を進み、前世で住んでいたアパートは……なかった。その場所には、なにやら豪ごう邸ていが建っている。表ひよう札さつには「剣けん崎ざき」……。ま、まさか、ゲームの攻略対象候こう補ほの、あの剣崎徹とおるの剣崎？

　やばっ！　偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうとかありえないから！　回れ右！　ダッシュ。このあたりは私の庭！　広い道は避さけ、裏道を通って駅前商店街に戻る。

　ふあー、びっくりした。

　おっと、このあたりをうろうろしていても、剣崎徹に出会わないとも限らない。移動しよう。アパートはなかったから、今度は会社を確認してみよう。

　会社の入っていたビルがあった場所には、皐月医院が建っていた。これ、もしかしなくても、皐月たんの親の病院？　だよね？

　もしかして、私が前世で関係していた場所って、このゲームのメインキャラクターたちに関係する場所に摩すり替わってる？

　もしそうなら……。これで、主要キャラクターが誰なのかって、ある程度分かったりするんじゃない？　剣崎徹と皐月たん……それから？

　人はどうなんだろう？　惣菜屋でコロッケを一つ買う。

　お店のおばちゃん……。前世のおばちゃんと違う？　似てるような気もする。でも、同じ人と断言はできない。テレビに映うつっていた有名人は違っていた。それは肖しよう像ぞう権けんとかいろいろ事務所的な問題も出てくるからなんだろうけど……。こういうモブというか、町で普通に生活している人たちは？

　もしかして、みっきゅんがいるかもしれない！

　そんなことはありえないと思いながらも、イベント同人誌即売会の前日とかに、何度もお泊とまりしたみっきゅんの家を目指した。

　みっきゅんは実家住まい。私の会社から電車を二回乗り換かえて四十分の場所だ。一いつ軒けん屋やが立ち並ぶ住宅街。駅前に商店街の姿もない。

　懐なつかしい。ここから徒歩十五分ほどでみっきゅんの家に着く。

　また、違う建物に変わっているのかな？　公園のある交差点を右に曲がると、数メートル先に赤い屋根の家が見える。

「みっきゅんの家だ！」

　みっきゅんの家はそのままだった。思わず、駆かけ出す。みっきゅん、みっきゅん。みっきゅんに会えなくて寂さびしかったよ！　みっきゅんとＢＬ話できなくて……。あ、いや違う。ＢＬ話もしたいけど、まずはこの状況をみっきゅんに話したいよ。ラノベみたいに乙女おとめゲームの世界に転てん生せいしちゃったこととか、悪あく役やく令れい嬢じようで破は滅めつフラグを回かい避ひしなくちゃいけないこととか……。オタクを隠かくすために、アニメもゲームも漫まん画がも近くにない生活しなくちゃいけないこととか……。兄が『バスケの王子様』の都みやこキャプテンの声にそっくりなこととか。その声で、名前を呼ばれる至し福ふくとか。幼おさな馴な染じみが京きよう様ボイスで、兄とエロエロな会話（璃り々り亜あ脳内変換）を朝からすることとか……。おっと、違うな。違う。とにかく、いっぱい話したいことがあるんだよ！

「あれ？　璃々亜さん？」

　みっきゅんの家まであと数メートルというところで、声をかけられた。

　振り返ると、そこには芽維たんの姿があった。

「偶然ですね！　えへへっ」

　にこっと微笑ほほえむ芽維たんの隣には、田た中なかくんの姿がある。

「ご、ごきげんよう、芽維さん、田中くん……」
















　かろうじて、声が出た。なんで、二人が一緒に？　みっきゅんの家の近くに、なんで、二人が一緒にいるの？

　心がざわつく。動どう揺ようしてる。心しん臓ぞうがバクバクしてて……。

「私の家、すぐそこなんですよぉ。あ、田中くん、荷物ありがとうね」

「ああ、家まで運んどいてやるよ」

　田中くんはそう言うと、重そうなビニール袋を両手に持って歩いていった。

　ちらりと見えた中身は、ペットボトルの水だったり、ねぎだったり、肉だったりと、スーパーで買い物したようなものだった。

　二人で買い物？　荷物持ちで連れて行かれるとか……。田中くん、下げ僕ぼく体質まっしぐら？　田中くんの背中を複雑な気持ちで見ていると、みっきゅんの家の門をくぐった。

　え？

「あそこの家……」

　前世でＢＬ愛好仲間の、親友のみっきゅんの家……。

「鈴すず木き、荷物玄げん関かんに置いておいたよ」

　田中くんが立ち去っても、まだみっきゅんの家から視線が外はずせなかった。

「あそこが、私の家なんです。買い物から帰るときに、部活帰りの田中くんと偶然会って、荷物を運んでくれたんですよ」

　そっか。偶然か。そういわれて、初めて田中くんが制服姿で、スポーツバッグを持っているのに気がついた。

　偶然。……偶然？

　この世界で初めて友達になった芽維たんが、前世で親友だったみっきゅんの家に住んでるのも偶然？

「素す敵てきなお家ですわね……」

　懐かしい、みっきゅんの家。中はどうなってるんだろう。

「ありがとう。寄っていく？　と言いたいところなんだけど、まだ引ひっ越こしの荷物が片付かなくてとても人を呼べるような状態じゃないんだぁ。ごめんねぇ」

　そうだ、引っ越してきたんだ。高校入学のタイミングで……。

「前に住んでいた方は……？」

　もしかして、みっきゅんがいるんじゃないかって、そんなわけないのに……。

「さぁ？　よく知らないんだ。璃々亜さんは、今からどこへ行くつもりだったの？　それとも、どこかからの帰り？」

　みっきゅんの家を見に来たんだよ。今は芽維たんの家になってるその家を……。

　みっきゅんと同じ家に住む芽維たん。私たち、友達になったばかりだけど、この先親友になれるかな？　ねぇ、だって、偶然じゃなくて、運命だと思うの。

　もう、みっきゅんとは会えないんだっていう寂しさと、これから先の未来への希望を胸に、前を向く。

「この先に、有名なパイのお店がありますの。今食べてきたところですわ」

「へぇーそうなんだぁ！　璃々亜さんこのあたり詳くわしいの？」

　ぎくっ。

「い、いえ、有名なお菓か子しの店でしたら、色々と知っていますが……」

「そっかぁ、おすすめ教えて！」

　と、色々と話をしている間に、あっという間に三十分たった。

「あっ、いっけなぁーい、買ってきたもの冷蔵庫に入れなくちゃ」

「まぁ、芽維さんごめんなさい、つい楽しくて引き留めてしまいましたわね」

「ううん、私のほうこそ……。今度は、うちに遊びに来て！　五月になれば荷物も片付いていると思うから！　あっ、でも、片付いても狭せまいと思うけど……」

　また、私、あの家に足を踏み入れられるの？

「ええ、ぜひ」

　芽維たんと別れて、駅に向かう。公園の四つ角を曲がったところで声をかけられた。

「白しら川かわー、今帰りか？」

　ん？　首にかけたタオルで顔の汗を拭きながら、田中くんが公園から歩いてきた。

「ええ。田中くんは何を？」

「ああ、素す振ぶり」

　田中くんが、右手のバットを持ち上げてみせた。

「練習熱心ですのね」

「と、ちょっと二分くらい待っててくれる？」

「え、ええ」

　二分待つ？　田中くんは、ダッシュで公園から芽維たんの家とは違う方向へと駆けていった。

　速！　足速いなぁ。流石さすが運動部！

　二分待つとどうなるんだろう？　カップラーメンが出来上がるには少し早いな。二分。などと考えている間に、田中くんが戻ってきた。

「お待たせ。バット家に置いてきた」

「素振りの途中だったのでは？」

「終わったから大丈夫。送るよ」

　え？　送る？　送りバントでもする気？

「ここまでは車？　迎えの車はどこに来るの？」

「最も寄よりの駅から、電車に乗ってきました。駅からはタクシーを使って帰る予定ですわ」

「じゃあ、駅まで送るよ」

　はい？　送るって、もしかして、私を？

　あ、あ、アレなの？

　京「都キャプテン、家まで送っていきます」

　都「ん？　どうしたんだ？」

　京「足、痛めたんですよね？　乗ってください」

　都「自転車？　どうしたんだ、これ？」

　京「借りました。いいから、乗ってください」

　っていう、アレ？　……てか、私、足怪け我がしたりしてないけど？

「大丈夫」

　なんだけど？

「大丈夫？」

　田中くんの声。あ、しまった。また脳内の言葉が口から漏もれた。

　え、へへへ。とりあえず笑ってみる。田中くんが、ハッとして口を押さえる。

「大丈夫だよな……そうだよな。ここまで来たんだから、駅まで迷うわけないよな……」

「もしかして、私わたくしは迷子になると思われていたのですか？」

　まぁ、普通は「一般常識テストがぼろぼろ」な学校の生徒が、一人で電車に乗って知る人ぞ知るような洋菓子店に行けるなんて思わないよね……。みっきゅんの家に通っていた記憶があるから、迷わずにすんでるけど、確かにこのあたりは似たような家が立ち並ぶ住宅街だから、迷いそうといえば迷いそうだ。

「ごめん。その……、馬ば鹿かにするとか、そんなつもりじゃなくて……」

　焦あせって頭をかく田中くん。

「妹さんをどこかへ送っていくときの癖くせが出たのですよね？」

　面倒見がいいなぁ。

「あ、ああ、いや、ははは……」

　微妙な顔を浮かべる田中くん。

「じゃあ、行こうか……駅」

「え？」

　体の向きを変えて、駅のほうへ三歩ほど足を進める田中くん。

「送っていただかなくても、本当に大丈夫ですよ？」

　振り返る田中くんは、にっこり笑った。

「疑うたがってるわけじゃないよ。駅向こうの饅まん頭じゆう屋やへ行こうと思ってさ」

　駅向こうの饅頭屋といえば、蓬ほう萊らい軒けんかな？　バナナ大だい福ふくがおいしいんだよねぇ。

　二人で並んで歩き出した。田中くんのほうが、私より背が一五センチくらい高い。当然、歩ほ幅はばも違うはずなんだけど、私は全然早足になることなく歩くことができる。

　いつも妹さんと一緒に歩いてるからなのかな？　ちゃんと合わせてくれるんだよね。すごいなぁ。お兄ちゃんなんだなぁ。感心して田中くんの顔を見上げる。

「ん？　何？」

「えへへ。田中くんは、お兄ちゃんなんだなぁと思いまして」

「うわ、それって、生徒会長と比較されてる？」

　田中くんが、顔をしかめる。

「噂うわさでは、白川のお兄さんって、頭も運動神経も性格もよくて、家いえ柄がらも人じん望ぼうもあるすごい人でしょ？」

「お兄様はそんな風に噂されてるのですねぇ」

　うすうす、すごい人なんじゃないかって思ってはいたけど、世せ間けんの評判もおおむねその通りなんだ。

　ついでに、都キャプテンそっくりのイケボって事実もつけ足しておきましょう。

　あと……。

「シスコン」

　なんだよねぇ。

「シスコン？」

　あっ、しまったぁ！　また脳内漏れた。兄よ、すまぬ。不ふ名めい誉よな称しよう号ごうをばらしてしまったよ！　田中くん、噂を広めないでね！

「シスコンかぁ……そりゃ、ちょっと大変だなぁ」

　そうなんです、大変なんです。シアタールームに行こうとしても、ついてくるし！　アニメが見たい！　一人にしてくれっ！

「大変なときもありますが、大切にしてくださって感謝しておりますわ」

　フォロー大事！

「はぁー、たっかい壁かべだなぁ……」

　はい？　壁？

　田中くんがため息をつきました。まぁ、兄は身長一八五センチくらいあるから確かに高いですが。

「じゃぁ、気をつけて帰れよ」

　駅でお別れ。

　あれ？　田中くん、確か駅向こうの饅頭屋に行くって言ってたよね？　今来た道を戻ろうとする田中くん。なんで？

　あ、もしかして……。慌あわてて出てきたから、財さい布ふを忘れちゃったとか？　そうだよ、二分待っててって、言われて、本当に二分で戻ってきたもん。

「田中くんっ！」

　数メートル先の田中くんを呼び止める。

「二分待ってて！」

「え？」

「あ、ごめん。二分じゃ無理だ。えーっと、五～十分くらい待ってて？」

　急げ、急げ。

　運動部の田中くんみたいに速く走れないけど、前世の私よりはずいぶん速く走れる。だって、アラサーじゃなくて、女子高生だからね！　若いって体が軽い！

「お待たせ、いたし、ました」

　はーはー、ぜーぜー。どれくらい時間たったかな。頑がん張ばったよ。

「大丈夫か？」

　息が乱れる私を田中くんが心配してくれた。

「ふー。田中くんみたいには、できませんわね」

　えへっと笑って、紙袋を田中くんに差し出す。

「はいどうぞ。お財布忘れたのですよね？　取りに帰るのも大変でしょうから」

　田中くんが驚いた顔をして、紙袋と私の顔を往復して見る。

「え、あ、ああ……」

　言葉に詰つまる田中くん。

「ふあっ、ご、ごめんなさい。勝手に一番人気のバナナ大福を買ってしまったんですが……。好みもございますよね？　もしかして、別のものを買おうとしていらっしゃったとか……。私ったら……」

　つい、田中くんの「二分待ってて」をまねしたかったからって……。

　っていうか、何でまねしたくなったんだろう。

　……。だって、かっこよかったんだもん。まねしたくなるほど、かっこよかった。

「そういや、饅頭屋に用があるって言ったっけ……。ごめんじゃないや、ありがとう。立りつ花かもバナナ大福大好物なんだ。えっと、お金は、今度」

「結けつ構こうですわ」

　勝手に買ったのに、お金を要求するとか、そこまで鬼き畜ちくじゃないよぅ。

　もう少し相手の好みをちゃんと知らないとね。田中くんは、和菓子では何が好きなんだろう？　ちょっとすっぱい苺大福のほうが好きなのかな？

「いや、でも……。じゃあ、何かお礼を」

　お礼？

　これを恩に着せるつもりはない。

　ないけど……。

　誘ゆう惑わくには勝てない私を許して！

「では、またラーメン食べに連れて行ってください」




　芽維たんの家に遊びに行ったり、田中くんとラーメンを食べたりする。

　うん、悪くない。

　白川璃々亜の人生も悪くない。

　神様、ありがとう！




　でも、説明書プリーズッ！
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　はじめまして。富ふ士じゆゆと申します。

　お手にとっていただきありがとうございます！

　本作は「流行の乙女おとめゲーム転生もの短編小説を書いてみよう」と、書き始めました。それが、短編というには少しばかり長くなり……。ＷＥＢ版はまだまだ終わる気け配はいもない長編小説となりつつあります。おかしい、短編の予定だったのに！

　しかし、長く続けているといいこともありますね！　こうして、本となって、皆さまと出会うことができたのですから！　夢みたいです！　そして、次の夢は……誰かに薄い本を作ってもらうこと……にやり。我われながらＧＬもＢＬもＮＬも、なんでもいけそうなキャラクター陣だと思うんですけど、足たりませんかね？　それから、はくり先生には、見事な「コスプレが楽しそうな制服」をデザインしていただきました！　ぜひコスプレしてください！　あれ？　公式の場でこんな夢語かたっても大丈夫なんだろうか？　……汗。




　お礼の言葉。ＷＥＢで応援してくださった皆様、ありがとうございます。皆様がいなければ書き続けることができなかったでしょう。声をかけてくださったビーズログ文庫アリス編集部の皆様、ありがとうございます。皆様のおかげで書店に本が並びます。担当のＴ様、璃り々り亜あたちをより輝かがやかせ、物語を一緒に作り上げてくださりありがとうございます。美び麗れいイラストを描いてくださったはくり先生ありがとうございます。それぞれ個性的なキャラクターに仕上げていただきよだれものです。そして、本作に携たずさわってくださった皆様、ありがとうございました！




　本の形になってから先も、本屋に並べてくださる皆様、手に取ってくださる皆様、読んでくださる皆様、感想をお寄せくださる皆様、誰かに薦すすめてくださる皆様……多くの皆様にお世せ話わになります。少しでもそのご恩おんを、文章を楽しんでいただくことで返せますように……。

　楽しんでいただければ幸さいわいです。










　また、いつかどこかで皆様とお会いできる日を夢見て。


富士ゆゆ



















著

富士ゆゆ

Yuyu Fuji




愛知県出身。執筆時には甘い飲み物が欠かせません。ミルクティーにキャラメルチコリーコーヒーにカフェオレ。喫茶店モーニングの食べ歩きが大好き。最近はイベントから遠ざかっているので、冬コミ行きたいと言いながら原稿してました。










イラスト

はくり

Hakuri




沢山男の子を描かせてもらい、とても楽しかったです。できることなら私も二次元に転生したいです。乙女ゲームは得意です。



















イラスト／はくり

デザイン／百足屋ユウコ＋豊田知嘉（ムシカゴグラフィクス）












電子版　ビーズログ文庫アリス







オタクガール、悪あく役やく令れい嬢じように転てん生せいする。








富ふ士じゆゆ
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